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いま、忍びにゆきます








八街　歩







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





















口絵・本文イラスト　てくてく







　目次






プロローグ　とあるデートの光景（本当に？）




第一章　キャッチセールスにご用心（手て遅おくれ）

第二章　秘ひめられた恋こい（大だい暴ばく露ろ）

第三章　史上最大のデート作戦（最低最悪）

第四章　最後はみごとに大だい団だん円えん（超ちようムリ）




エピローグ　しまらない終しゆう焉えん（結局こうなる）







　あとがき










　プロローグ　とあるデートの光景（本当に？）







　それは暦こよみの上での初夏が終わろうかという時期だった。天候は晴れ。最近は雨が多かったが、その日は久ひさ々びさに青い空を拝おがむことができる日だった。

　そんな穏おだやかな日が日曜であったりすれば、それはもう、絶ぜつ好こうの外出日和びよりである。奥おくさんはたまった洗せん濯たく物ものを片かた付づけて買い物に、旦だん那なさんはゴルフへ、子こ供どもたちはゲーム三ざん昧まい、そして人がいないと思って忍しのび込こんだドロボウが子供と鉢はち合あわせて止やむを得ず子供を人ひと質じちに立てこもって凶きよう悪あく強ごう盗とうとして全国生なま中ちゆう継けいされるような、そんな和なごやかな雰ふん囲い気きの漂ただよう日である。そう、和やかなのだ。誰だれがなんと言おうが平和な日なのだ、当事者以外は。

　それはさておき、そんな日の昼下がりともなれば、恋こい人びと同士が手に手を取り合ってデートにいそしむのも必然の出来事といえよう。それはこの地方都市、赤あか霧ぎり市しの駅前通り沿ぞいとて例外ではなかった。恋人たちは逢おう瀬せを楽しみ、若わか者ものはナンパをしたりされたり、友人とあって遊んだりと、なんの変へん哲てつもない光景が繰くり広げられていた。

　だがそんな中にあって、とある男女のグループだけは異い様ようだった。なにが変かといえば、構こう成せいが妙みようである。男一人に、女二人の三人組だ。そして女子二人がかいがいしく男子の世話を焼いている。

　傍はた目めには可愛かわいい女の子二人を独ひとり占じめして、モテない男の仇きゆう敵てきみたいな男なのだが、三人の様子を少し眺ながめているとその様子が奇き妙みようなことにすぐ気づくことだろう。確たしかに二人の女子は男子に何かと細やかな気配りを見せているのだが、その二人の笑え顔がおは妙にギスギスと引きつっていて、互たがいに張はり合っている節があった。そして二人の間にいる少年は、居い心地ごこちの悪そうな顔で肩かた身みを狭せまくして道を歩いていた。

「ねぇ、ソータ。ノドがかわかない？」

　と、左側の少女が言った。ずいぶんと小こ柄がらな少女だ。中学生か、見かたによっては小学生に見えなくもない。少しハネた髪かみを頭の片側でまとめているのが特とく徴ちようだった。

　彼女の名は春日川かすがい夢ゆ姫き。そして少年の名は六む尽じん総そう太た郎ろう。幼おさな馴な染じみという腐くされ縁えんが続く高校二年生の二人である。

　そこで総太郎は頭をかきながら答えた。

「あぁ、まぁ、そーかもな」

「それなら、ちょうどあたし冷たいお茶を持っているのよね」

　と、夢姫がカバンの中から小さな水すい筒とうを出した。今時マメだ。

「総太郎様、飲み物をお持ちしました」

　と、そこで反対側にいた少女が口を挟はさんできた。こちらは夢姫とは対照的に、かなり長身の少女だった。夢姫はかわいらしいのだが、こちらはまさに美人といった感じだ。艶つややかで癖くせのない黒髪に、鋭えい角かく的な顔の線。年ねん齢れいはわかりにくく、すでに成人しているとも、まだ高校生ともつかない不思議な雰囲気の漂う少女だった。

　彼女の名は月つく詠よみ静しず刃は。最近総太郎の家にやってきた、総太郎を主人と仰あおぐ忍にん者じやの娘むすめである。その性せい格かくはかなりハチャメチャだが、総太郎への忠ちゆう誠せい心しんと忍者としての腕うで前まえは確かである。

　静刃は手に持ったペットボトルを差し出した。すぐそばの自じ販はん機きで買ったばかりのそれは冷たく、表面に細かい水すい滴てきが浮うかんでいた。

「さぁ、総太郎様。総太郎様のお好きなメーカーのウーロン茶です。冷えているうちにどうぞ」

「あ、あぁ、ありがとう、静刃」

「って、待ちなさいよ、月詠さん！」

　と、ペットボトルを受け取る総太郎を挟み、夢姫が嚙かみ付いた。

「あたしが先にお茶を出したのに、横からなにするのよ！」

「私はただ、気を利きかせてお茶を用意しただけです。総太郎様とて、春日川夢姫の手て垢あかのついたお茶などよりこちらのほうが飲みたいでしょうし」

「いーえ、ソータはね、そんな味気ない市販のお茶より、こっちのほうが好きなのよ！　朝のうちに時間をかけて用意した水出しのお茶だから、味もこっちが上よ！」

　と、夢姫は水筒のフタにお茶を注ぎ、総太郎に差し出した。

「さぁ、ソータ」

「え、えぇと……いや、ユキ。俺おれ、やっぱあんまりノドはかわいてない……」

「いーから、飲みなさい！」

　一いつ瞬しゆん鋭するどくなる夢姫の眼まな差ざし。凄すごみのあるその視し線せんに総太郎は反はん射しや的にお茶を受け取った。

「はい、飲みます」

　と、総太郎はゴクゴクとのどを鳴らしてお茶を飲み干ほした。子供の頃ころから飲んでいるそのお茶は、格かく別べつ感かん慨がいを受けるものではないが、慣なれ親しんで落ち着く味わいだった。

「総太郎様、私のお茶は飲んでいただけないのですか？」

　と、今度は反対側にいた静刃がそう言った。少し悲しげにまぶたを閉とじ、俯うつむきながら一瞬だけ視線を総太郎に投げかける。

「総太郎様のためを思って、この私がわざわざ、ここから三〇メートル離はなれた場所まで全速力で駆かけて買ってきたこのお茶は、いらないのですか？」

「え？　いや、そ、それは」

「……なんでしたら、総太郎様。口くち移うつしがよろしいでしょうか？」

「え？」

　総太郎が一瞬あっけに取られた顔になった。静刃は口元に笑みを浮うかべると、桜さくら色いろのおちょぼ口にペットボトルを近づけ、中身を口に含ふくんだ。

「…………」

　静刃は視線を総太郎に固定したまま、その顔を総太郎に近づけてきた。総太郎は血が自分の顔に集まってくるのを感じ、静刃のツヤのある唇くちびるから視線が外せなくなっていた。

「し、静刃……君の愛を、俺は口で受けよう」

　と、総太郎も静刃に顔を近づける。

「公こう衆しゆうの面前で、なにをしだすか、あんたらはっ！」

　そう叫さけんだ夢姫が、総太郎のヒザ裏うらにローキックを入れた。突とつ然ぜんの衝しよう撃げきにバランスを崩くずし、その場でヒザをつく総太郎。

「いってぇー、なにすんだよ、ユキ！」

「うっさい、この、ヘンタイ！　ドサクサまぎれになにをする気よ！」

「なんだよ、ユキ。恋こい人びと同士なら、これくらい当然やるだろ？」

「しないわよ、絶ぜつ対たい、二〇〇％！　どんなバカップルだろうが、いくらなんでも冷たいお茶をわざわざ口移しで生ぬるくしてから飲んだりしないわよ！」

　静刃は口の中の液えき体たいを飲み干した後、肩かたをすくめて口を開いた。

「まったく、春日川夢姫はなにを言っているのですか。今の私と総太郎様は恋人同士なのですから、ごく自然な演えん技ぎを心がけねばならないでしょう」

「どこが自然よ、絶対不自然よ、二〇〇％！　少なくとも公衆の面前でやるべきことではないわよ！」

「そんなことはありません、これは至し極ごくまっとうな行動です。例えば、自分を助けに来た少年が手かせで海底に繫つながれておぼれかけている状じよう況きようでは、口移しで空気を与あたえるしかないでしょう！」

「その状況なら確たしかにそうだけど、今は違ちがうでしょ！　なんで飲み物を口移ししなきゃいけないのよ！」

「例えば、自分を救おうとして腹ふく部ぶに弾だん丸がんを受けて瀕ひん死し状じよう態たいとなった相手が目の前に倒たおれていれば、それはもう口移しで干し肉を分け与えるしかないでしょう！」

「だから、確かにその状況ならそうかもしれないけど、今は違うでしょ？」

「聞きましたか、総太郎様？」

「聞いていたけど、それがどうしたんだ」

　いきなり総太郎を振ふり返った静刃は、深く頷うなずきつつ続けた。

「つまり、総太郎様が凶きよう弾だんに倒れた後に東とう京きよう湾わんあたりにコンクリ漬づけで沈しずめば、口移しは自然な状況となるわけです。さっそくそうしましょう」

　と、静刃はポケットに手を入れて黒光りする物体をのぞかせた。

「いや、話が根本からズレているぞ！　というか、静刃！　君は今、なにを出そうとしている！」

「おっと。この国ではこういったものはご法はつ度とでしたね」

　と、静刃は懐ふところのものをしまった。総太郎は頭を抱かかえながら首を振った。

「とにかくだ、お前ら二人とも、もっとまじめにやれ！　全然恋人らしくねーよ！」

「仕方ないじゃない。あたしとあんたは別に、恋人じゃないんだから」

「春日川夢姫は自信がないようですが、私は違ちがいます。この私の完かん璧ぺきな演技力は完全な恋人を演じているはずです。もしなにか問題があるとすれば、それは全すべて春日川夢姫の未み熟じゆくな演技力と未成熟な肉体と今日の朝食の私のご飯の盛もり付けを少なくした報むくいのせいです」

「明らかに問題なのは月詠さんのほうじゃない！　というか、朝のことをいつまでも根に持たないでよ！」

「お前らいいかげんにしろ！　みんな俺たちを見ているぞ！」

　道ゆく人々の奇き異いの視し線せんを浴びながら総太郎は、そもそも自分たちはなんでこんなことをしているのだろう、という根本的な疑ぎ問もんに思い至いたった。

　そう、そもそもことの発ほつ端たんは、一週間ほど前にさかのぼる……





　第一章　キャッチセールスにご用心（手て遅おくれ）







　水すい天てん主しゆ大学付ふ属ぞく高校は、地方都市赤あか霧ぎり市しの東部に位置する学園である。地元では有名な進学校で、自由な校風と豊ほう富ふな学校施し設せつが特とく徴ちようとなっている学校だ。

　その私し立りつ水天主高校でまたも事じ件けんが発生した。

　その日、水天主高校二年生である春日川かすがい夢ゆ姫きは緊きん急きゆう招しよう集しゆうを受けた。小こ柄がらで童どう顔がんなために中学生にしか見えないが、これでも彼女は泣く子も黙だまる風紀委員長の役やく職しよくについているのであった。

　突とつ然ぜんの呼よび出しを受けた彼女は授じゆ業ぎようが終わるや大急ぎで生徒会室にやってきた。しかし夢姫が部屋に入ったときにはすでに円えん卓たくには生徒会の主要メンバーがそろっていた。

「遅れてゴメン。で、いったいなにがあったわけ？」

「さぁ、ぼくも知らないっす。会長と副会長が緊急招集をかけて、詳くわしいことはまだ聞いてないっす」

　と、会計の一年生が答えてくれた。確かによく見れば、円卓に設もうけられた一一の席で埋まっているのは夢姫を含ふくめて九席。空いているのは入り口と反対側にある会長と副会長の席であった。

　夢姫は周囲の人間の顔を見回してみた。この部屋にいるものの顔にはどれも一様に困こん惑わくの色が浮うかんでいる。どうやら呼び出された理由は誰も知らないらしい。

　水天主高校の生徒会はかなり大きな自由裁さい量りようが認みとめられており、生徒の自じ主しゆ性せいを尊そん重ちようする学校の風ふう潮ちようが反はん映えいされていた。そのため生徒会は多た岐きにわたって学校生活を取り仕切ることができる。

　反面、生徒会メンバーの仕事は膨ぼう大だいな量になる。急な呼び出しはよくあることだが、このように全員招集となるとなにか大きな問題が発生したとしか思えない。

　と、その時生徒会室のさらに奥おくの小部屋に繫がる扉とびらが開かれた。

「やぁ、遅れて悪いね。全員そろったかな？」

　と、奥から現あらわれたのは空席の主、会長と副会長の二人であった。

　水天主高校生徒会会長、嶌しま智とも香か。彼女はスレンダーな体つきに大人びた美び貌ぼうをもつ校内のマドンナ的存そん在ざいであった。いつも通り長い黒くろ髪かみを頭の両横で束ねた彼女だが、今は心持顔が紅こう潮ちようしていた。

　一方の副会長、緋ひ月づき暁さとるは引き締しまった体つきにざんばら髪の野性的な少年である。スポーツ万ばん能のうで、とりたてて美男子というわけではないが女子の人気は高い。

　遅れてやってきた二人は生徒会の仲間に軽く会え釈しやくをしながら席に着き、一ひと呼こ吸きゆうおいた後緋月が口を開いた。

「さて、みんな。忙いそがしいときにわざわざ集めて申し訳ない。でも、少々困こまった事件が発生したんだ」

「事件？」

　一同から疑ぎ問もんの視線が投げられる。緋月は大きく頷うなずきながら続けた。

「そうだ。みんなも聞いたかもしれないが、最近学校のそばで不ふ審しんなキャッチセールスが横行しているという苦く情じようが各方面から寄よせられている」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、夢姫は頭を抱えた。以前体験した、イヤな思い出が浮かんできたからだ。

「ふ、副会長！　もしかしてそれって、あのツボですか？」

　ツボというのは、ドクロの浮かんだ不気味な紫むらさき色いろのツボで、以前怪あやしい秘ひ密みつ結社が学校付近で販はん売ばいしていたものだ。かくいう夢姫もそれに引っかかり、そしてこの生徒会でも蔓まん延えんしていた。

「いや、あれとは別口だ。ともかく、我わが校の生徒たちからも被ひ害がいが出ているという報ほう告こくがある以上、ぼくたちとしても無む視しできない。よって、生徒会でそれを取り締まるべく、放課後の見回りを行おうと思う」

「って、待ってください！　それはいくらなんでも、ヤリスギじゃないですか？　そういうことは先生とか、警けい察さつに任まかせておけばいいじゃないですか」

「甘あまいですわよ、春日川さん」

　夢姫と向かい合うように座すわった会長が長い指を振りながら反はん論ろんした。

「所しよ詮せんお役所仕事しかできない組そ織しきのワンちゃんたちに任せておいては、事件解かい決けつする前にわたくしたちは卒業してしまいますわ」

「で、でも、いくらなんでもあたしたちにそこまでする権けん利りはないのでは？」

「そーだよなー。それに、その相手を見つけてどうするんです？」

「わたしたちでは犯はん人にんに対してできることもたかがしれてますし」

　生徒会の面々からも否ひ定てい的な声が漏もれる。どうやら乗り気なのは会長と緋月の二人だけのようだ。騒さわがしくなる生徒会室で、緋月が声を大きくして言った。

「静せい粛しゆくに！　確たしかに皆みなのその気持ちもわかる。だが、その不審なキャッチセールスは生徒に半ば強ごう引いんに商品を押おし付けようとしたりしていて、脅きよう迫はくの疑うたがいもある。そんな平和な学園生活を脅おびやかす影かげを野放しにしておいていいのか、君たちは！」

　と、やけに芝しば居いがかったしぐさで緋月は言った。すると会長もそれに追つい随ずいした。

「副会長の言うとおりですわ。それに、わたくしたちがここにいられる日も残り少ないですわ」

　言われて夢姫は思い至いたった。三年生である会長と緋月が生徒会に携たずさわるのは、夏休みまでの期間である。

「わたくしたちとしても、心残りはできるだけ排はい除じよしてからこの部屋を去りたいのですわ」

「さ、さすがです、会長。すばらしい考えです。感動しました！」

　と、一人の男子生徒が感かん極きわまった声を上げた。保ほ険けん委員長の二年生だ。この生徒はなにかと会長に心しん酔すいしている節があった。

「ま、まぁ、会長がそう言うならそれでいいか？」

「そーよね。確かに自分たちの身は自分で守らないとね」

　と、なにやら会長の一声で場の雰ふん囲い気きが一気に傾かたむいてきた。夢姫は改めて会長のこの場での発言力の大きさを思い知った気分だった。

「では、早さつ速そく今日からはじめようと思うので、各かく執しつ行こう部ぶの代表は、できるだけ多く人員を集めて校門に集合するように。では、三〇分後に」

　テキパキとまとめる緋月。完全に口を挟はさむタイミングを逃のがした夢姫は、おとなしくその決定に従したがうしかなかった。内心、今日は早めに帰って凝こった夕食を作ろうと思っていたのに、とため息をつきながら。




　水天主高校の生徒会は独どく特とくの仕組みである。夢姫のいる風紀委員会をはじめとする七つの委員会があり、そこから選出された七人の代表が自動的に生徒会執行部のメンバーに登録される。そこに選挙で選出された生徒会長、副会長、会計、会計監かん査さの四名が加わった合計一一名が生徒会役員であり、水天主高校の生徒行事は彼らによって運うん営えいされるのである。そして有事の際さいは、各執行部員を通じて委員会メンバーにも招しよう集しゆうがかかり、それぞれ与あたえられる任にん務むに従じゆう事じするという仕組みとなっていた。

　夢姫は風紀委員会の部屋となっている第三会議室に行き、そこにいたメンバーに事じ情じようを説明し、一いつ緒しよに校門へやってきた。各々の執行部員が集結すると、総そう勢ぜいで三〇人ほどの人員が集まる結果となった。

「ウーン、まぁこんなものか。当日招集をかけたにしては多く集まったほうだね」

　と、集まった面々を見み渡わたした緋月はそう感想を漏もらした。

　夢姫はふと、校門のそばにある時と計けい塔とうを見上げた。五階建の校こう舎しやよりも高い、水天主高校の象しよう徴ちようであるその時計塔に刻きざまれた時じ刻こくはすでに四時を大きく回っていた。今日の帰き宅たくはだいぶ遅おそくなりそうだな、と夢姫は嘆たん息そくした。

　夢姫はかたわらにいる緋月を振り返り、気になっていたことを尋たずねてみた。

「副会長、ちょっといいですか？」

「ん？　春日川君か。なんだい？」

「今回のキャッチセールスって……あの連中と関わりがあるんですか？」

　あの連中、とは先月、怪あやしいツボをバラ撒まいていた秘ひ密みつ結社、邪じや神しん組合のことである。ことの顚てん末まつを知るものは少ないが、緋月はその数少ない者の一人であった。

「さぁね。ぼく自身、あれ以来連中とは連れん絡らくが取れていないから詳くわしくはわからないけど、可か能のう性せいがないわけじゃないよ」

　と、副会長は答えた。なにを隠かくそう、先月までは緋月自身、邪神組合の構こう成せい員いんだった。緋月は伊賀の流れをくむ忍にん者じやの末まつ裔えいで、邪神組合に雇やとわれてその行動に加か担たんしていたのだ。

　そのために以前は夢姫と敵てき対たいしたりもした。正せい確かくに言うなら、夢姫と最近一いつ緒しよに行動することの多い月つく詠よみ静しず刃はが緋月と敵対していたのである。だが邪神組合が消しよう滅めつしてしまったため、緋月とは一時休戦状じよう態たいとなっているわけである。

「本心を言えばもうあいつらには関かかわりたくはないけど、そういうわけにもいかないんだよね」

　と、緋月は付け加えてきた。

「人使いが荒あらいくせに金かね払ばらいが悪くてね、結局報ほう酬しゆうの半分が未払いなんだ。請せい求きゆうしたいんだけど、足取りが未いまだわかんなくてね」

「はぁ、そうなんですか」

「ま、前回のあの事じ件けんがなくても、僕ぼくは遠くないうちにあの連中と付き合うのはやめてたね」

　今初めてわかったが、緋月も好きで邪神組合に手を貸かしていたわけではないようだった。鬱うつ憤ぷんがあったのか、緋月は本来なら守しゆ秘ひ義ぎ務むであろう邪神組合の情報をしゃべった。

「でもまぁ、連中は一回ここで失敗している。あれから一月しか経たっていないのに、またここで同じ行動をとるほどあいつらもバカじゃないだろ」

「そ、そうですよね」

　夢姫もそう納なつ得とくして頷いた。が、頭の中に先月遭そう遇ぐうした邪神組合の姿すがたがよぎり──Ｋクー・ＫクラツクスＫ・クランみたいなカッコウをした男たちが、両手にマラカスを持って小学生の写真にむかって絶ぜつ叫きようしながらサンバを踊おどっている姿だった──夢姫は嘆たん息そくした。

「副会長。あたし、あの連中はそういうことをしそうなバカに思えるんですけど……」

「……そうだね。ぼくもそう思えてきた」

　二人は互たがいの顔を見合わせてため息をついた──もうカンベンして欲ほしかった。

「皆みなさん、よろしいかしら？」

　と、先頭にいた会長が声を張はり上げて言った。

「ここに集まってもらった理由はすでに皆さんご存ぞん知じと思いますけど、念のために確かく認にんしますわ。最近この近辺で横行するキャッチセールスの被害を食い止めることが目的ですわ。その犯はん人にんの特とく徴ちようは一いつ致ちしていますので、同一犯と思われますわ」

　と、会長は手を上げて指折りながら犯人の特徴を言った。

「その特徴は、まず怪しい覆ふく面めんをつけているということ。そしてかなり大おお柄がらの背せ格かつ好こうをしていること。最後に、ドクロマークの商品を売りつけようとすること。これだけ特徴があれば、すぐにわかると思いますわ。皆さん、その犯人を見つけたら速すみやかにわたくしか、副会長に連絡をまわすこと。その後は警けい察さつなりなんなりにわたくしのほうから連絡いたしますわ」

　会長の言葉に集まった面々から了りよう承しようの雄おたけびが上がった。水天主高校内での、特に生徒会関係での会長のカリスマ性はかなり高い。

「……聞いたかい、春日川君」

　と、緋月に肩かたを叩たたかれて夢姫は振ふり返った。

「ぼくも初耳だったが、嶌が言った特徴は」

「そうですね、あの邪神組合の特徴ですよねぇー」

　ＫＫＫみたいな覆面は邪神組合のトレードマークである。前回はさすがに街中でそのようなカッコウはしていなかったが、そういうことを臆おく面めんもなくやってもおかしくない連中であることは間ま違ちがいない。

「これはいよいよ連中の仕し業わざかもしれなくなってきたな。ぼくも本気で探さがさないとならないね」

「大だい丈じよう夫ぶですかね？　その、いろんな意味で」

　邪神組合はいろんな意味でキちゃった集しゆう団だんである。関わりあいたくないというのが本音だ。

「うーん、まぁ、別に近づいたらとって食われるってわけじゃないからね。近づくくらいなら危き険けんはないよ。それより、いざというときは風紀委員会が頼たよりだから、よろしく頼むよ」

　風紀委員会は水天主高校の規き律りつと秩ちつ序じよ維い持じのために結成された組そ織しきで、設せつ立りつ以来の伝でん統とうでその構こう成せい員いんは運動部の猛も者さで占しめられることになっていた。そのため風紀委員会は荒事専せん門もんというイメージが強い。何な故ぜ帰き宅たく部ぶの夢姫がその委員長などをやっているのかという理由については、いずれ説明しよう。

「そんな、物ぶつ騒そうなことはないでしょ？　それに、いざというときは副会長こそ、よろしくお願いしますよ」

「まぁ、ぼくもできるだけのことはするけどね」

「では皆さん、いきますわよ！　一時間後にもう一度ここに集合するということでお願いしますわ」

　会長の指し揮きの下もと、集められた面々はそれぞれの方向に散らばっていった。見回る地ち域いきについては会長によってそれぞれの委員会に割わり当てられている。そのあたりの手て際ぎわのよさは、さすがといったものだった。

　夢姫は風紀委員会のメンツをつれて東側の地域を見回ることになっていたが、何故か緋月もついてきていた。

「なんでついてくるんですか、副会長？」

「なんとなくだよ。まぁ、気にしないで」

　と、言われても夢姫としては落ち着かない気分だった。邪神組合の一件で敵てき対たいして以来、なんとなく気まずくて今まで顔をあわせてもほとんど話さなかった。それがこうして近くにこられると、どうも調子が狂くるう。

「そう言えば」

　一〇分くらい歩いただろうか？　無言で歩くのが気になったのか、緋月が世間話をするような口調で尋ねてきた。

「月詠静刃は、元気かい？」

「え？　えぇ、まぁ、いつもどおりですよ」

「そうかい」

　緋月はそれだけ聞くと押おし黙だまった。いったい今の質しつ問もんにどんな意味があるのか、夢姫は小首をかしげた。そう言えば緋月は静刃とあまり仲がよくなかったように思える。となると、今の質問は……そこまで考えたとき、夢姫の思考は中ちゆう断だんさせられた。

「ユキ姐ねえさん、見つけたぜ！　怪あやしい覆面！」

「え？　本当？」

　少し離はなれて探さがしていた風紀委員の一人がそう伝えてきた。頭を短く刈かり込こんだ、ガタイのいい男子だ。

「間違いないって。なんか、ドクロマークのツボを配っていたぜ」

　夢姫は緋月を振り返った。緋月は頷うなずきながら足を速めた。

「よし、取りあえずそいつが本当に問題の犯人かどうか、確認しよう。取りあえず、君は会長に連れん絡らく。他の人はぼくと一いつ緒しよに来てくれ」
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「はい、副会長。じゃぁ、吉よし田だ君、その人のところまで案内して」

「わかった。こっちだぜ、ユキ姐さん」

「それと、あたしのことを姐さんって呼よぶなって言ってるでしょーが！」

「いや、別にいいっしょ、ユキ姐さん」

　完全に体育会系けいの集団である風紀委員会で、夢姫は姐さんの称しよう号ごうで呼ばれているのだった、不本意なことに。

「今はそんなことを争っているヒマはないだろ」

「すいません、副会長」

　夢姫は謝あやまりながら、早足で進む緋月の後を追った。思ったよりも早く犯人が見つかった。それは喜ばしいことだが、その後の処しよ理りをどうするかを考えると面めん倒どうなことになりそうだった。

「ユキ姐さん、あっちだ。そこの角にいたぜ、やつらは」

「やつら？　ということは、犯人は複ふく数すうなのか？」

「あぁ、二人組だった。それも、男と女のな」

　夢姫はそれを聞いて直感的に厄やつ介かいなことになりそうだなと思った。

　そして角を曲がった瞬しゆん間かん、夢姫は己おのれの直感がみごとに的中したことを悟さとった、それはもう、イヤというほど、これでもかというくらい悟りまくった。

　そこにいた一組の男女は、確たしかに覆ふく面めんをしていた。だがそれは四角い紙かみ袋ぶくろに目の穴あなを開けただけの手作り感にあふれた代しろ物もので、袋にさかさまに書かれた近所の家電量りよう販はん店てんの名前が不気味さというより滑こつ稽けいさに拍はく車しやをかけていた。しかもそれをつけている二人は、水天主高校の制せい服ふくを着ていた。男子のほうは長身痩そう軀く、女子のほうは厚あつ底ぞこブーツを履はいて相方に負けないくらいの上うわ背ぜいと起き伏ふくにとんだ肢し体たいを持っていた。

「ん？　おぉ、そこにいるのはうちの学校の生徒じゃないか！　ここで会ったのもなにかの縁えん。最近流行の、このどんな願いでも叶かなえるツボはいらないか？　お安くしとくよ」

　と、男子のほうがドクロマークのツボを片かた手てに近づいてくる。

「ほら、あいつらで間ま違ちがいないだろ？　というか、うちの生徒だぜ、あれ」

「…………」

　夢姫は額ひたいに手を当てた。頭ず痛つうが激はげしくなってきたからだ。何な故ぜなら、そこにいた二人に見覚えがあったからだ。というか、見た瞬間に二人の正体を夢姫は確かく信しんしていた。そう、こんなバカなことをする二人は、水天主高校どころか赤霧市中を探してもこの二人しかいない。

「ほら、全然俺おれたちは怪しいことはないし、このツボ、今なら一つ十万円のところを千円の出血大サービスで……って、ユキ！」

　と、男子生徒のほうが夢姫の姿すがたを認みとめるや、大きく仰のけ反ぞった。夢姫は首を振ふりながらその男の顔を見上げて言った。

「……ソータ。あんた、ここでなにしてんのよ？」

「げぇ！　しかもバレてる！　どーする、静刃？」

　と、覆面の男子生徒──六む尽じん総そう太た郎ろうは相方を振り返った。その相方──月詠静刃は落ち着いた口調で答えた。

「落ち着いてください、総太郎様。幸いなことに、まだ顔を見られたわけではありません。このままごまかすのです」

「いや、なんかもう、お互たがい名前を呼び合ってる時点で手て遅おくれなんだけど」

　そのツッコミを無む視しし、覆面の二人は夢姫たちに向き直ると、ビブラートで言った。

「ワ・レ・ワ・レ・ハ・邪じや・神しん・組・合・ダ」

　扇せん風ぷう機きに向かって喋しやべったかのような声だった。

「あんたはどこの怪かい遊ゆう星人よ！　いまさら正体がごまかせるわけないでしょ、ソータに月詠さんっ！」

　と言われ、総太郎は慌あわてた声を出した。

「ダ、ダメみたいだぞ。どうする、静刃？」

「ト・ニ・カ・ク・ゴ・マ・カ・シ・マ・ショ・ウ」

「いや、俺にまでそれやらなくていいから」

　と、そこで連絡を受けた会長や付近に散らばっていた面々がやってきた。

「副会長！　犯はん人にんが見つかりましたの？」

「あぁ、ほら、そこに」

　紙袋を頭からかぶった総太郎と静刃の姿すがたを認みとめるや、会長は口元に手を当てた。

「まぁ、あの二人、うちの生徒でしたの？　いったいどなたですの？」

　会長の言葉に、覆面の静刃が一歩前に出た。

「ワ・タ・シ・ハ・春・日・川・夢・姫・ダ」

「いや、月詠さん。もうそれいいからっ！　しかもあたしの名前騙かたらないでよっ！」

　夢姫のツッコミを尻しり目めに、会長が集まった生徒たちの前に出ながら叫さけんだ。その顔は驚きよう愕がくにゆがんでいた。

「ま、まさか、春日川さん！　生徒会執しつ行こう部員であるあなたが犯人だったなんて……灯とう台だい下もと暗くらしとは、まさにこのことですわね！」

「いや、会長！　待ってください！　真に受けないでください！　あたしはこっちにいます！　というより、明らかに体たい格かくが違ちがうじゃないですか！」

　静刃と夢姫とでは、頭一つ以上身長差がある。確かにこれを見間違えるのは難むずかしい。会長も夢姫の言葉に首を振ふった。

「いえ、わかっていますわ、それくらい」

「なら余よ計けいなボケをしないでください！」

「そういうことを言いたかったわけではありませんわ。春日川さん、あなたもそこの二人とグルになってキャッチセールスをしていたのですわね！」

「え？」

　夢姫はそこで気づいた。自分が立っているのは総太郎や静刃の隣となりである。集まってきた生徒たちと、夢姫、総太郎、静刃の三人組との間で明確に線が引けるくらい二つに分かれていた。

「こ、これは違いますよ、会長！　誤ご解かいです！」

　夢姫は首を振りながら否ひ定ていをした。冗じよう談だんではない。が、その肩かたを総太郎が叩たたいた。

「ヘヘヘ、ユキ。お前の命令どおりやっておいたぜ。次はどうすればいいんだ？」

　しかも回りに聞こえるような大声で。

「ソータ！　あんたは、なにを考えてんのよ！」

　そこで静刃がユキの傍かたわらに跪ひざまずくと、両手で数すう枚まいの千円札を差し出した。

「今日の上じよう納のう金きんです、春日川夢姫さん。お納おさめください」

　その様子を見た会長は、確かく信しんを込めた口調で叫んだ。

「やっぱり、春日川さん。あなたが主犯でしたのね！」

　会長の言葉に、生徒たちから疑ぎ惑わくの眼まな差ざしが夢姫に向けられた。夢姫は大慌てで両手を振った。

「違います、誤解です！　月詠さん！　あなた、そんな小こ芝しば居いなんかして、卑ひ怯きようよ！」

　静刃はそこで悲しげに目を閉とじると、芝居がかった動きで体を震ふるわせた。

「私はイヤだと言ったのです。でもこの春日川夢姫が私を脅きよう迫はくして、ムリヤリ！」

「春日川さん！　あなたという人は……見み損そこないましたわ！」

「違います！　副会長！　あなたは最初から見ていたでしょう？　誤解を解といてください！」

　夢姫は最後の頼たのみの綱つなとして緋月に頼んだ。だが緋月は悲しげに首を振った。

「残念だよ、春日川君。君がそんな人だったとは……」

「そ、そんなぁ……」

　悲しみにくれる夢姫の肩を、後ろから静刃がポンと叩いた。

「こういうところで日ひ頃ごろの人じん徳とくが出るのですよ、春日川夢姫」

「あなたがあたしをハメたんじゃないのよっ！　だいたい、ここでなにをしてたのよ、あんたたちは！」

　顔の覆ふく面めんを投げ捨すてた総太郎は、手に持っていた紫むらさき色いろのツボを高々と掲かかげ、説明を始めた。

「ふっ、知れたことさ、ユキ。このツボを売りまくって、俺のハーレムを作る準じゆん備び資し金きんとするのさ！」

　そう言う総太郎の目には本気の光が輝かがやいていた。夢姫はそんな幼おさな馴な染じみの姿すがたを見て、いつからこの幼馴染が自分とは違う世界の住人になっちゃったんだろう、という達観とともに、総太郎の暴ぼう走そうは自分が止めなくては、という使命感を感じた。

「さすがは総太郎様。夢ゆめに向かって努力をする。たとえその目標が下げ劣れつであろうと、目標へ邁まい進しんするそのお姿は男らしくて浅ましいものと思います」

「うむ、ありがとう、静刃」

「いや、月詠さんはバカにしてるんじゃない？」

　と、三人がしゃべっているのをチャンスと見たか、副会長が手を振った。

「よし、取りあえずチャンスだ。あの三人を捕つかまえろ！」

「え？　いいんですか？」

「内部の恥はじをさらす前に、ぼくらで捕まえて処しよ理りをしたほうがいいだろう」

「でも、ユキ姐ねえさんを捕まえるのは……」

　と、しり込ごみするのは風紀委員会の面々だった。さすがに自分のリーダーに手を出すのははばかられるのだろうか？

「えぇい、誰だれでもいいから、あの三人を力ずくででも学校へ連れ戻もどすんだ！」

「わかりました！」

　威い勢せい良く一人の男子生徒が名乗りでた。キビキビとした動きをする肉体派はの印象の生徒だった。

「恨うらみはないけど、風紀委員長、春日川夢姫！　お前を倒たおして学園最強の座ざをもらう！」

　と、男子生徒は夢姫めがけて躍おどりかかった。だが。

「ちょっ、いきなりあたしに飛び掛かかってこないでよ！」

　男子生徒以上の素す早ばやさで動いた夢姫は一いつ瞬しゆんで相手の懐ふところに飛び込むや、フロントスープレックスを決めた。その一いち撃げきをマトモに食くらった男子生徒は失神した。開始二秒でＫＯだ。反はん射しや的に反撃してしまった夢姫は、ヤバ、と口に手を当てたがもはや手て遅おくれだった。

「おぉ、さすが夢姫姐さん。みごとな技わざのキレだ」

「ウム、小こ柄がらな体を活いかした敏びん捷しような動きながらも、パワー系けいの格かく闘とうスタイル。水天主高校悪あく夢むのファイター、春日川夢姫姐さんは健けん在ざいだ」

　と、風紀委員会の面々は感かん激げきした声を上げている。なにを隠かくそう、体育会系の猛も者さが集まる風紀委員会の委員長とはすなわち、水天主高校最強の称しよう号ごうに等しいのである。そこに現在夢姫がいるのは、以前とある事じ件けんで暴あばれる武道系団だん体たい数すう個この主要メンバーを彼女一人で倒たおしてしまったという経けい緯いがあるためであった。

「あ、暴れているぞ。誰か取り押おさえるんだ！」

　緋月が指し示じを出すが、今の光景を目まの当たりにして動こうとするものなど誰もいない。夢姫はマズイなぁ、と後こう悔かいしつつ、もう後には引けないと開き直った。

「この暴走したバカ二人はあたしが捕まえるから、みんなは手出ししないで！」

「暴走してるのはあなたではなくて、春日川さん？」

　会長の冷静なツッコミに、夢姫は冷や汗あせを浮うかべた。確たしかにその通りだった。そこへ追い討うちをかけるように総太郎と静刃が叫さけんだ。

「ふっ、こっちには水天主高校最強の貧ひん乳にゆう、ユキがいるんだぞ！　お前たちなんか敵てきではない！」

「うるさいわよ、ソータッ！　っていうか、貧乳関係ないじゃないっ！」

　そこで静刃が紫のツボを掲げながら言った。

「そしてこのツボに願いを込めれば、春日川夢姫のようなチビ、短足、貧乳でもあっというまに私のようなグラマラスな肢し体たいに早変わり。このツボが欲ほしい方は、ケガをしないうちに尻尾しつぽを巻まいて失うせなさい」

「月詠さんはツボを売り込みたいのか、挑ちよう発はつしたいのかはっきりしなさいよ！」

　夢姫は怒いかりとあきれが混まじったため息をつきながら続けた。

「とにかく、もう二人ともおとなしくしなさい！　このまま観念するなら、先生には言わないで処理してあげるから！」

　夢姫としてはそれはかなり譲じよう歩ほしたものだった。校こう則そくで副業は禁きん止しされているし、このようなキャッチセールスなどはもっての外だ。

「貧乳に情なさけをかけられるほど落ちぶれてはいません」

「貧乳貧乳って、うるさいわよ！　大きければいいというものでもないでしょ！」

「貧乳は帰れぇー」

「ソータ、うっさい！　帰るのはあんたよ！　地じ獄ごくの一丁目まで送ってあげるわ！」

「うわ、静刃。貧乳怪かい獣じゆうユキ・ザ・センタクイタが来る！　助けてくれ」

「お任まかせください総太郎様。格かくとカップの違ちがいを春日川夢姫に教えてやりましょう」

「黙だまりなさい！　勝負は、胸むねのサイズで決まるわけじゃないわ！　最後に勝つのは、胸の中身ハートよ！」

「そーだそーだ、さすがユキ姐さんはいいこと言う！」

「そうそう、貧乳サイコー！」

　風紀委員会のメンバーからそんな声が上がった。だが静刃は余よ裕ゆうたっぷりの態たい度どを崩くずさなかった。

「たとえそうだとしても、胸の大きいほうが中身も大きいに決まっています」

「そんなの脂し肪ぼうが詰つまってるだけじゃない！」

「負け惜おしみを。負け犬はプエラリアでも食べて寝ねてなさい」

「そんな豊ほう乳にゆう効こう果かのあるサプリメントなんていらないわよ！」

「チビな貧乳にそんなことを言われても迫はく力りよくがありませんね」

「いーかげんにしなさいよ、月詠さん！」

　夢姫は叫ぶと、背せ伸のびをするように静刃の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「あたしだってね、好きでこんな体なんじゃないわよ！　あたしだって、もっと背が高くなりたいわよ、グラマーになりたいわよ！　でもね、あたしの父さんはあたしと大差ない身長で、これは遺い伝でんなのよ！　月詠さんにあたしの苦しみがわかるっての！」

　夢姫は静刃を前後にガクガクと揺ゆさぶりながら続けた。

「あたしだって努力してるわよ。でも、毎日牛乳に卵たまごとハチミツ混まぜた特とく製せいミルクセーキ飲んでも、全然効果ないし！」

　総太郎はそれを聞いて小声でつぶやいた。

「効果はあるだろ。ただ、お前の場合摂せつ取しゆしたタンパク質しつが全部筋きん肉にくに回ってるだけだ」

　夢姫は細ほそ腕うでに不ふ釣つり合あいなまでの怪力で静刃を揺さぶり続けた。

「なのに、なのに、月詠さんはそーやって人のコンプレックスを……そんなに背が高ければ偉えらいの！　巨きよ乳にゆうならいいの！　そんなはずないでしょ！　でも、それをいつまでもグジグジと……」

　夢姫は短く嗚お咽えつを漏もらすと、静刃から手を離はなして両手で顔を覆おおった。

「ゆ、ユキ姐ねえさん、大だい丈じよう夫ぶですっ！　俺はむしろ小こ柄がらで胸ない人のほうが好きっす！」

「そーです。おれはユキ姐さんみたいなタイプがモロ好みです！」

「むしろそっちのほーが萌もえます！」

　と、成り行きを見ていた生徒たちが口々に叫ぶ。言っているのは風紀委員会のメンバーだ。同どう輩はいや後輩への受けはバツグンの夢姫であった。

「…………」

　自分の下でうずくまった夢姫を見下ろす静刃は、心持ち居い心地ごこち悪そうに眉まゆを寄よせて自分の髪かみを指ですいた。そして片かた手てを伸のばして夢姫の肩かたをポンと叩たたいた。

「……しかたがありませんね。私に多少の非ひがあったと認みとめましょう、春日川夢姫」

「……月詠さん？」

「私の言い方に問題があったようですので、謝しや罪ざいします」

　夢姫は驚おどろきの表ひよう情じようで静刃を見上げていた。当然だ。普ふ段だんから斜はすに構かまえた態たい度どの静刃がこのような言葉を口にしてくるなど、信じられなかったからだ。

「春日川夢姫を気き遣づかって、歯に衣きぬを着せて言い直しましょう」

　静刃はそう前置きをしてから言った。

「貧ひん乳にゆうに生きる資し格かくなどありません。チビはさっさと私や総太郎様の視し界かいから消えてください」

「どこに衣着せたのよ!!」

　夢姫は目前の静刃に殴なぐりかかった。静刃は軽かろやかに後ろに飛び、その攻こう撃げきをやすやすとかわした。

「し、静刃、さすがに言いすぎだぞ」

　さすがに見かねたか、総太郎が口を挟はさんだ。

「そりゃぁ、確たしかにユキはチビで貧乳だ。だけどそれは欠点と捕とらえるより、長所と捕らえるべきだろう。そう、世の中貧乳でなければダメだ、むしろえぐれていたほうがいいという人間だって少なからずいる。そういった人間の間では、お前は神だぞ」

「ムキー、黙だまんなさいよ、ソータッ！」

　顔を赤くした夢姫が総太郎に襲おそい掛かかった。総太郎は慌あわてて後こう退たいしながら叫さけんだ。

「な、なにを怒おこってるんだ！　俺おれはお前をフォローしてんだぞ。それにお前だって、幼よう稚ち園えん児じと比くらべれば十分発育している。つまり、お前が将しよう来らい幼稚園の保ほ母ぼさんになればコンプレックスをもつ必要など……」

「キィーッ！　黙んなさいよ、ソータァッ！」

　怒いかりに任まかせて総太郎に飛び掛かってくる夢姫。総太郎はなぜ夢姫が怒っているのかわからずに困こん惑わくしつつ、必死にその攻撃をかわした。

「な、なんで怒るんだよ、ユキ！　せっかく俺がお前のチビで貧乳なとこも悪くないと……」

「まだ言うか、このヘンタイがっ！」

　さらに襲いくるユキ。もはやこうなっては誰も夢姫を止められない。

　と、そこで事じ件けんが起こった。飛び掛かってきた夢姫を総太郎がかわしたら、勢いきおい余あまった夢姫がそのまま総太郎の背はい後ごに現あらわれた人ひと影かげにぶつかってしまったのだ。ちょうど曲がり角から現れた相手に出会い頭でぶつかる形となった。激げき突とつの衝しよう撃げきに夢姫は弾はじかれ、打ち付けた額ひたいを押さえながら慌あわててぶつかった相手に頭を下げた。

「あ、すいません。前を見ていなかったもので、ごめんなさい」

「いやいや、わたしは大丈夫だ。むしろお嬢じようさんこそケガはなかったかな？」

　と、その人物は紳しん士し的な態度で夢姫に頭を下げてきた。相当な大男だ。長身の総太郎よりもさらに一回りは大きく、その上岩のように角ばった筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肉体を持っている。夢姫の激突などたいした衝撃ではなかったようであったが、それでも夢姫はさらに謝あやまりながら相手の顔を見上げた。

「いえ、本当にすいませんでした。あたしのほうが……って、えぇぇぇぇっ！」

　相手の顔を見上げた夢姫は、そこで素すっ頓とん狂きような声を上げた。相手は夢姫を見下ろしながら首をかしげた。

「どうかしたのかな、お嬢さん。わたしの顔に、ゴミでもついているのかな？」

　夢姫が思わず大声を出した理由──それはその場にいたものならば誰でもすぐにわかったことだろう。

　新たに現れたその大男、筋肉に覆おおわれたそのたくましい上半身は、むき出しだったのだ。その厳いかつい体を包むのは、腰こしにつけた黒いボクサーパンツだけであった。街中でそんな格かつ好こうをしているだけで十分怪あやしいが、さらに顔には額に『邪』と書かれた覆面までつけていた。怪しさ大だい爆ばく発はつだ。

「む？　おっと、いかんな、わたしとしたことが」

　と、覆面男は自分の顔をなでながらつぶやいた。

「わたしとしたことが、覆面が斜ななめに四度ほど傾かたむいていた。レディーの前では身だしなみをしっかりしておかなくてはな」

　ハハハハ、と本人は爽さわやかなつもりで、実じつ際さいは腹はらに響ひびく豪ごう快かいな笑い声をもらす大男。そこにいる誰もが、もっと根本的な問題があるだろ、と無言のツッコミを入れていた。

「ど、どーゆーことなのよ、これっていったい？」

　夢姫は目の前にいる男の存そん在ざいがまったく理り解かいできず、うめき声をもらした。そこで静刃が腕うで組ぐみをしてもっともらしい表情とともに口を開いた。

「どうやら、この私の狙ねらいがみごとに的中したようですね」

「狙いってどういうこと？」

　静刃はさもありなん、と頷いた。

「そう、全すべては私の計算通りです！　邪じや神しん組合の残党をおびきよせるべく、私はここでこのツボを売るフリをしていたのです。ここまで計画通りにことが進むと、我われながら自分の才さい能のうが怖こわくなります」

　自信たっぷりに言い切る静刃を見て、夢姫は静刃の本心を確かく信しんした。

「月詠さん、絶ぜつ対たい、二〇〇％ウソでしょ？　今思いついたでしょ？」

「細かいことはいまさらどうでもいいのです！」

　口からでまかせだということは否ひ定ていしなかった。

「さぁ、観念しなさい、邪神組合。もう逃にがしません」

　大男に指を突つきつける静刃。大男は驚おどろいた様子でたたらを踏ふんだ。

「な、なんのことか……わたしはそんな、覆面をつけたカルト集しゆう団だんなど知らない」

『あんたも覆面してるじゃん！』

　マヌケな声を出す大男に全員のツッコミが入った。夢姫は背後の静刃を見た。

「これはいったいどーゆーことなの？　邪神組合って、また？　というか、え？　キャッチセールスの犯はん人にんは、ソータと月詠さんじゃなかったの？」

　その質しつ問もんに静刃は首を振った。

「なにを言っているのですか。路上販はん売ばいなど、私は今日が初めてです」

「じゃぁ、今までのキャッチセールスの犯人は……」

　その場にいた全員の視線が覆面大男に集まった。大男はもはや逃げられないと悟さとったか、開き直ったように胸むねを張はって叫さけんだ。

「そこまでばれたならば仕方がない。いかにも、わたしこそは偉い大だいなる大邪神、モエモエ星から地球にやってきた自愛の天使リリカル・ミュミュ様に仕つかえる忠ちゆう実じつな僕しもべ、邪神マスクである！」

　叫びながら邪神マスクは太い両腕を振ふり回して筋肉を強調するポーズを次々ととった。はっきり言って、暑苦しい。

「偉大なるリリカル・ミュミュ様の教えを広めようと密ひそかに活動をしていたが、わたしの正体がばれたならばそれもここまでだ。本来の任にん務むに戻もどるとしよう」

　言うと、邪神マスクは居い並ならんだ水天主高校生徒会の面々に向かって指を突きつけた。

「わたしの目的はただ一つ、我わが邪神組合の仇きゆう敵てき、六尽総太郎と月詠静刃の抹まつ殺さつよ！　さぁ、この中にいることはわかっているぞ、六尽総太郎に、月詠静刃！　どいつがそうだ、出て来い！」

　叫ぶ邪神マスク。どうやら、前回の邪神組合との事じ件けんで戦った総太郎たちは完全に敵てき視しされているらしい。

　生徒たちは邪神マスクの言葉にざわめきながら互たがいの顔を見合わせた。そんな騒さわぎの中に上う手まく紛まぎれ込こんだ総太郎は、夢姫と静刃に相談した。

「なんか、ヤバイぜ。どうする？」

「あたしに聞かないでよ、ソータ。まぁ、あの様子を見る限かぎり、あっちはこっちの顔とかは知らないみたいね。ここは事を荒あら立だてずに、上手くごまかすわよ」

　と、夢姫は決めた。確かにそれがこの場では最さい善ぜんの方法だろう。静刃も頷うなずいた。

「その通りですね。ではこのまま逃げましょう、六尽総太郎様！」

「言ったそばから名前を言うんじゃないわよ、月詠静刃さん！」

「むぅ、貴き様さまたちがそうか、六尽総太郎、月詠静刃！」

　わざとらしく声を出した静刃に反はん応のうして振り向く邪神マスク。静刃は自分の額ひたいを叩たたいた。

「おっといけない。私としたことが、ついドジッ子の萌もえ要よう素そが発動してドジをしてしまいました、てへ☆」

「ワザとらしいわよ！　いきなり不自然に人のフルネームを呼よんで、確信犯でしょ！　というか、ドジッ子ってなによ」

「ふっ。こうやって日にち常じようでさりげなく見せる萌えポイントが読者のハートをがっちり摑つかみ、後々の人気投票などで大きく影えい響きようするのです」

　完全な確信犯だった。というか、かなりあざとい。

「ふふふ、見つけたぞ。月詠静刃に、六尽総太郎。貴様らに恨うらみはないが、ここで倒たおさせてもらう」

　邪神マスクが巨きよ体たいをにじり寄よせてきた。総太郎は迫せまる巨体に気けおされつつ、叫んだ。

「くっ、どうして俺たちを狙ねらう！」

「ふっ、答える必要はない」

　そう言った邪神マスクの言葉を受け、今まで黙だまっていた会長が叫んだ。

「まさか、その子たちを狙ったと見せかけて、実はわたくしを狙っていますわね！」

「なんでいきなり会長が割わり込んでくるんですか！」

　会長は大げさに前まえ髪がみをかき上げながら天を仰あおいだ。

「あぁ、なんということですの。わたくしの美び貌ぼうが男を狂くるわせ、このような凶きよう行こうに走らせてしまうとは……美しさとは罪つみですわね」

「頼たのむから黙っててください、会長。話がややこしくなるから」

　夢姫は頭を押おさえながら言った。会長は整った外見の通り、目立ちたがりなところがある。今回はそれが悪い方向で発はつ揮きされたわけだ。そんな会長の言葉を受け、総太郎が口を開いた。

「そうか。会長を狙ったと見せかけて、実は俺を狙っているな！」

「あんたはなにを言い出すのよ！　相手は最初からそう言ってるじゃない！」

　夢姫のツッコミが入った。続けて静刃も口を開く。

「なるほど。総太郎様を狙ったと見せかけて、本当の狙いは私ですね」

「だから、相手はそー言ってるでしょ！」

　夢姫が叫ぶ。静刃の言葉を聞いていた緋月も口を開いた。

「なるほど。月詠静刃を狙っていると……」

「あなたはちがいます、副会長」

　言葉を途と中ちゆうでさえぎられた緋月は少しかっこ悪そうに頭をかいた。邪じや神しんマスクが腕うで組ぐみをしたまま重々しく言った。

「なるほど。その少年を狙ったと見せかけて、本当の狙いはこのわたしかぁぁぁぁぁぁ！」

『あんたは狙う側だろ！』

　本末転てん倒とう。もはやなにがなんだかわからなくなってきた。

「もうおしゃべりは結けつ構こうです。さっさと勝敗をつけましょう」

　静刃が一歩前に出ながらそう言った。邪神マスクもそれに頷く。

「そちらからそう言ってくるとは、話が早い。では、わたしも本気でいくぞ」

　邪神マスクはそう言う。なら余よ計けいなボケをするなと誰だれもが思っていることだろう。邪神マスクは静刃と対たい峙じしながら、右腕を掲かかげた。

「月詠静刃。貴様がわたしに勝てる見込みはない。何な故ぜならば、わたしにはこのアイテムがあるのだからな。この、ミュミュ様の力をうけたアイテムが！」

　邪神マスクの太い手首には、黒光りする腕輪が何なん個こかはめられてあった。その腕輪の表面にはドクロのマークが浮うかび上がっている。

「そう、この腕輪に込められたミュミュ様の力がわたしを守ってくれるのだ！」

「そんなオモチャが、なんの役に立つというのですか」

　鼻先で笑う静刃。だが邪神マスクは不ふ敵てきな笑えみを崩くずさなかった。

「笑っていられるのも今だけだ。ミュミュ様の偉い大だいなる力を目まの当たりにしたとき、貴様は己おのれの愚おろかさを後こう悔かいするだろう……さぁ、見るがいい！　はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　邪神マスクが両腕を掲げながら大地を震ふるわせるように低い声で息を吐はき出した。邪神マスクの全身から伝わってくる気き迫はくに、一同は黙だまってことの成り行きを静観した。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……ミュミュ様モエモエダンス、始めぇぇぇぇぇぇっ！」

　叫び、邪神マスクは踊おどりだした。その巨体を激はげしく動かし、ズシズシと足音も荒あらく踊った。

「リリカル・ミュミュ様ぁぁぁぁぁぁ、ミュ、ミューッ、ミユユーッ、ミュゥゥゥっ!!」

　不気味としか言いようのない雄おたけびとともに激しく踊り狂くるう邪神マスク。全員目を点にして硬こう直ちよくしている。そんな周囲の様子を見てなにをカン違ちがいしたか、踊りながら邪神マスクは息を荒くしていった。

「どうやらわたしの踊りに目が釘くぎ付づけのようだな。だがもはや後悔しても遅おそい。この踊りが終わる六分三五秒後、絶ぜつ望ぼうにゆがむ貴き様さまらの顔が目に浮かぶわ、ははははははは！」

「なぜ六分三五秒？　それはともかく……どーすんのよ、月詠さん」

　バカの相手に慣なれている夢姫がいち早く衝しよう撃げきから立ち直り、立ち尽くす静刃にたずねた。

「さぁ。これを見て、私にどうしろと？」

「でも、月詠さんが相手するんでしょ？」

「謹つつしんで辞じ退たいします。むしろ春日川夢姫にお任まかせします」

「イヤよ！　なんであたしが！」

　静刃と口こう論ろんする夢姫にふと目をとめ、邪神マスクが言った。

「そこのお嬢じようちゃん。月詠静刃のそばにいると危あぶないから、離はなれていなさい」

「え？　あ、あぁ、どうも」

　一いち応おう（？）敵の邪神マスクにそんな言葉をかけられて夢姫は当とう惑わくの声を漏もらした。邪神マスクは覆ふく面めんの奥おくで夢姫に向かって微ほほ笑えんできた。

「お嬢ちゃんは、迷まい子ごかな？　おじさんはそっちのお姉さんに用があるから、向こうに行っていなさい。用がすんだら、おじさんがお嬢ちゃんの家まで送ってあげよう」

「…………」

　夢姫の顔が凍こおった。その様子を見て、総太郎は背せ筋すじに冷たいものを感じた。まずい、かなり危き険けんだ。

「む？　どうしたかな、お嬢ちゃん？」

「……あたし、これでももうすぐ一七になるんだけど」

「ははははは、なに冗じよう談だんを言っている」

「冗談じゃないわよ」

「ウソだっ！」

　邪神マスクは断だん言げんした。夢姫を指差して叫さけぶ。

「そんなチビ貧ひん乳にゆうの高校生が本当にいるはずあるかぁぁぁぁぁぁぁ、ここはゲームやマンガの世界ではないのだぞぉぉぉ!!」

　プチッ、と、何かが切れる音を、総太郎は確たしかに聞いた。総太郎は言ってはならないことを言った邪神マスクバカの最さい期ごを思い浮かべ、黙もく禱とうを捧ささげた。

　夢姫はうつむいたまま静かな足取りで邪神マスクに近づき、その足元にまでやってきた。

「どうした、お嬢ちゃん。そこにいると危ないぞ」

「あたしは……」

　低く、胸むねの奥から搾しぼり出すように声を出す夢姫。

「あたしには……」

　夢姫はその場で足を大きく真後ろへ伸のばすと、目前にそびえる邪神マスクの太い脚あしにローキックを叩たたき込んだ。その強きよう烈れつな一いち撃げきに邪神マスクの巨きよ体たいが傾かしぎ、彼は片かたヒザをついた。

「バ、バカな。わたしが、ヒザをつくだと！」

　邪神マスクは驚おどろいていた。分ぶ厚あつい筋きん肉にくの鎧よろいに守られた彼が、たった一発の蹴けりでバランスを崩すなど、ありえないことだ。しかも相手は、邪神マスクのヘソくらいの身長しかないような少女だ。

　だが夢姫の攻こう撃げきはそれで終わりではなかった。下げ段だん蹴りを放った夢姫は反対の足で地面を蹴り、その場で高く跳ちよう躍やくした。そのまま空中でヒザを曲げ、全身の力をつま先に集中させながら足を勢いきおいよく伸ばし、相手の顔面にその一撃を叩き込んだ。

「あたしには、胸がなくたって愛があるのよぉぉぉぉぉっ！」

「ブゲッ！」

　夢姫は叫んだ、心の底から。そしてその想おもいのこもった蹴りはみごと邪神マスクの顔面に決まり、その巨体が大きな音とともにアスファルトに沈しずんでいった。

　ばったり倒れた邪神マスクは、その一撃で白目をむいてピクリとも動かなかった。完全に伸びていた。

「ハァ、ハァ」

　息を荒あらくする夢姫。それは疲つかれたというよりは、怒いかりのせいで呼こ吸きゆうしているといった様子だった。そしてその様を見ていた風紀委員たちが口々に言い合った。

「き、決まった！　ユキ姐ねえさんの必ひつ殺さつ技わざ、ローキックからのシャイニングウィザードの殺人コンボ！」

「あぁ、委員長の無む敵てきコンボ、初めて見た」

「ウム。ユキ姐さんの蹴りは学園一だ。なにせローキック一撃で自動販はん売ばい機きを蹴り倒す伝説を作ったのだからな。どんな大男もひとたまりもない。そこからバツグンの瞬しゆん発ぱつ力りよくで繰くり出されるシャイニングウィザードのコンボ。相撲すもう部ぶ主しゆ将しようをも一いつ瞬しゆんでＫＯした伝説の必殺技だ」

　感かん嘆たんの声を漏もらす夢姫の仲間たち。新たな伝説の生まれた瞬間だった。

「あーあ、やっちゃったな、ユキ」

　総太郎が頭をかきながら近づいてきた。彼自身、この技の強力さは知っていた。なにしろ、最初にその餌え食じきとなったのは総太郎自身、それも三年前の話だ。

「…………」

「ユキ。気にするなよ」

　と、そばにやってきた総太郎が気楽そうな口調で言った。

「お前がチビで貧乳だからって、誰かに迷めい惑わくかけたわけじゃなし」

　静刃がすかさず口を挟はさんだ。

「私には迷惑です。チビな貧乳を見ると生理的不ふ快かい感が募つのってしかたありません」

「静刃も、混まぜ返すなよ。別にチビ貧乳だって悪くないだろ？　俺おれは好きだぜ、そーゆーの」

「え？」

「あぁ、そうだ。俺は断言したっていい。女の価か値ちは胸や身長で決まるわけじゃないんだ」

　総太郎はきっぱりとした口調で言い切った。夢姫が、驚きよう愕がくと期待の混まじった目で総太郎を見上げる。

「女の価値は、萌もえポイントの数だ！　どれだけハァハァできるかがポイントなのだっ！」

　……この一言ですべてがぶち壊こわしだった。

「ソータ……このっ！」

　夢姫が総太郎の襟えり首くびを摑つかみ、恐ろしい怪かい力りきで自分の視し線せんの高さまで引き寄よせてきた。反はん射しや的に目を閉とじる総太郎。

「……あんたも、たいがいにしときなさいよ」

「え？」

　夢姫の言葉の意味を計りかねる総太郎。だが、その思考も長続きはしなかった。

「この、ヘンタイッ！」

　夢姫は総太郎の顔をつかんだまま後ろに飛び、ハイジャンプフェイスバスターで総太郎を道路に叩きつけた。総太郎はその一撃で、地面に沈んだ。夢姫は総太郎を一瞬だけ振ふり返った後、後はわき目も振らずに駆かけて去っていった。

「あ、ユキ姐さん……行っちゃった」

「総太郎様、ご無事ですか？」

　静刃が総太郎に駆け寄る。だが総太郎は顔をさすりながら自力で立ち上がった。

「イテテテテ……あいつ」

「総太郎様、いかがしましょう。春日川夢姫を追って、報ほう復ふくしましょうか」

　剣けん呑のんな眼まな差ざしの静刃を制せいする総太郎。

「いーよ、帰ったら俺のほうから適てき当とうに言っておくから」

「さようですか」

「ほ、おほほほほほほ。やりましたわ！　怪あやしいキャッチセールス犯はん人にんを現げん行こう犯はんで捕とらえましたわ！　これも生徒会の総そう力りよくを結集させた、愛と勇気と友ゆう情じようの勝利ですわね！」

　会長が高らかにそう言い、失神したままの邪じや神しんマスクを片かた足あしで踏ふみつけた。事態を静観していた生徒会のメンバーは、あきれたような視線を会長に向けた。

「いや、会長、ぼくたち、なにもやってないんじゃ……」

「全すべてはわたくしたちの、ひいては、わたくしの優すぐれた指し揮きの賜たま物ものですわね、おほほほほ。やりましたわよ、ねぇ、副会長？」

　話を振られた緋月は、つまらなそうな顔で倒れたままの邪神マスクを眺ながめた。

「あぁ、そうだね……で、嶌。この後どうするんだい？」

「えぇ。悪あく質しつなキャッチセールスですから、警けい察さつへ通報して取り締しまってもらいましょう。うちの父と親しい刑けい事じがいますから、わたくしが連れん絡らくしますわ」

　と、会長はテキパキと指し示じを出し、用のない生徒たちを解かい散さんさせていった。皆みなこの場で起きた事じ件けんを静観していたわけだが、誰もがわけのわからないままでキツネにつままれたような顔で帰っていくのであった。確たしかに関係ないものからすれば、この場でなにがあったのかサッパリだろう。
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「……じゃ、俺も帰るかな」

　総太郎はつぶやき、話がこれ以上ややこしくならないうちに現げん場ばから離はなれることにした。

　夢姫に投げられて痛いたむ鼻をさすりつつ、総太郎は帰ったら夢姫になんと声をかけるかと思案した。

「……でも」

　と、総太郎は思い至いたる。そう言えば、顔がそれほど痛くない。いつもならば、夢姫の攻こう撃げきは食くらえば失神確かく実じつなのだが、今日はそこまでひどくはない。

「……俺も打たれ強くなったってことか。ウワ、嬉うれしくねぇ」

　顔をしかめる総太郎。その背はい後ごで、静刃も同じくらい整った顔をしかめていた。

「私としたことが、うっかりしましたね」

　自然と口から言葉が漏もれる静刃。その顔には、珍しく悔かい悟ごの色があふれていた。

「邪神組合は春日川夢姫に倒たおされ、おいしいところも嶌智香に奪うばわれました。私としたことが、今回は見せ場がありませんっ！」

　こぶしを握にぎって悔くやしそうにうめく静刃。冗じよう談だんではなく、本気の口調だった。

「今回こそ見せ場がありませんでしたが、次回は私の濡ぬれ場満まん載さいの一大スペクタクル恋れん愛あい巨きよ編へんが展てん開かいされます！　ご期待ください」

　こぶしを握にぎり締める静刃を総太郎が呼よんだ。

「静刃ぁー。さっさと帰るぜ」

「はい、総太郎様。ただいま」

　と、二人は帰き宅たくしていった。




　翌よく朝あさ──総太郎たち三人は肩かたを並ならべて登校路を歩いていた。

「あー、なんか、疲つかれが取れないな」

「そう？　あたしはいつも通りだけど」

　夢姫がそう言った。結局あの後、帰ってみれば夢姫はいつも通りで、総太郎が謝あやまる必要はなかった。むしろ総太郎は肩かた透すかしを食らった気分であった。ユキがなにを考えているのかわからない、と総太郎はあきれた気分だった。

「あ、会長」

　校門の前に止まった乗用車の後部座ざ席せきから降おりる会長に目を留とめ、夢姫が頭を下げた。良家のお嬢じよう様さまである会長は毎朝、自家用車で通学しているのである。それも運転手付きだ。

「あら、春日川さん、ごきげんよう。いい朝ですわね」

　嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんだ会長は、片かた手てで髪かみをなでた。その会長の手首に目を留めた夢姫は、短く息を呑のんだ。

「……会長、そ、それは？」

「あら、これですの？」

　会長は微笑みながら袖そでを少し持ち上げた。会長の白くて細い手首には、黒光りするブレスレットがはめられていた。しかも、ドクロのマーク付きだ。

「かわいらしいでしょう？　気に入ったので、先日いただきましたの」

『あんたも結局買ってたんかい!!』

　総太郎と夢姫の叫さけびが重なった。





　第二章　秘ひめられた恋こい（大だい暴ばく露ろ）







　校門で会長と出会った後、私し立りつ水すい天てん主しゆ大学付ふ属ぞく高校の自教室に入ると、静しず刃はは唐とう突とつに夢ゆ姫きに尋たずねた。

「春日川かすがい夢姫。嶌しま智とも香かは今どこにいるかご存ぞん知じですか？」

　いきなりの質しつ問もんに、夢姫は口ごもる。

「え？　嶌って……あぁ、会長？　なんで？」

「先ほどの腕うで輪わ、少々話を聞く必要がありますので」

「んっと……この時間なら、たぶんあの後、生徒会室にいったと思うけど……」

「わかりました。ではいきましょう」

　と、静刃は勝手に決めると、先にたって歩き始めた。放ほうっておいたらなにをするかわからないので、総そう太た郎ろうと夢姫もそれに続く。

「おいおい、静刃。いきなりどうしたんだよ。会長がどうかしたのか」

「えぇ、気になることがありまして……おそらく嶌智香のもとには、邪じや神しん組合の魔ま手しゆが迫せまっています」

「え？　また？」

　邪神組合は正直、昨日の件けんだけでおなかいっぱいだった。総太郎はうんざりしつつ聞いた。

「ってことは、昨日の事件はまだ収おさまってないってことだな、静刃」

「えぇ、間違いなくそうでしょう」

「その根こん拠きよは？」

「私のカンです」

　根拠はなかった。

「私の言葉を信じてください。私がウソをついたことがありますか！」

「数え切れないくらいにね」

　夢姫が即そく答とうした。静刃が心外だ、といわんばかりの表ひよう情じようを浮うかべた。

「失しつ敬けいな。私はバレるウソはつきませんよ！」

　月つく詠よみ静刃。ウソをつくのがすでに生活の一部となっている少女である。

「とにかく、今から嶌智香に会えばすぐにわかります。邪神組合の毒どく牙がにかかったものは、すべからくなんらかの奇き行こうに走るはずです」

「会長に限かぎってそれはないと思うけど」

「いいでしょう、ならば直ちよく接せつ会えばすむ話です」

　一人意い気き込ごんで進む静刃。やがて、生徒会室の前にたどりついた。

「嶌智香が邪神組合の影えい響きようを受けているならば、きっと中では口にするのもおぞましい邪悪な儀ぎ式しきが執とり行われているはずです」

「本当？」

　半信半はん疑ぎの総太郎と夢姫。静刃は一人だけ、確かく信しんを込めた口調で言い切った。

「さぁ、今こそその本ほん性しようをお見せしましょう！」

　勢いきおいよく扉とびらが開かれた。中には……会長が一人いた。そしてなぜか彼女は、上半身タンクトップ、下半身スパッツという活動的なカッコウで、手にはボクシンググローブがはまっていた。生徒会室の中央にはサンドバッグが吊つり下げられ、それと向かい合った会長は片かた足あしを胸むな元もとまで上げた姿し勢せいで立っていた。

「な、なにやってるんですか、会長」

　夢姫が唖あ然ぜんとして言うが、会長の耳には聞こえてないようだった。会長はその場で足を開きつつ、奇き妙みような踊おどりを開始した。

「ホワァァァァァアアア、フゥゥゥゥゥウウウッ！」

　奇声を上げながら踊る会長の姿すがたからは、むしろ神しん聖せいな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。民族舞ぶ踊ようらしいその踊りは洗せん練れんされた動きであふれていたからだ。

「なんだ、あれは？」

「ふむ。ムエタイで試合の前に神に捧ささげる踊り、ワイクーと動きが似にていますね」

　一ひと頻しきりワイクーを踊り終わった会長は、鋭するどい眼まな差ざしを吊られたサンドバッグに向けると、床ゆかを蹴けって一気に躍おどりかかった。

　そのまま目にも留とまらぬ速さで左右のパンチ、同時に蹴りや肘ひじ打うちも混まぜつつ、猛もう烈れつなラッシュを開始した。素早いその動きは、一向に衰おとろえる気配が見えぬまま五分くらい続けられた。その間、唖然と見守る総太郎たち。

　やがて汗あせまみれになってタンクトップが肌はだに張はり付いた会長は、大きく息をついてゆっくりと構かまえを解といた。

「フゥ、いい汗をかきましたわ。今日もすがすがしい朝」

「…………」

「？……あ、あなたたち！　いったい、いつからそこにいましたの！」

　いまさらのように気づいた会長は慌あわてふためいた様子でそう叫さけんだ。

「ま、まさか……見てましたの？」

「い、いや、その」

「いえいえ、見てませんよ。朝っぱらからトチ狂くるった女が奇声を発しながらタコ踊りをする姿など、頼たのまれたって見たいとは思いません」

　静刃の言葉に、会長は顔を赤らめた。

「あ、あ、なんという……そこで少しお待ちなさい！」

　会長はそう言うと、跳ちよう躍やくして吊り下げられたサンドバッグを下ろし、それを持って転がり込むようにして奥おくの小部屋へ飛び込んだ。そして奥の部屋からしばらくの間、中で大だい乱らん闘とうでも発生しているかのような騒さわがしい音が響ひびき、やがてカチャリと音を立てて扉とびらが開いた。

「お待たせいたしましたわね」

　そう言って再ふたたび現あらわれた会長は、一部のスキもなく制せい服ふくを着こなしていた。乱みだれていた髪かみはシットリとした質しつ感かんとともに左右で束ねられており、汗まみれだった顔には涼すずしげな表情が浮かんでいる。全身からは甘あま酸ずっぱい爽さわやかな香かおりが漂っており、先ほどまでの激はげしい運動の気配などまったく感じられなかった。

「あなたがた、朝からわたくしに、なにかご用ですの？」

「その、会長。さっきのは？」

「あら、春日川さん。なんのことですの」

　悠ゆう然ぜんと微び笑しようを浮うかべる会長。どうやら、これでごまかすつもりらしい。

「まぁ、細かいことなどどうでもいいです。あなたがどんな隠かくれた趣しゆ味みを持っていようと、私はかまいません」

「あら、ずいぶんな言い草ですわね、月詠静刃さん」

　会長は余よ裕ゆうの表ひよう情じようを崩くずさぬまま答えた。

「あなたのことは存ぞんじてますわよ。先月転校してきて、なにかと問題行動が目立っているそうですわね。昨日の件けんとか」

「いや、それほどでも」

「褒ほめてないわよ、月詠さん」

　夢姫が突つっ込む──会長と静刃。実は前回の邪じや神しん組合事件でも会っているが、会長は出会った記き憶おくを消されているため、実じつ際さいは昨日が初対面である。

「それで、用件はなにかしら？」

　会長は言いながら、部屋の隅すみに置かれてあったパイプイスに座すわった。静刃にもそれをすすめてくるが、静刃はそっけなく断ことわった。

「結けつ構こうです。用件だけ手短に言います。あなたのその右みぎ腕うでにあるものに用があります」

　静刃のその言葉に、会長は右腕のブレスレットを見た。

「なんなんですの、あなたは、唐とう突とつに？」

　落ち着いてそう言う会長だったが、わずかながらにその声は震ふるえていた。なにか、動どう揺ようを隠しているようにも見える。

「その腕輪をこちらに渡わたしなさい。それはあなたにはふさわしくありません」

「なにを言っているのか、わかりませんわね。わたくし、気分が悪いのでこれで失礼しますわ」

　強ごう引いんに話を打ち切って立ち上がる会長。そのまま部屋を出ようとする会長の手をわしづかみにする静刃。

「お待ちなさい」

　そう言いつつ摑つかんだ手をひねり上げる。が、腕をとられた会長は眼差しを鋭くすると、強く腕を振ふってその戒いましめを解いた。

「失礼ですわよ、月詠さん！」

　そう言い捨すて、会長は足音荒あらく部屋から出て行った。静刃はたった今会長の腕を摑んだ自分の手を見つめた。

「ふむ、特別力を入れたつもりはありませんが、手を抜ぬいたつもりもありません。それをあっさり振りほどくとは、あの女……」

「月詠さん、会長、どうなったの？」

「……不安の種は植え付けました。放課後まで待ちましょう」

　まるでなにかの確かく信しんがあるかのように、静刃は頷うなずいた。彼女は会長が遠くないうちに向こうからやってくると、わかっているようであった。そしてそれは、すぐ現げん実じつとなるのであった。




　その後総太郎は教室に戻もどって授じゆ業ぎようを受けたが、会長のことが気になって集中できなかった。会長はどうしてあの腕輪を持っていたのだろうか、本当に邪神組合と繫つながりがあるのだろうか？　悩なやんでも答えは出そうになかった。

　静刃の予言は当たった。一日の授業が終わったら会長のほうからやってきたのである。

「月詠さーん、会長の嶌先せん輩ぱいが呼よんでいるよ」

　と、級友が告げてきたのは清せい掃そう時間の最中であった。呼ばれた静刃はしたり顔で頷いた。

「やはり、向こうから近づいてきましたか」

「静刃、本当にこうなるってわかってたのか？」

　総太郎の言葉に、静刃は首しゆ肯こうした。

「えぇ、おそらく向こうから近づいてくるか、逃にげ出すか、無む視しするかのどれかだと思っていました」

「いや、それ以外とる方法はないんじゃない、月詠さん？」

　夢姫が突っ込む。完全にツッコミ役が定着してしまった。

　そんなこんなで静刃たち三人が廊ろう下かに出ると、確たしかにそこには会長がいた。会長は腕組みをして総太郎たちを待っており、三人の姿すがたを見ると、フッと息を漏もらした。

「朝は失礼しましたわ。少々気が立っていたもので、つい邪じや険けんな態たい度どをとってしまいましたの」

「いえいえ、お気になさらずに。女じよ性せいなら毎月機き嫌げんの悪い時期があるのも当然です」

「月詠さん、下品よ」

　夢姫が冷たい眼まな差ざしで睨にらむが、静刃や会長は気にしたそぶりも見せずに会話を続けた。

「少しお話ししたいことがあるのですけど、よろしくて？」

「えぇ、かまいませんよ」

　と、静刃が答える。総太郎と夢姫も後ろでコクコクと頷いた。

「それでは、三人でついていらして。行きつけの喫きつ茶さ店てんで、落ち着いて話し合いをいたしましょう」

　上品に会長は言うと、くるりと後ろを向いて静かに歩き出した。総太郎たちももちろん、それに続いていった。

　──会長が三人を連れていったのは、学校から歩いて一五分くらいのところにある喫茶店であった。喫茶店といっても、ただの喫茶店とは違ちがった。

　まず、入った瞬しゆん間かんから違う。木もく製せいの扉とびらを開けると、入ってすぐの場所で待機していた店員が一いつ斉せいに頭を下げた。

「お帰りなさいませ、智香お嬢じよう様さま」

　会長が鷹おう揚ように頷くと、店員の一人が足音もなく近づいてきた。

「お嬢様、本日はお早いお越こしですね」

「学校の後輩と少し話したいことがありまして」

「それでは、奥おくの席をご用意しましょうか？」

「お願いしますわ」

「はい、どうぞこちらへ」

　と、店の奥へ導みちびかれる。案内されたのは、高い仕切りがあって他と区切られた印象のある席だった。しかし圧あつ迫ぱく感はなく、むしろ個こ室しつのように落ち着いた雰ふん囲い気きがあった。

「ご注文は、いかがいたしましょう？　本日は季節のフルーツタルトがお勧すすめとなっておりますが」

「後でまた来てくださらない？　その間に考えますから」

「はい、かしこまりました」

　頭を下げて下がっていく女性店員を、夢姫は居い心地ごこちの悪い顔で見送った。

「さぁさ、三人とも。お好きなものを注文して結けつ構こうですわよ」

「か、会長。それよりも、なんで入るのがいきなりメイド喫茶なんですか！」

　夢姫の言葉どおり、ここはそのスジの人には有名なメイド喫茶である。つまりは、ウェイトレスが全員メイドのカッコウをしているのである。紺こん色いろのヒザまでの長さのスカートに白いエプロン。ドレスはギャザーが多く、スラリとした印象を受けるものであった。そして頭にはメイドの定番、ホワイトブリムといわれるフリルつきカチューシャをつけていた。

「すげー、初めて来た。中は豪ごう華かなんだなー」

　と、総太郎はさっきから興こう奮ふんしつつキョロキョロしている。

「恥はずかしいからやめなさいよ、ソータ」

「いや、だってすごいぜ。ほら、この床ゆかって、大理石みたいだぜ？」

　総太郎の言うとおり、内ない装そうはかなり豪華だった。店の外見はさほどでもなかったが、中はどこかの館やかたを思わせる作りとなっており、間かん接せつ照明に照らし出された空間に落ち着いたクラシックが流れている。

「それにさ、ここって確たしか、会員しか入れないはずだぜ」

「そうなの？」

　こういったものにまったく興きよう味みのない夢姫は聞き返すことしかできない。

「あぁ、確か前、一回入ってみようと思ったけど、一いち見げんさんお断ことわりとか言われたんだよな。その分メイドの教育は徹てつ底ていしていて、一つのテーブルに専せん属ぞくメイドが一人ずつついて完かん璧ぺきなご主人様気分が味わえるってウワサだぜ──で、会長はなんで入れるんすか？　しかも、顔見知りっぽかったし」

　会長は微び笑しようを浮うかべつつ、優ゆう雅がな動きで口元を隠かくした。

「いえ、別にたいしたことではありませんわ。ただ、ここを経けい営えいしている会社が、父の企き業ぎようの傘さん下かであるというだけですわ、おほほほ」

　会長の家は町外れの坂の上にある旧きゆう家かで、かなり裕ゆう福ふくであるということは有名だ。そうでもなければ、運転手付きの高級車で登校などしない。

「あー、やっぱ会長って金持ちなんだ」

「ソータ、そういう言い方したら、失礼よ」

　無む神しん経けいな幼おさな馴な染じみを夢姫がたしなめるが、会長は鷹揚に手を振ふった。

「構かまいませんわ。まぁ、そういう関係で、落ち着いてお茶を飲みたいときにはわたくしも利用していますのよ」

「でも、女の子でこういう店って、入りにくくありません？」

「それは偏へん見けんですわよ、春日川さん。この店の会員のうち四割わりは女じよ性せいですわ」

　店内を見回していた静刃が口を開いた。

「内装や人じん件けん費ひがずいぶんかかっていそうですが、立地条じよう件けんがいいとも思えません。こんなことで採さい算さんが取れているのですか？」

　静刃のもっともな質しつ問もんに、会長はつまらなそうに答えた。

「さぁ、わたくしはそういったことには疎うとくて……でも、儲もうけが多いとは父も言ってませんでしたわ」

「ならなんでこんなことをやってるんですか？」

　会長は物分りの悪い子こ供どもを諭さとすような口調で夢姫に答えた。

「わたくしの父が言うには──世の中いくらお金をかけてもおしくない趣味というものがある、その趣味を同好の士同士が分かち合えることほど趣味人にとって喜ばしきことはなく、自分はそのための場を提てい供きようするだけだ──と」

　その言葉を聞いて、総太郎は思わず拍はく手しゆをした。

「すばらしいです、会長。あなたのお父様は、まさに男の中の男！　すばらしく男前です！」

　感かん涙るいとともに言う総太郎。彼は会長の父の考えに深く共鳴しているようである。

「父にそう伝えておきますわ……それで、注文はよろしくて？」

　言いつつ会長は、机つくえに置かれた金色の呼よび鈴りんを鳴らした。ほどなく、静かに店員がやってきた。

「お呼びでしょうか、お嬢じよう様さま」

「わたくしはアイスオレと紅こう茶ちやシフォンで。あなたたちは？」

「では、私はいつものを」

「月詠さん、初めての店でなにを言い出すのよ！」

　静刃の余よ計けいなボケはともかく、総太郎たちもめいめいの注文を店員に告げた。ちなみに、夢姫はハーブティーとフルーツタルト、総太郎がアイスココアにミックスサンドイッチ、静刃はアイスコーヒーという注文である。全員バラバラの注文だが、店員は笑え顔がおを浮かべたまま一度聞いただけでかしこまりました、と頭を下げて姿すがたを消していった。

「さて、では注文の品が来るまで、お話ししませんこと？」

　会長は言いながら、自分の右の袖そで口ぐちをめくり、黒光りするブレスレットをあらわにした。

「皆みなさん、これに用があるようですわね」

「えぇ、いかにも」

　静刃が頷うなずいた。改めて近くでブレスレットを見ると、ドクロマークが外周部をずっと覆おおっており、けっこう不気味なデザインだ。

「では、お聞きしますわ。あなたがたの目的はなんなのです？　まずはそれを教えてくださりませんこと？」

　会長がテーブルの上で細長い指を組みつつ尋たずねてきた。総太郎と夢姫は、同時に静刃の顔を見た。この場での会話は静刃に任まかせるという合図である。

「えぇ。朝も言いましたが、それをこちらに渡わたしてもらいましょうか」

「……では聞きますが、あなたはこれがなんなのか、ご存ぞん知じですの？」

「もちろんです。そのブレスレットは、人の願いを叶かなえる力を持つアイテムです」

「そうなのか？」

　総太郎が反はん射しや的に尋ねた。疑ぎ問もんに思うのはもっともだ。静刃が続けた。

「邪じや神しんの力が込こめられた咒じゆ具ぐは本当に願いを現げん実じつ化かする力があります。そしてそれが世間に出回るのは危き険けんですから、その回かい収しゆうと管かん理りをすることが私たち、月詠一族の使命なのです」

　会長は微笑を絶たやさないまま、静刃のセリフに頷いた。

「そちらの事じ情じようはわかりましたわ。月詠さんがこれをご存知なら、話が早いですわね。でもわたくしとて人の子。叶えたい願いの一つや二つくらいありますわ。それを叶えてもいないうちに、渡せと言われてすんなり渡すとお思いかしら？」

　と、微ほほ笑えむ会長。総太郎にはその微笑みの裏うらにある会長の本心がわからなかった。

「では、どうして私たちと話し合おうという気になったのですか」

「さぁ、なぜかしら」

「……まぁ、だいたいの予想はつきますがね」

　静刃がそう言ったとき、ちょうど店員が注文の品を持って戻もどってきた。

「失礼いたします、ご注文の品をお持ちしました」

　店員は滑なめらかな動きでお盆ぼんに満まん載さいした品をテーブルに並ならべていった。しかも、それぞれが何を注文したかを完全に記き憶おくしており、動きに無む駄だがない。

「先日より新しい農園から茶葉を卸おろしていただいていますので、このハーブティーはお勧すすめですよ」

「あ、そうなんですか」

　と、店員は初めて来た夢姫に向かってにこやかに話しかけてくれた。会かい員いん制せいだけあって、店員の質しつは高い。

「では、どうぞごゆっくりお楽しみください」

　一礼をし、音もなく去る店員。総太郎たちはたった今運ばれてきた注文の品を一いち瞥べつした。

「どうぞ、召しあがって」

　会長がそう促うながしてきたので、総太郎たちは運ばれてきたものに手を伸のばした。

「それで、食べながらで結けつ構こうだから聞かせてくださらない？　月詠さん、あなたはなんの予想ができるというのです？」

　会長が飲み物に口をつけながら先を促してきた。静刃が答える。

「えぇ、それはですね、もちろん……と、いうわけです」

「いや、いきなり端はし折よらないでちゃんと言いなさいよ！」

　夢姫が突つっ込むと、静刃は額ひたいに指を当てて考え込んだ。

「うーん、その……まぁ、あれですよ、あれ」

　その姿すがたを見て、夢姫はイヤな予感がした。

「まさか、月詠さん。また二〇〇％いきあたりばったりで言ったでしょ！」

「失礼な。もちろん考えています。その……そうです。この女は、その腕うで輪わを路上のキャッチセールスで手に入れたに違ちがいありません」

「そんなのわかってるわよ、もう」

　昨日の一いつ件けんを見ればそんなことは一目瞭りよう然ぜんだ。だが静刃はひるまずに続けた。

「路上販売の怪あやしい腕輪をわざわざ買った……その点を考えれば、こう推すい理りできます。すなわち──」

　静刃はもったいぶるように間を空けて言った。

「あなたは霊れい感かん商法に引っかかりやすい性せい格かくです」

「だから、どーしたってのよ、月詠さん！」

　推理でもなんでもない静刃の言葉に夢姫は頭を抱かかえた。その夢姫の隣となりでサンドイッチをかじっていた総太郎が口を挟はさんだ。

「そーか、わかったぞ！」

「あんたはなにがわかったって言うのよ、ソータ」

「会長が腕輪を買ったのは、叶えたい願いがあったからだ。それも、あまり人には言えないよーな」

「…………」

　会長はその言葉になんの返事もしなかった。だが雄ゆう弁べんな彼女が押おし黙だまるということは、肯こう定ていを意味していた。夢姫は幼おさな馴な染じみの鋭するどさに感かん嘆たんした。

「へぇ、あんたにしてはまともな推理じゃない──でも、その人に言えない願いってなによ」

「そんなの……考えればわかるだろ？　わたしゃも少し背せが欲ほしいとか、胸むねが大きくなりたいとか」

「バカ、ヘンタイ！」

　少し見直して損そんした、と夢姫は総太郎を軽くはたいた。

「おあいにくですわね、六む尽じん君。別べつ段だんわたくしは、そのような願望など持っていませんわ」

　会長が平然と言うとおり、会長も静刃ほどではないがすらりとした長身で、スタイルもいい。わざわざ怪しげなアイテムに願うほどそんなことを渇かつ望ぼうしているとは思えなかった。

「ふっ、簡かん単たんな話ですね。女じよ性せいがする人には言えない願いなど、そう多くはありません。ちょっと考えれば、すぐわかります」

　と、静刃が早くもアイスコーヒーを飲み干ほし、用よう済ずみとなったストローの先で会長を指しながら言った。夢姫が無礼をとがめる視し線せんを向けたが、そんなものを気にする静刃ではない。

「フーン……例えば、どんなものが？」

　先を促す夢姫に、静刃は一いつ瞬しゆん口ごもりながら答えた。

「例えば……生理で経けい血けつが多いのをなんとかして欲しいとか」

　その言葉を聞いて、総太郎は思わず飲んでいたココアにむせた。

「ゴホッ、ゴホッ！」

「月詠さん、食事中にそういう話をしないでよ！」

「別にトマトジュースを飲んでいたわけではないのだから、構かまわないでしょう」

「そーゆー問題じゃないでしょ！」

　が、そこで会長は落ち着きを取り戻もどして微び笑しようを浮うかべた。

「おほほほ、残念ですわね、月詠さん。わたくし、月のものは毎月順調でしてよ」

「いや、会長もそんなことを大声で言わないでください！」

　静刃は会長に詰つめ寄よりながら言った。

「とにかく、ネタはあがっているのです！　神しん妙みようになさい！」

「さぁ、存ぞんじませんわ」

　すらっとぼける会長。静刃の予想が完全に外れたので強気な会長であった。

「ね、ねぇ、ちょっといい？」

　と、夢姫が手を上げて発言の許きよ可かを求めた。

「なんですか、春日川夢姫。今取り込み中です」

「いや、そのね、なんとなくだけど、気になることがあって」

「なんですの、春日川さん？」

　夢姫は一回咳せき払ばらいをした後、会長をまっすぐ見ながら言った。

「会長、もしかして、誰だれか好きな人がいるとか？」

　その言葉に会長は、一瞬視線を泳がせた。

「さ、さぁ、おっしゃる意味がわかりませんわ」

　だがその態たい度どに、夢姫は確かく信しんを込めた口調で続けた。

「いや、人に言えないお願いって言うと、やっぱ恋れん愛あい関係かなぁと。会長が好きな人ってなると……副会長とか？」

「ブッ！　ゴホッゴホッ」

　今度こそ、会長は飲みかけのアイスオレにむせて激はげしく咳せき込んだ。

「会長、大丈夫ですか？」

「大丈夫ですわ！」

　怒ど鳴なるように会長は言うと、自分のアイスオレをもう一口飲んで眉まゆをしかめた。

「なんですの、これ。甘あますぎますわ！」

　いや、さっきまで普ふ通つうに飲んでたじゃないですか、と総太郎たちは心の中で突つっ込んだ。一方の動どう揺ようしまくった会長はおもむろにテーブルに置かれてあった塩のビンを取ると、いきなりアイスオレにふりかけ、残っていた中身を飲み干ほした。

「う……この味わい、甘みの中で味を引き締しめる大量の塩味が更さらなる甘みを引き立てようと共きよう演えんをしつつも結局失敗してナトリウムの味しかしなくなった失敗作のごとき味は料理の新たな地平を開かい拓たくしそうで難むずかしいかもしれませんわ」

　わけのわからない批ひ評ひようを一息に言った会長は肩かたで大きく息をしだした。

「か、会長。大丈夫……」

「どうしてわかりましたの、春日川さん！　わたくしと、副会長のことが！」

　図星だったらしい。会長は身を乗り出して夢姫の目を覗のぞき込んできた。夢姫は頰ほおをかきながら答えた。

「いや、だって、他に候こう補ほになりそうな人がいなくて……会長、他の男子とあまり話しているところは見たことがないから」

　夢姫の女のカンが見事に的中したわけである。

「すげぇな、ユキ。よくわかったな、お前」

「まね。なんか会長から、あたしと似にた雰ふん囲い気きを感じたからね」

　と、夢姫は言った。自分と同じ恋こいする乙おと女め特有の匂においを会長から敏びん感かんに感じ取ったのである。

「は？　お前のその平らな胸むねに女心なんてものが入っていたのか？」

「大きなお世話よ！……ったく、誰のせいで……」

　不満そうな声を漏もらす夢姫。静刃はしたり顔で頷うなずいた。

「どうやら、私の予想通りだったようですね」

「月詠さんの予想、かすってすらいなかったわよ！　二〇〇％、まったくね」

「ふっ、わざと気づかぬフリをしたまでです」

　静刃が自信たっぷりなのはあいかわらずだが、それとは対照的に会長は急に気弱になって机つくえの上で頭を抱かかえた。

「あ、あぁ、なんということですの……春日川さんが気づいたとなると、副会長もすでに知っているかも、場合によっては、すでに全校生徒に知れ渡わたっているかもしれませんわ！　そうなってはわたくし、もう表を歩けませんわ！」

　と、会長は頭をかきむしりながら叫さけんだ。そうとうなショックだったようである。

「あぁ、こうなったら、この塩を一息に飲んで結けつ核かくになって、悲ひ劇げきのうちにこの短い生しよう涯がいを閉とじてしまいましょう！」

　言いつつ、テーブルに置いてあった塩のビンに口をつける会長。ちなみに、塩を一度に大量摂せつ取しゆした場合、本当に結核になる可か能のう性せいがある。よい子はマネしないように。

「お、落ち着いてください、会長。それに、そんな小こ瓶びんの塩じゃぁ、結核にはなりませんよ」

「春日川さん、止めないで、もうわたくし、生きていけませんわ。むしろ殺して！　この店中のお塩をかき集めてきて、それでわたくしを塩しお漬づけにして殺してしまって！」

「だから、落ち着いてください。大丈夫、他の人は知りません。知ってるはずがありません！」

「ほ、本当ですの？」

　一ひと筋すじの希望にすがるような目で夢姫を見る会長。夢姫はため息をつきながら会長をなだめた。

「えぇ、大丈夫ですから、安心して……」

「あ、もしもし、私です。いえいえ、お知らせしたいことが」

　静刃がおもむろに携けい帯たい電話を取り出してしゃべりだした。

「はい、うちの学校の嶌智香生徒会長が、実は緋ひ月づき暁さとるのことが好きだったそうで、はい、間ま違ちがいありません」

　大声で言う静刃。夢姫は慌あわてて静刃の手から電話を取り上げた。

「月詠さん！　あなた、いったい誰にしゃべってるのよ！」

「いえ、うちの学校の新聞部に、情じよう報ほうをリークして差し上げようかと」

　水天主高校の新聞部といえば、あることないこと面おも白しろおかしく書き立てる集しゆう団だんとして有名である。

「お、おしまいですわ！　あの連中に知られたら、明日には全校生徒にバレていますわ！」

「だ、大丈夫です、会長、いますぐ口止めすれば、きっと大丈夫ですから！」

「わたくし、もう恥はずかしくて学校にいけませんわ！　さぁ、わたくしを塩に埋うずめていっそ殺してしまって！」

　再ふたたび騒さわぎ出す会長を、夢姫は必死になって抑おさえた。

「だから、静かにしてください、会長。他のお客さんに迷めい惑わくですよ！」

「会長、言われたとおり、塩をかき集めてきました！」

　と、総太郎がそこら中のテーブルにあった塩のビンを両手に持ってやってきた。

「あんたも！　なに本当に集めてんのよ！　場の流れを読みなさい！」

「だって、会長が言うから……」

「真に受けてんじゃないわよ、このバカ！」

「あぁ、その塩をわたくしにかけてくださいまし！　そしてわたくしの魂たましいは天に上り、星になりますわ！」

「会長、あなたはナメクジですか！　塩をかけたくらいじゃ、人は死にません」

「これくらいですか、嶌智香？」

　手にビンの塩を載のせ、静刃が会長に振ふりかけた。

「だから、あなたたちはなんで本当にそういうことをするの！　お店の人も、掃そう除じが大変でしょ！」

「あら大変。すぐに掃除します」

　と、計っていたかのようなタイミングで店員がやってきて、モップで塩の散さん乱らんした床ゆかを拭ふき始めた。が、モップをかけながら店員が総太郎たちを振り返ってくる。

「ところでお嬢じよう様さま方がた。『あわわわ』と言いながらドジをするというサービスをしてもよろしいでしょうか？」

「サイコーです、お姉さん、ゼヒとも！」

　勢いきおい込こんで言う総太郎を張はり倒たおしながら夢姫は叫さけんだ。

「そんなサービスいりません！　というか、それサービスなんですか？」

「それでは、こちらの耳あてをつけるほうがお好みでしょうか？」

　店員が取り出したのは、金きん属ぞく色の平べったい板いた状じようの物体だった。耳につければなにかのアンテナに見えなくもない。
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「グレィトッ！　すばらしいです、お姉さん！」

　総太郎がサムズアップしてＧＯサインを出す。そんな幼おさな馴な染じみをもう一度テーブルの上に叩たたきつける夢姫。

「あんたは、調子に乗ってんじゃないわよ！　というか、お姉さんも、たいがいのマニアですね」

　店員は天使のように無む垢くな笑え顔がおを浮うかべて答えた。

「それはもちろん、こういう仕事をしていますので。では、ご用があればまたお呼びください」

　モップがけを終えた店員が頭を下げて下がろうとする。が、それを会長が呼び止めた。

「お待ちなさい！　オーダーですわ。お塩をくださいな、三〇キロくらい！」

「会長、まだあきらめてなかったんですか！　しかもそんなにたくさん注文しないでください！」

「あぁ、わたくしのこの心を静めるには、それでも足りないくらいですわ！　早く持ってきてくださいな！」

　悲ひ哀あいとともにそう言う会長。だんだん仕草が芝しば居いがかってきた。

「会長、いいかげんにしてください。店員さんも、困こまってるじゃないですか！」

「お嬢様、こちらでよろしいですか？」

　困ってなかった。一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく、店員は厨ちゆう房ぼうから塩の入った大おお袋ぶくろを抱えて戻もどってきた。

「なんで本当に持ってくるんですか、あなたは！」

「お嬢様がご所しよ望もうでしたので。ご要望に即そく座ざにお応こたえするのがわたしどもの務つとめですから」

「あぁ、そのお塩をわたくしにかけてください！　わたくしはそれで死にますわ。墓ぼ碑ひ銘めいはなにもいりません。ただ、ここで塩しお漬づけになって死んだ愚おろかな女がいたことを心の片かた隅すみにでも覚えてらして……」

「だから、死にませんって！　塩をかけたくらいじゃ！」

　そこで静刃がしゃしゃり出てきた。

「この塩の袋を頭に思いっきり落とせば死ぬかもしれませんね。なんなら、私が殴なぐりましょうか？」

「いいから、月詠さんは黙だまっていて！」

「じゃ、会長行きますよー」

「ソータ！　あんたもこれ以上塩を撒まこうとしないで！」

「春日川夢姫。あんまり大声を出すと、迷惑ですよ」

「誰のせいよ！」

　非ひ常じよう識しきな周囲の人間に振り回され、疲つかれきった夢姫は肩かたで息をしながら席に着いた。

「まったくもう……ほら、会長も。いいかげん落ち着きましたか？」

「え、えぇ、わたくしとしたことが、つい取り乱みだしてしまったようですわね。見苦しいところを見せてしまいましたわ」

　会長は顔を赤らめながら片かた手てで口元を押おさえた。

「考えてみれば、なにも隠かくしだてすることはないのですわ。えぇ、そうですとも。わたくしと副会長の仲がこのまま本当に親しん密みつになれば、恥はずかしがることもありませんわ」

　と、自分を納なつ得とくさせ、会長も平静を取り戻した。静刃が口を開く。

「それでは、脱だつ線せんした話を元に戻しましょうか」

「大脱線だったわね」

「私の要求は変わりません。そのブレスレットを渡わたしてくだされば、あなたがどこの誰を好きになろうと知ったことではありません」

　と、率そつ直ちよくに言う静刃、トコトン自分のペースを崩くずさない少女である。

「これですの……条じよう件けん次し第だいでは、お渡ししてもかまいませんわ」

　と、会長は腕うでにはめたブレスレットをなでながら答えた。

「条件とはなんです？」

「もうわかったと思いますけど、わたくしは副会長への想おもいが成じよう就じゆするようこの腕輪に願をかけましたわ。裏うらを返せば、この恋こいさえ実ればこんな腕輪などいらないということですわ」

「つまり会長、あたしたちが会長の恋のお手伝いをすればいいってことですか？」

　と夢姫が言うと、会長は頷うなずいた。

「なんですか、その条件は。なぜ私がそんな面めん倒どうなことを」

　静刃が渋じゆう面めんを作った。これ以上話が長引くと面倒なので、夢姫は強ごう引いんに話をまとめることにした。

「いーじゃないの、月詠さん。少し手伝うだけで渡してくれるって会長が言ってるんだから。ね、ソータ？」

「メンドーだな。なんで俺おれが」

「い・い・わ・よ・ね・？」

「わ、わかったよ、だから怖こわい顔するなって」

　六尽総太郎。どんな道を進むにせよ、将しよう来らいカカア天下になることは間ま違ちがいない。

「総太郎様がそうおっしゃるなら、仕方ありませんね」

「話はまとまりましたわね」

　静刃の承しよう諾だくを受け、会長が柔やわらかな微び笑しようとともにそう言った。でも、と夢姫が尋たずねる。

「でも、会長。手伝うのはいいけど、具体的になにをすればいいんですか？」

「えぇそうですわね。ではこういたしましょう。もしわたくしと副会長のデートをセッティングしていただけたならば、この腕輪はお渡ししますわ」

「それだけでいいんですか？」

　夢姫は拍ひよう子し抜ぬけした。それだけでいいのならば、話はそう難むずかしいものではない。

「えぇ。元々わたくしの望みはそれだけですもの」

　上品に笑う会長。取りあえずやるべきことは決まった。

「わかりました。では、数日中にその願いを現げん実じつとしてご覧らんに入れましょう」

「えぇ、楽しみにしてますわ、月詠さん……あぁ、なんだか、人に話したら気が楽になりましたわ。ここのお勘かん定じようはわたくしがもちますから、あなたがたはゆっくりしていらして。わたくしは一足先に失礼いたしますわ」

　と、会長は伝票を持って席を立った。残された総太郎たち三人は互たがいの顔をなんとなく見合わせてみた。

「なんだか、妙みような話の流れになったな」

「そーね……冷静に考えたら、あたし腕輪なんてどうでもいいのに、なんでいつのまにか手伝うことになってるのかしら？」

「別に、不思議なことではありません」

　と、静刃だけは落ち着いた様子でそう言った。

「あの女は、腕輪に願いを込めたと言っていました。我われ々われがこうしてあの女の手助けをすることになったのは、腕輪の力が働いたせいと考えられます」

「え？　そうなの」

「前回のツボを含ふくめ、この手のアイテムは願いをごく自然な形で叶かなえようとするのです。まぁ、どのような行動をとっていても、最後にはあの女の手伝いをすることになっていたでしょうから、いまさら文もん句くを言っても始まりませんね」

「ってことは、本当に願いが叶うってこと、あの腕輪？」

「えぇ、前回もそうでしたでしょう？　大それた願いでなければ、叶いますよ。だからこそ、回かい収しゆうせねばならないのです」

　静刃はこぶしを握にぎり締しめて言った。

「そう、総太郎様の日本征せい服ふくを成就させるには、大量のアイテムが必要なのです。これらの道具が大量にあれば、より大きな願いが叶いますからね」

「まだその話あきらめてなかったの？」

「もちろんです。日本征服こそが、私と総太郎様の目的ですから」

「はいはい。それもいいけど、今は会長のほうをどうするかでしょ？」

　夢姫はため息をついた。

「まぁ、副会長とは顔見知りだし、明日あたしからそれとなく会長のことをどう思っているか聞いてみるわ。その後のことは、それから考えましょう」

「まぁ、それが現実的でしょうね」

　静刃は言いつつ席を立った。

「では、私は野や暮ぼ用ようがありますので、これで失礼します」

「あら、そう。じゃ、あたしたちも出ようかしら？」

「そうだな」

　そういうわけで、三人そろってその店を出ることにした。出るときも出口の前に並ならんだ店員たちが、またいつでもお越こしください、と笑え顔がおで言ってくれた。

「うーん、なんか、癒いやされるな。また来よう」

「ずいぶんお気に入りみたいね、ソータ」

「まーな。やっぱ、普ふ段だん凶きよう暴ぼうな貧ひん乳にゆうがそばにいる分、あぁいった天使のようなメイドさんたちと会うと癒されるんだよな」

「凶暴な貧乳って、誰だれのことよ！」

　と、いつもの調子で会話をしながら店の外に出ると、静刃が振ふり返って別れを告げてきた。

「では、失礼します。夕食までには戻もどりますので」

　そう言ってあっという間に見えなくなる静刃。いつもの如ごとき神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりだった。

「……あ、ユキ。悪い。俺もちょっと寄より道して帰るよ」

「あら、そう？　ま、あたしも用があるから、それじゃ」

　と、総太郎も夢姫と別れて一人、道路を歩いていく。そのままなにげない仕草で背はい後ごを振り返り、夢姫がいなくなったのを確かく認にんすると、総太郎は猛もう烈れつな勢いきおいで走り出した。いく先は、学校である。総太郎の頭の中では、とある考えが思い浮うかんだのであった。

　学校のそばまで来ると、総太郎はあたりに視し線せんを配りながら順番に通りを駆かけ抜ぬけていった。その様は、なにかを探さがしているようである。

　事実、彼は探していた。総太郎のカンでは、このあたりにいるはずであった。昨日はそうだったのだから。

「出て来い、邪じや神しん組合。俺はここだぞ！」

　取りあえず、呼よばわってみる総太郎。だが人ひと気けのない道にその声はむなしくこだまするだけだった。

　そう、彼の目的は邪神組合、昨日であったあの邪神マスクだ。会長の話を聞き、さらに先ほどの静刃の説明を耳にして総太郎もあのブレスレットが欲ほしくなったのである。昨日見た邪神マスクは複ふく数すうのブレスレットを持っていたはずだ。それを何とかして手に入れるつもりなのである。

「どこだー、俺はここだぞー」

　と、呼びかけながら探す総太郎。それはいいのだが、ポリバケツとか電柱の陰かげを探してもあの大男の姿は見つからないだろう。しかし、突つっ込こんでくれる人間はそばにいなかった。

「おっかしいな。俺のカンではこのあたりにいると思ったんだが……」

　と、ボヤいたその時、総太郎は誰かの接せつ近きんを感じ取った。コツコツと、足音が聞こえる。

　相手は総太郎の位置からは見えない、少し先の横に延のびた道をこちらに向かって進んできているようであった。ついに発見か？

「来たな、俺のお宝たからゲッツ！」

　叫さけび、その曲がり角を勢いよく飛び出す総太郎。ちょうど反対から来た相手と鉢はち合あわせした。

「あ、ソ、ソータ！」

「げ、ユキ！」

　相手はつい一〇分前に別れたばかりの夢姫であった。総太郎に発見された夢姫は顔を赤くして慌あわてた様子であった。

「な、なんであんたがこんなところにいるのよ！」

「それはこっちのセリフだ！　お前、なにか用があるんじゃなかったのか！」

「あ、あたし？　あたしは、えっと……」

　口ごもる夢姫。だがすぐに思い出したように手を叩たたいた。

「そう、あたしはね、ほら、昨日もこのあたりに邪神組合が出たでしょ？　風紀委員長として、学園付近の平和を守るためにこうやって見回りをしていたわけよ」

　とっさに出てきた割わりには上う手まい言い訳わけだった。しかし総太郎は疑うたがわしげに夢姫を見た。

「本当か？　お前、やけにまじめだな」

「あたしはあんたと違ちがって、いつでもまじめよ」

「貧乳のクセに」

「胸むねは関係ないじゃない！　だいたいあんたこそ、なんでいるのよ！」

　今度は総太郎が口ごもる番だった。総太郎もとっさの言い訳を口にする。

「それはその……俺はだな、日課のガールハントの真っ最中だ。さて、どこかに美少女はいないかな？」

　こんな人通りの少ない場所でそんなことをしても意味がない。

「そう言えば、さっきどこかから邪神組合の名前を叫んでいる声が聞こえたけど……よく考えたら、あれあんたじゃない？」

　夢姫の指し摘てきに、総太郎は言葉に詰つまった。その態たい度どに確かく信しんを得た夢姫は一気に問い詰めていく。

「さてはあんた、さっきの話を聞いて、腕うで輪わが欲ほしくなったんでしょ！　それで昨日の邪神組合を探しにきたわね！」

「な、なんのことだかさっぱりわからないな？」

　総太郎は冷や汗あせをかきながら答えた。図星だ。

「やっぱりね。あんたの考えていることなんて、お見通しよ！　何年付き合ってると思ってるのよ」

「う、うるさい！　そういうお前だって、俺と同じ目的じゃないのか！」

「な！　そんなわけないじゃない！　あたしは、あの腕輪が広まらないように、こうやって見回りを……」

「ならなんでさっきそう言わなかった！　それに、お前一人ってのも妙みようだ。風紀委員会なら、他のメンバーはどうした！」

　意外に鋭するどい総太郎の指摘に、夢姫も言葉に詰まった。

「くっ、こ、この……」

「まぁ、お前のことだ。身長と胸が欲しかったばかりに怪あやしい腕輪を欲ほつする理由もわからないわけじゃない」

「大きなお世話よ！」

「なんですか、騒さわがしいと思えば、見覚えのある方がいらっしゃいますね」

　聞き覚えのある声が聞こえてきた。振ふり返れば、いつからそこにいるのか、ついさっき別れた静刃が電柱の上に立っていた。静刃はそのまま軽く跳ちよう躍やくし、音もなく総太郎たちの隣となりへ着地した。

「こんなところで出会うとは奇き遇ぐうですね、総太郎様」

「静刃、なんでこんなところにいる……って、その手足は何だ！」

　総太郎が指差す先、静刃の手足には、件くだんの腕輪がはめられていた。あのドクロのブレスレットが、しかも無数に。静刃の両手両足に大量にはめられた輪は、静刃の手足の表面を埋うめ尽つくして不気味な黒光りを放っていた。

「これですか？　ついさっき昨日の邪じや神しん組合に会いまして、譲ゆずっていただきました」

「譲るって、月詠さん、あの人とは敵てき対たいしてるでしょ？」

　夢姫のもっともな疑ぎ問もんに、静刃は肩かたをすくめた。

「先ほどの喫きつ茶さ店てんのマッチを渡わたしたら、大喜びで交こう換かんしてくれましたよ」

「安っ！」

「メイドモエモエー、とか叫さけびながら喜び勇んで走り去っていきました」

　なんとなくその光景が目に浮うかぶようだったので、夢姫と総太郎はそれ以上追つい及きゆうするのをやめた。静刃が手足の腕輪（足輪？）をガチャガチャ鳴らしながら言った。

「さて……これだけの数がそろえば、私の願いも叶かなうでしょう」

「あ、静刃……少し俺にもくれない？」

　総太郎が静刃に頭を下げた。夢姫も続く。

「あたしも少し欲しいかなぁ……なんて」

　静刃はそれを聞いた瞬しゆん間かん、鬼おにの首を取ったような顔で腕を組んだ。

「総太郎様はともかく、私がなぜ春日川夢姫風ふ情ぜいにこれを渡さねばならないのですか」

「……やっぱ、そういう態度に出るわけね」

「まぁ、私はこう見えて、琵び琶わ湖このように広い懐ふところを持つ女と言われていますからね」

「広いのか狭せまいのか、ビミョーな比ひ喩ゆね」

「泣いて土ど下げ座ざをしながら哀あわれみを請こう表ひよう情じようで『お願げぇでごぜぇますだ、偉い大だいなる忍にん者じや美少女、静刃様。この哀れなる貧ひん乳にゆうめにどうかお目こぼしをくだせぇ』と言うなら考えないでもありませんがね」

「誰がそんなことやるのよ！」

　夢姫が叫ぶその横で、総太郎が路上で土下座していた。

「お願げぇでごぜぇますだ、偉大なる忍者美少女、静刃様。この……」

「あんたも、本気でやってんじゃないわよ！」

　プライドのかけらもない幼おさな馴な染じみを摑つかんで強ごう引いんに起こす夢姫。

「だ、だってさ、俺おれ、あれが欲しいんだ！　あれを使ってハーレム作るんだい！」

「男がダダッ子ぶっても不気味なだけよ！」

「ふ、しかたありませんね。総太郎様の熱意に免めんじて、一つ差し上げましょうか」

　静刃が珍めずらしく素す直なおな言葉と共に、腕輪を一つ取り出して夢姫のほうに差し出してきた。

「え？　本当にくれるの？」

「おっと、落としてしまいました」

　静刃が大きな声で言うと、地面に腕輪を落とした。

「さらに足が滑すべりました！」

　静刃は地面の腕輪を踏ふんだ。厚あつ底ぞこのブーツで、全体重をかけて思いっきり。クシャと、潰つぶれてしまう腕輪。

「さぁさ、欲ほしいのならどうぞそれを、哀れな貧びん乏ぼうったらしい犬コロのように拾いなさい、貧乳」

「……誰がこんなのいるか！」

　夢姫がキレた。当たり前だ。逆ぎやく上じようした夢姫が静刃の胸むねを突つき飛ばした。

　その時、異い変へんが起きた。夢姫としてもそこまで強く突いたつもりはなかったのだが、その一いち撃げきを受けた静刃がバランスを崩くずして地面の上に倒たおれたのであった。

「え？　つ、月詠さん、どうしたの？」

　と、夢姫のほうが逆に戸と惑まどってしまった。静刃はつまらなそうな顔を持ち上げた。

「私としたことが、うっかりバランスを崩してしまいましたか」

　そう言って起き上がろうとするが、それはできなかった。両手両足に大量にはまった腕輪が互たがいに干かん渉しようしあって、静刃の関かん節せつの動きを阻そ害がいしているのである。今バランスを崩したのも、そのためだ。

「……少し眠ねむくなったので、ここで一眠りします」

　静刃はそう言って路上に倒れたまま目を閉とじた。夢姫があきれたように声を出した。

「まったく、それだけ手足に腕うで輪わをつけてれば当然よ。素直じゃないんだから。助けて欲しいならそう言いなさいよね、月詠さん」

「…………」

　無言の静刃。夢姫はそこで口の端はしを吊つり上げると、意地の悪い笑えみを浮うかべた。

「じゃぁ、月詠さん、『お願いします、春日川夢姫さん。この、脳のうミソへの栄養を全すべて胸に吸すい取られたばかりに頭がパーになった哀れな女を助けてください』って言ったら助けてあげるわ」

　夢姫がすかさず先ほどの仕返しをする。夢姫も根にもつタイプだったようだ。

「……やっぱ胸のこと、気にしてたんだな」

　総太郎がボソリとつぶやくが、夢姫には聞こえなかったようだ。

「大きなお世話ですよ、春日川夢姫！　私は辱はずかしめを受けるくらいならば、潔いさぎよい自決の道を選びます！」

　叫さけぶ静刃。目が少しマジだった。このままでは危き険けんだと判はん断だんし、夢姫が慌あわてて静刃の傍かたわらにしゃがみこんだ。

「あぁ、もぉー、冗じよう談だんに決まってるじゃない。あたしは月詠さんほど意地悪じゃないから、助けてあげるわよ」

　そう言って静刃を助け起こす夢姫。静刃が小声で言った。

「……やはり春日川夢姫は人がいいですね」

「え？　何か言った？」

「いえ、別に」

　総太郎が夢姫の肩かたを叩たたいた。

「お前、ワリを食う一生を送るぞ」

「その元げん凶きようの一部があんたよ！」

　夢姫に叩かれる総太郎。なんだかんだで、総太郎もワリを食ってるようだ。

「それにしても、少々数が多すぎたようですね、この腕輪」

　さすがの静刃も少し反省したようだ。いくつか腕輪を外そうとする。が。

「……外れません」

「え？　本当？」

　見ると、がっちり静刃の腕にはまった腕輪は腕から生えているかのように動かなかった。

「どうやってこんなのはめたのよ？」

「最初は一回り大きかったのですが、腕につけた瞬しゆん間かん縮ちぢんでこのサイズになったのです」

「……よくそんな怪あやしい品をこんなにたくさんつける気になったな」

　総太郎があきれたような声を出す。

「細かいことは気にしない性せい質しつなので」

「いや、危き機き意い識しきゼロってのは問題だろ」

　静刃がそこで手を叩いた。

「なるほど、わかりました。おそらくこの腕輪は、込められた願いが叶かなわない限かぎり外れないのでしょう」

「ってことは？」

「願いが叶う腕輪の正体は、願いが叶うまで外れない腕輪だったというわけですね」

「なんじゃそりゃ！　結局インチキかよ！」

「まぁ、世の中そんなうまい話はないということですね」

　静刃は言うと、スカートをゆすって日本刀を中から取り出した。あいかわらずどのように収しゆう納のうしているか謎なぞだ。

「やむを得ませんね」

　静刃の手の中で日本刀が一いつ閃せんした。甲かん高だかい音が響ひびき、静刃の手足の腕輪が全てはじけとび、周囲に散さん乱らんした。総太郎がボヤく。

「あぁ、もったいないな」

「こんなインチキなものなど、惜おしくありません。私としたことが、失敗しましたね」

　静刃が肩をすくめた。が、彼女は小声で付け加えた。

「本家から盗ぬすまれた本物の咒じゆ具ぐの反はん応のうは、間ま違ちがいなくこの町にあったはず……となると、やはり嶌智香の持っていたものが本物でしたか」

「なんのことだ？」

「いえいえ、こちらのことですよ、総太郎様」

　と、そこで静刃はこちらを振ふり向いて言った。

「と、いうわけで本日の教訓は『なにごともやりすぎは禁きん物もつ』ということですね。よいこの皆みなさん、わかりましたか？」

「なに最後だけキレイにまとめようとしているんだよ、静刃。というより、誰だれに向かって言ってるんだ？」

「いえいえ。それはそうと、最終回でいきなり視し聴ちよう者しやに向かって主人公が語りかけてくるアニメってどう思います？」

　とか言いながら、三人は家路についた。

　ちなみに言うまでもないことであるが、もはやこの時点で三人の頭には、会長の恋をどうこうしようという意志はカケラも残ってなかったりする。





　第三章　史上最大のデート作戦（最低最悪）







「嶌しまが好きか？　あいにくと、ぼくは男女の色恋にはとんと興きよう味みがなくてね」

「いきなり脈なしっ！」

　総そう太た郎ろうがそう叫さけぶや、すかさず夢ゆ姫きがワキ腹ばらにヒジ打ちを叩たたき込んで黙だまらせた。

「余よ計けいなこと言わないでいいのよ！　で、副会長。会長って、ステキと思いません？　美人だし、スタイルいいし」

「あいにくだけど、ぼくはそういった点は女じよ性せいの魅み力りよくの中でさほど高こう評ひよう価かではないんだよ」

　と、水すい天てん主しゆ高校生徒会副会長、緋ひ月づき暁さとるは答えた。

　ここは水天主高校のカフェテリア。放課後もヒマな生徒が集まってくるのでそれなりに込み合っている中、総太郎たちは緋月と目立たない隅すみのほうで話しているのである。もちろん話す内ない容ようは、会長の恋に関してだ。

　正直言って、総太郎は別に会長が誰に恋しようと別に構かまわない。でも夢姫はそれなりに会長との付き合いも長いので、それを応おう援えんしてあげたいという気持ちや義ぎ理りがあるし、静しず刃はは腕うで輪わ回かい収しゆうという目的がある。結局いつも通り三人で行動することになったのである。

　緋月に時間をもらってカフェテリアにやってきた三人。そして夢姫がさりげなく、会長のことをどう思うかを尋たずねたら、冒頭の発言となったわけである。

「どうやら、叶かなわぬ恋だったようですね」

「あきらめるのが早いわよ、月つく詠よみさん！　でも、ホラ、副会長。会長にも、まだ副会長の知らない魅み力りよくとかがたっぷりあると思うんですよね」

「ふーん、例えば？」

「えっと……ホラ、月詠さんも、会長のすばらしい点を言ってよ」

　言葉に詰つまった夢姫が静刃に助けを求めた。正直言ってあまり頼たよりたくはなかったが、上う手まい言葉が自力では思いつかなかったのだ。

「そうですね。嶌智とも香かは、あれでけっこう気前がいいですよ」

「そうそう、そうなんですよ、川かわ崎さきさん……じゃなくて、副会長」

　彼女たちの年ねん齢れいを疑うたがいたくなるセリフだ。

「昨日も、私たちを喫きつ茶さ店てんに連れて行って、好きなだけ飲み食いして全すべて奢おごってくれましたよ。誰かさんが学校のカフェテリアの缶かんジュースというのと大おお違ちがいですね」

「大きなお世話だ！」

　緋月は怒ど鳴なり、目の前のテーブルに置いた清せい涼りよう飲料水の缶をあおった。ちなみに総太郎たち三人の前に置かれた缶も、緋月が買ったものである。

「だいたい、放課後いきなり押おしかけてきたからわざわざ時間を割さいてやって、飲み物をせびって来たからしかたなく奢ってやった先せん輩ぱいに対して、その言い草はなんだ、月詠静刃！」

　いきり立つ緋月に、静刃は鼻を鳴らして言った。

「別に。私はただ、男だん性せいとしての甲か斐い性しようを少し疑ぎ問もんに思っただけですよ。というか、そんな恩おん着きせがましく言うとは、先輩としての品性も疑問ですね」

「月詠さん、完全に逆ぎやく効こう果かじゃないのよ！」

　夢姫がたしなめるが、遅おそい。緋月はお冠かんむりである。これでは会長の話どころではない。総太郎もフォローに回った。

「そうだぞ、静刃。先輩は奨しよう学がく生せいで苦労しているんだから、このジュースにしたって、少ない生活費を削けずってわざわざ奢ってくれたんだぞ。もっと感かん謝しやをして飲まないと、次に緋月先輩が奢ってくれることなんていつあるか……」

「あんたも、余計なフォローはいいから黙ってなさい！」

「なんだよ、俺がせっかく……」

「あんたが言うと、逆効果なのよ！」

　夢姫は激はげしい頭ず痛つうを抑おさえて、緋月に向き直った。

「と、とにかくですね、会長はすばらしいけど、それは別に副会長が劣おとっているとか、そういうわけじゃないですよ。気を悪くしないでくださいね」

「あぁ、君たちがぼくをどう思っているか、よーくわかったよ」

　緋月はコメカミを震ふるわせながらそう言った。あまり楽しそうな表ひよう情じようには見えない。

「えっと……と、とにかくですね、会長はすごく立りつ派ぱな人なんだと、あたしたちは言いたいわけなんですよ。ね、月詠さん？」

「えぇそうですね。嶌智香はムエタイもたしなんでいるようですよ」

　と、静刃が夢姫を受け継ついだ。

「ちなみに嶌智香の趣しゆ味みは、誰もいない部屋で一人雄おたけびを上げながら奇き怪かいな踊おどりとともにサンドバッグを殴なぐりまくるというものです。素す敵てきですね。あこがれますよ」

「月詠さん、本当にやる気あるの、あなた！」

「……なるほど、わかったぞ」

　緋月が言い争う二人を鋭するどい眼まな差ざしで見た。

「どういういきさつかは知らないけど、嶌に頼たのまれたな。その様子だと、ぼくと嶌の仲を取り持って欲ほしいと頼まれたってとこかな？」

　ドンピシャである。夢姫は緋月のカンのよさに舌したを巻まいた。

「い、いや、それは……」

「まぁ、そういう事情なら話は簡かん単たんだ。最初も言ったが、ぼくはそういう男女の関係に興きよう味みがないんでね。嶌は素敵な女性と思うけど、ぼくにはもったいないよ。彼女にもそう伝えてくれ」

　と、緋月は言った。その口調は少し自じ嘲ちようめいたものが混まじっていたが、その言葉を覆くつがえすのは難むずかしそうだった。静刃が頷うなずく。

「と、いうわけで、希望の額に達せなかったので、ノーマネーでフィニッシュです」

「うるさいわよ、月詠さん！　黙だまってて！　ねぇ、副会長。少し、話をするだけでも」

「悪いけど、これ以上話すことはないね」

　緋月はそっけなく言うと、席を立った。

「じゃ、君たちの立場もわからないでもないけど、こればっかりはどうもね」

「そ、そんな、副会長」

　緋月は手をヒラヒラと振ふりながら去っていった。その背せ中なかを見送って、静刃が口を開く。

「カーン、鐘かね一つ。残念でした」
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「ちょっと、月詠さんのせいよ！　どうする気よ、これから！」

　つめよる夢姫。静刃はそれとは対照的に落ち着き払はらって言った。

「ファイナルアンサー？」

「少しは会話を成り立たせてよ！　全然わけがわかんないわよ！」

「うるさいですよ。落ち込こんだ気分を和なごませようと、気を利きかせてジャパニーズジョークを言っただけではないですか」

　シレッとした態たい度どの静刃。まったく反省した様子がない。まぁ、いつものことだが。

「あぁ、最悪だわ。会長に、なんて言おう」

「敵てき兵へい力りよくは多数なれど、我われら善ぜん戦せんせり。奮ふん戦せんするも力ちから及およばず敗北せり。とか、適てき当とうに言えば大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「今の会話のどのあたりが善戦だったって言うのよ！　っていうか、このまま失敗したら、困こまるのは月詠さんのほうじゃないの？」

「ヤレヤレ、仕方ありませんね。気が進みませんが、私にも責せき任にんの一いつ端たんがある以上、少しは尽じん力りよくしますか」

　いかにも不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で立ち上がる静刃。

「なにをやる気、月詠さん」

「緋月暁を説得してきます」

「できるのか、静刃？」

「緋月暁とて忍にん者じやの端はしくれ。忍しのびには忍び同士にしかわからぬこともあります」

　自信のありそうな口調の静刃は、ブーツの音を響ひびかせながら緋月の姿すがたを追っていった。

「……静刃、大丈夫かな？」

「あたしたちが何度彼女を信じ、そして裏うら切ぎられてきたことか」

　苦々しい表情の夢姫。

「そう言うなって。ほら、イワシの頭も信心っていうだろ？」

「それ、あんまりフォローになってないわよ」

「とにかくだ。今は静刃を信じておくしかないってことだ」

「……激しく不安ね」

　静刃の自信と夢姫の不安は常つねに正せい比ひ例れいする関係にあるのであった。




「お待ちなさい、緋月暁」

「もう話すことはないと言ったはずだぞ」

　静刃の呼よびかけにそう答えながらも、緋月は足を止めた。

「何度も言うが、これ以上話を続けても無意味だ」

「えぇ、わかっています。ですから、これ以上あなたを説得する気はありません。恋れん愛あいのなんたるかも理り解かいできていない朴ぼく念ねん仁じんなど、忍者失しつ格かくです。話す価か値ちすらありません」

「……どういうことだ？」

　少し目つきを鋭するどくする緋月と退たい治じして、静刃は小ばかにしたような口調で続けた。

「房ぼう中ちゆう術じゆつという忍びの術があります。人間にとって恋愛行動とはその感情が大きく左右されるものであり、そういった時、人には必ず隙すきができます。その点をつくのも忍術の一種です」

「そんなことは、君に言われなくたって知っている！」

「そうですか？　あなたに男女のなんたるかがわかっているとは思えませんが」

　ますますバカにしたように言う静刃。緋月は顔を赤くした。

「君には言われたくない！　ぼくだってな、それは気になる相手……」

「？　どうしました？　その続きは？」

「なんでもない！　忘わすれろ！」

　静刃にいいようにからかわれていると気づき、緋月は怒ど鳴なるように言った。そんな緋月の胸むな元もとに、静刃は一通の封ふう筒とうを投げつけた。

「なんだ、これは？」

　反はん射しや的に受け止める緋月。静刃が答えた。

「それが今のあなたに足りないものです」

　緋月の手の中にあるのは、ピンク色のかわいらしい封筒だった。しかも封をしているのは、ハート型のシールだ。

「こ、これは……ウワサに聞く、ラブレター？」

　緋月が驚きよう愕がくと当とう惑わくのまざった顔で静刃を見た。

「いったい、どういうつもりだ？」

　緋月は不ふ審しんと、そして期待の入り混まじった表ひよう情じようを浮うかべながらその封筒を開き、中の便びん箋せんに目を走らせた。その内ない容ようを理り解かいするにつれて、緋月の顔は驚おどろきに染そまっていった。

「なんだって、これは……」

「詳くわしくは中に書いてあるとおりです。日時は次の日曜日、正午」

「あ、あぁ。だが、これは本当か？」

「えぇ、もちろん。私はうそをつきません」

　緋月は期待とも落らく胆たんともとれない微び妙みような表情を浮かべつつも、はっきり頷うなずいた。

「わかった。その時間にいくとしよう」

「くれぐれも遅おくれないでください」

　静刃は意味深な微び笑しようを口元に浮かべると、優ゆう雅がな動きで後ろを向いてブーツの音を響ひびかせながら去っていった。緋月はそんな彼女の後うしろ姿すがたを、半分呆ほうけたようにしばらく見つめていた。




　カフェテリアで待っていた総太郎と夢姫は、いち早く帰き還かんした静刃に気づいた。

「あ、静刃が戻もどってきた」

「月詠さん、どうだったの？」

　カフェテリアに再ふたたび姿を現あらわした静刃は、微笑とともに言った。

「キンコンカンコンキンコンカンコンキーンコーンカーン、合格です」

「いや、そのネタはもういいから！……で、え？　上う手まくいったの？」

　夢姫の言葉に、静刃は力強く頷いた。

「えぇ。今度の日曜に、デートをするということで納なつ得とくしたようです」

「本当？　信じられないわ。どうやって説得したの？」

「それは私の巧たくみな話術がなしたマジックです」

　静刃はマユ一つ揺ゆらさずに言った。自信だけはいつもたっぷりである。

「じゃぁ、会長には今度の日曜って伝えていいのね？　後からやっぱダメでした、じゃシャレになんないわよ。本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

「無む論ろんです。私の計画に狂くるいはありません」

「じゃ、伝えておくからね」

　と、夢姫は半分拍ひよう子し抜ぬけしたような顔で席を立った。内心、静刃の自信に比ひ例れいした不安を抱かかえながら。




　次の日曜日。その日は、会長と副会長のデート当日である。今日はもちろん学校もなく、朝からヒマな総太郎は家でゴロゴロしていた。家事を手伝ってくれる夢姫や居い候そうろうの静刃も一いつ緒しよだ。居間で寝ねそべりながら、総太郎はつぶやいた。

「そう言えば、今日だよな……会長のデート」

「そうね。うまくいくといいわね」

　と、夢姫はワイシャツにアイロンをかけながら言った。手て馴なれた仕草で、シャツのシワがあっという間に消えていく。

「会長に伝えたとき、あの人本当に嬉うれしそうだったわよ。昨日もあたしブティックに付き合ったけど、五時間くらい今日着ていく服を選んでいたわよ。それで結局最初に選んだ服を買ったんだから……まぁ、あたしも一緒に新しいワンピ買ってもらえたんだけどね」

　シワの伸のびたシャツを折おりたたむ夢姫。その背せ中なかを見ながら総太郎はつぶやいた。

「……気にならないか？」

「なにが？」

「デート」

「まぁ、気になるわね。ここまでお膳ぜん立だてした以上は、成功して欲ほしいし」

　そこでタイミングよく、静刃がフォローの言葉を入れる。

「ちなみに待ち合わせ時じ刻こくは正午ぴったり、駅前の噴ふん水すいです」

　今の時刻は一一時。ここから駅まで、歩きだと三〇分ほどである。

「……様子を見にいかねぇか？」

「よしなさいよ、そういうことは。失礼よ」

「ならば春日川かすがい夢姫はそこにいてください。総太郎様、すでに準じゆん備びは整っています。それと……邪じや神しん組合が動いているという気になる情じよう報ほうもありますので、注意していきましょう」

　と、静刃が総太郎に告げてきた。総太郎も頷いて立ち上がった。

「よし、いくか。二人のデートを盗ぬすみ見る……じゃなくて、見守るために」

「はい、総太郎様」

　そう言って足早に飛び出していく二人。一人残った夢姫は、慌あわてたようにアイロンの電でん源げんを切った。

「まぁ、ここまで手伝った以上、あたしたちにはデートの成否を見み届とどける義ぎ務むがあるわよね、うん」

　言い訳わけがましく言って二人の後を追う夢姫。三人とも、ヤジ馬根こん性じようむき出しである。

　と、玄げん関かんを出る際さい、総太郎の父親とすれ違ちがった。ちょび髭ひげとべっ甲こう縁ぶちのメガネが特とく徴ちようの小説家である。

「お、三人ともちょうどいい。せっかくの日曜、天気もいいし、今日のお昼は外食でもしないかい？」

「あぁ、これから出かけるから、外で食ってくるよ、オヤジ、金くれ！」

　指で輪を作った手を突つき出す総太郎。父親は眉まゆ根ねを寄よせた。

「なんだ、わたしが一緒ではイカンのか？」

「細かいことはいいから、金くれ、オヤジ。これからデートなんだ」

「なに。静刃ちゃんとか？　お前もなかなか隅すみに置けないな。よし、軍ぐん資し金きんだ」

　と、父は財さい布ふから千円札を数すう枚まい取り出した。総太郎は目を細めて首を振ふった。

「もう少しくれよ、足りねえよ」

「ん？　高校生のうちはそれくらいでガマンしろ」

「ユキも一緒なんだよ」

「なんてこったい、３Ｐだったとは、裏うらをかかれた」

　額ひたいを叩たたいた父は、財さい布ふから万札を取り出した。

「え？　こんなにいいのか？」

「出しゆつ世せ払ばらいな」

「返すのかよ！」

「その代わり、利息も催さい促そくも無しにしてやる」

　と、父はメガネのレンズを光らせながら言った。理り解かいのある親である。

「サンキュ、オヤジ」

「ソータ、なにグズグズしてるのよ」

「今いく！」

　慌あわただしく靴くつを履はいて飛び出していく総太郎。父がその背せ中なかに呼よびかけた。

「待まて総太郎。お前に一つだけ言っておくことがある……」

「…………」

「…………」

「……って、言えよ！」

　沈ちん黙もくに耐たえ切れず、総太郎が叫さけぶ。父親は咳せき払ばらいをした。

「うむ、つまりだ。なにがあっても、二人を不幸にするんじゃないぞ。みな納なつ得とくできる終わり方をしてやれ」

「ん？　そんなの、今はわからないっての」

　今度こそ外へ駆かけ出していく総太郎。父親は息むす子この姿すがたを感かん慨がい深ぶかそうに頷うなずきながら眺ながめていた。

「あいつもいつのまにか立りつ派ぱになったものだ。３Ｐとは、あのモテぶりは若わかい頃ころのわたしを見ているようだ」

「あら、そんなにモテたの？」

「もちろんだ。若い頃はわたしもナカナカな。最大で五人の女じよ性せいと同時に付き合っていた経けい験けんもある」

「あら、そぉ」

「だが、全員と同時デートをしなくてはならないときが大変だった。デートの場所を一箇か所しよに集中させ、綿めん密みつなスケジュールの立案に入念なすり合わせを何度も行って切り抜ぬけたものさ。結局バレて五人のうち四人に顔をひっ叩ぱたかれてしまったがね」

「なら、もしかしてその残った一人と結婚したんじゃない？」

「うむ、そうだな。わたしもあのあたりが潮しお時どきと観念して、残りもので我が慢まんしたんだ」

「残りもので悪かったわね」

「ん？　あ、母さん！」

　父はいつのまにかやってきていた妻の存そん在ざいに、いまさらながら気づいたのだった。

「い、いや、母さん、待つんだ。話し合おう。今のは次の小説で使うネタで、実じつ在さいの人物や団だん体たいとは無関係なのだ」

　慌あわてて言い訳わけをする父に、総太郎の母はニッコリ笑いながらのたまった。

「今日のお昼、外食でいいの？」

「あぁ、そうだな。母さんの好きなところでいいよ」

「あたし、お寿す司しが食べたいわ」

「よし、いきつけのグルグル寿司にでも……」

「あたし、回らないお寿司が食べたいわ」

「……はい、わかりました、行きましょう」

　観念した父は、ため息とともにそう言った。どうやら、今日はかなり散さん財ざいすることになりそうであった。




　会長と緋月のデートの待ち合わせ場所は、駅前にある噴ふん水すいである。駅前は数年前にできた大型デパートの影えい響きようでさまざまな業種の店てん舗ぽが立ち並ならび、かなり発はつ展てんした地ち域いきである。休日の昼、それも数日続いた雨がようやくやんだとなれば、家族連れなどで賑にぎわっているのも当然だった。

　駅の改札を出てすぐの場所、そこに大きな噴水がある。時間ごとにライトで色づけされた水が噴ふき出る仕し掛かけの噴水で、待ち合わせの場所としては最さい適てきであった。

　総太郎たちが来たとき、二人の姿すがたはまだ見当たらなかった。静刃が時間を確かく認にんする。

「時じ刻こくは、一一時三五分ですね。さすがにまだ来ていませんか」

　ちなみに総太郎たち三人は休日なため私服である。総太郎はいつも通り適当に着き崩くずしたラフな格かつ好こう。夢姫はチェックのブラウスに短めのプリーツスカート。静刃は体の線が浮うき出るようにフィットした黒いシャツとスリムなジーンズである。

「で、本当に今日のデート、うまくいくのか？」

「あたしに聞かないでよ。どうなの、月詠さん？」

「私の計画に間ま違ちがいはありません。成功間違いなしです」

　臆おく面めんもなく言ってのける静刃。その自信がどこから来るのか、本当に不思議である。

「じゃぁ、後はここで二人が来るのを待つか」

　と、三人は噴水から少し離はなれた街がい路ろ樹じゆの陰かげに隠かくれつつそう決めた。が、そんな三人のすぐ横の道路に一台の車が止まった。

「……あなたたち、なんでそんなところにいらっしゃいますの」

「え？　あ、か、会長！」

　かたわらに止まった黒くろ塗ぬりの乗用車の窓まどの中に見み慣なれた会長のツインテール頭が見えた。ちなみにその車は三みつ菱びしのディグニティである。

「三人とも、こんなところにどんなご用ですの？」

「え、いや、その……」

　まさかこうもあっさり見つかるとは思ってもみなかったので、上う手まい言葉が出てこなかった。それでも夢姫はとっさに口を開いた。

「そ、そのですね、会長。せっかくのお休みだから、ちょっとショッピングに」

「そうでしたの」

「えぇ、そうです。誤ご解かいしないでください。今日買うものが多いから荷物持ちにソータたちは来ただけですから」

「春日川夢姫の言うとおりです。私は決して、下世話な野や次じ馬うま根こん性じようを働かせてデートの様子を見に来た春日川夢姫の尻しり馬うまに乗ってここに来たわけではありません」

「あなたは黙だまっててよ、月詠さん！」

「……まぁ、よろしいですわ。別べつ段だん」

　と、会長は短く息をもらした。

「隠さなくてもよろしくてよ。わたくしと、副会長のことが気になって、様子を見に来たのでしょう？」

「そ、それは……」

「人の好こう奇き心しんは簡かん単たんには抑おさえられないもの、わたくしもそれは理り解かいしていますわ。ですから、わたくしの邪じや魔まをしないというのであれば、あなたたちがそばにいようと構かまいませんわ」

　嫣えん然ぜんと微ほほ笑えむ会長。その仕草には大人の余よ裕ゆうがあった。

「お嬢じよう様さま、いかがいたしましょう？」

「ここでけっこう。降おりますわ」

　運転席に座すわっていたタキシード姿の男が外を回り、後部座ざ席せきの扉とびらを開けた。中から女王様みたいな態たい度どで外に出る会長。

　本日の会長は、デートということもあって気合の入った服ふく装そうであった。黒っぽいワンピースで、肩かたの大きく開いたデザインである。肩に見えるキャミの紐ひもが艶なまめかしい感じを引き立てており、ポイントとして腰こしにベルトを巻まいている。足には銀色のミュール。顔の薄うす化げ粧しようもくどくない感じにまとめられており、左右の髪かみ留どめもさりげなく上品な感じであった。

「う、やっぱ会長、スタイルいいな……」

　夢姫がうらやましそうにつぶやく。静刃は興きよう味みがあるのかないのか、無む感かん慨がいに会長の姿を見つめていた。

「うーん、会長。美人だ」

　鼻の下を伸のばす総太郎の足を、夢姫が踏ふんだ。

「いて、なんだよ、自分だって見とれてたくせに。女の嫉しつ妬とは見苦しいぞ」

「うるさいわね。大きなお世話よ」

「くやしかったらお前もあんな服着てみろ」

「あーいうのは、背が高くて足が長い人じゃないと似に合あわないのよ！」

　会長は周囲をぐるりと見回し、緋月がまだ来ていないことを確かく認にんした。

「少し、早すぎたようですわね」

「お嬢様、帰りはいかがいたしましょう」

「このまま帰って結けつ構こうですわ。帰るときは、こちらから連れん絡らくしますわ」

「かしこまりました」

　タキシード姿すがたの男は会長に向かって深々と頭を下げた。その様子を見て総太郎や夢姫は物もの珍めずらしさに興こう奮ふんした。

「うわ、まさかあの人、運転手？」

「ソータ、指差したら失礼でしょ」

　そんな反はん応のうになれているのか、男だん性せいは総太郎たちのほうを見ると、うやうやしい態度で礼をした。

「わたくし、智香お嬢様の専せん属ぞく運転手を勤つとめさせていただいております、柴しば田たと申します。いつもお嬢様がお世話になっております」

　その男性は三十代後半くらいに見えた。頭とう髪はつは短く整えられ、タキシードに包まれた体はかなり痩やせていた。だがその眼がん光こうだけは鋭するどい輝かがやきを放っていた。

「今後とも、どうか良好なお付き合いをお願いします」

「はぁ、どうも、ご丁てい寧ねいに」

　と、なんとなく頭を下げる総太郎と夢姫。運転手の柴田はそのまま運転席に戻もどると、静かに車を発進させていった。

「さて、皆みなさん。先ほども言いましたけど、くれぐれもわたくしの邪じや魔まはなさらないでくださいまし」

　会長はそう念を押おすと、噴ふん水すいのそばへと歩いていった。総太郎たちはその場に残って、会長の様子を眺ながめることにした。

「うーん、会長、決まってるな。誰だれかを待つ美人ってのも絵になるよな」

「えぇ、あの女、今日も見事なツインテールですね」

「会長、髪かみも柔やわらかそうよね。手ですくったらブワーって広がるんだろうなぁ」

「ツインテールに命をかけていますからね」

「さっきから何度も時計見ているな」

「ツインテールは時間が気になるお年とし頃ごろ」

「それだけ待ち遠しいのよ」

「ツイン、ツイン♪　ツインテールはツインツイン♪」

「静刃、ツインテールをあおりすぎ！　なんか恨うらみでもあるのか？」

「いえ、なんとなく」

　そんなバカな会話をしているうちに、約束の一二時となった。緋月の姿は、まだ見当たらない。

「副会長、遅おそいな」

「女じよ性せいを待たせるとは、甲か斐い性しようのない男です──それはそれとして、嶌智香のカッコウもあれはないでしょう」

「ん？　そーか？　似に合あってるぜ、あれ」

　センスのいい会長は、服の着こなしもなかなか様になっていた。だが、夢姫も曖あい昧まいな苦く笑しようを浮うかべて頷うなずいている。

「ま、そーよね。あれはちょっと……」

「そんなに変なのか？」

　ファッションとかに無関心な総太郎はよくわかってないようである。夢姫がわかりやすく説明した。

「だからさ、服ふく装そうが変とかじゃないのよ。むしろ似合っているわ。ただ、少し気合が入りすぎって気はするのよね」

「そうですね。少なくとも、初めてのデートというシチュエーションを鑑かんがみると、適てき切せつな服装とは言えませんね。女性のほうがあのような格かつ好こうをしていると、誘さそっているととられかねません」

　どちらかというと非ひ常じよう識しきな静刃の口からまともな言葉が出るとは思っていなかったのか、夢姫と総太郎は少し驚おどろいた眼まな差ざしを静刃に向けた。

「へぇ、静刃、よくわかってるじゃん」

「と、この本に書いてありました」

　静刃は『デートのすすめ　実じつ践せん編へん』と書かれた本を取り出した。

「意外ね。月詠さんもそういう本を読むんだ」

「えぇ。この本によれば、初デートのときの服装はカジュアルなものでいいとあります。むしろ気合を入れるべきは、下着だそうです」

「…………」

「デートであるなら常つねに下着には気を配れと──別にそんなもの、相手には見えないのになぜわざわざそんなことをするのでしょう？」

「うん、不思議だよな。なんでだろう。なぁ、ユキ、どうしてだ？」

「あんたら、わかってて聞いてるでしょ！」

「まさか。ぼく子こ供どもだからわかんなーい」

　総太郎がおどけて言う。完全な確かく信しん犯はんだ。そこで静刃が手を打った。

「そう言えば、昨日の洗せん濯たく物ものに見み慣なれない女じよ性せい物ものの下着が混まざっていましたね」

「え？」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、夢姫の顔色が変わった。

「妙みように派は手でで、レースの多いデザインでしたね」

「な、なにを言い出すのよ、月詠さんは！」

　夢姫が顔を赤くして静刃をさえぎったが、遅かった。静刃はシレッとした態たい度どで言い返した。

「別に、私はそれが春日川夢姫のものだとは一言も言っていませんが。まぁ、子こ供どもサイズをはく人間は誰かを考えれば、すぐわかりますが」

「ユキ、お前……」

　総太郎がなんと言おうか言葉を捜さがしていると、夢姫は真っ赤な顔で総太郎を睨にらんできた。

「カン違ちがいするんじゃないわよ。勢いきおいで買ったけど結局使ってない下着がタンスの奥おくから出てきて、ついでに洗濯しただけだからね。別に、あたしがそーゆーのを普ふ段だん使ってるわけじゃないんだから！」

「ユキ……」

　総太郎はわかっている、と頷きながら夢姫の肩かたを叩たたいた。

「わかっているさ、ユキ……お前も背せ伸のびして、大人びた下着を使いたかっただけだろ？」

「うるさいわね、ほっといてよ！」

　すかさず静刃が茶ちや化かす。

「春日川夢姫は春日川夢姫らしく、動物プリントのパンツでもはいてなさい」

「え？　お前そんなのはいてるのか？」

「そんなもの持ってないわよ！」

「ちなみに春日川夢姫はイチゴが好物でしたよね」

「だからなによ！　あたしがイチゴ模も様ようの下着でも持ってるって言うの！」

「え？　そんなの持ってるのか？」

「持ってるわけないじゃない！」

「そう言えば、春日川夢姫はフライドチキンも好物でしたね」

「だからなに！　フライドチキンプリントのパンツでもあるって言うの！」

「え？　そんなのを持って……」

「ないわよっ！」

　夢姫はそう怒ど鳴なった瞬間、視し界かいの隅すみに見慣れた姿すがたを見つけたので、話題を摩すり替かえることにした。

「あ、見て。あれ副会長じゃない！」

　と、ようやく緋月が姿すがたを現あらわしたようだった。その場に現れた緋月のその姿を見て──誰もが驚きよう愕がくした。

　現れた緋月の服装は、どう見ても常じよう軌きを逸いつ脱だつしていたからだった。なにせ、時じ代だい劇げきにでてくるような紺こん色いろの忍にん者じや装しよう束ぞくに身を包んでいるからである。顔の部分はむき出しであるために緋月とわかるが、覆ふく面めんでもしていたら誰かはわからなかったかもしれない。もはやどう考えても時代錯さく誤ごとしか言いようの無い格かつ好こうであった。道いく人々は、時代劇の撮影かなにかかと注目している。

「な、なんなのよ、あのカッコウ！」

「俺おれが知るかよ！」

「月詠さん、これはいったい、どーゆーことよ！　あなた、なにしでかしてくれたのよ！」

　すごい剣けん幕まくで詰つめ寄よる夢姫に対し、静刃はいつも通りの涼すずしげな表ひよう情じようで肩かたをすくめた。

「昨今のフォーマルなデートファッションもずいぶん変わったものです。私にはこういった若者文化というものがどうにも理り解かいしにくくて……」

「んなわけないじゃない！　あれのどこがデートのカッコウなのよ！」

「さぁ、私は存ぞんじ上げません」

　異い様ような風ふう体ていの緋月に、会長も気づいた。さすがに一瞬あっけに取られた様子だったが、すぐになにごとも無かったように微ほほ笑えみ、歩み寄っていく。

「どうやら、服装については無む視しすることにしたようね、会長」

「あら、副会長。わたくしも今来たところで……」

　が、近づいてきた会長を緋月は一いつ顧こだにしなかった。会長を空気のように無視し、緋月はスタスタと総太郎たちのほうに近づいてくる。会長はその場で凍こおりついたように硬こう直ちよくしてしまった。

「なんか、こっちに来るみたいだぞ？」

「そうね。なんでかしら？」

　口調は疑ぎ問もん系けいだが、その原げん因いんはすでに総太郎も夢姫も確かく信しんしていた。そしてその原因は、不思議そうに首をひねった。

「なんででしょうね」

「絶ぜつ対たい、二〇〇％あなたが元げん凶きようよ！　月詠さん、だから何度も確認したのに、やっぱりやってくれたわね！」

「いえ、私はただ、デートに誘さそっただけですが」

「いや、デートに誘って、あのカッコウはないだろ」

　やってきた緋月は総太郎たちが隠かくれていた街がい路ろ樹じゆを回り込こみ、静刃の姿を確認すると背せ中なかに背負った刀に手をかけた。

「待たせたね、月詠静刃……さぁ、さっそく始めようか」
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「ちょ、ちょっと待ってください、副会長！　これはいったい、どういうことなんですか！」

「なんで春日川君や六む尽じん君まで……まぁいい。今からぼくは、月詠静刃との果たし合いがあるのでね、邪じや魔まはしないでくれ」

「果たし合いって、どういうことよ！」

「どういうことですか、総太郎様！」

「どういうことだ、ユキ！」

「一周して戻もどさないでよ！　あたしは月詠さんに聞いてんのよ！」

「私も知りません」

　やましいことなどない、といった様子で言う静刃。それを見た緋月が激げつ昂こうする。

「なんだと、どういうことだ！　この前、君のほうから勝負を申し込んできたんじゃないか！」

「私は嶌智香とのデートを申し込んだだけです」

「でも君は、果たし状じようを渡わたしてきたじゃないか！」

　緋月が懐ふところから封ふう筒とうを取り出した。

「見せてください」

　と、夢姫がそれを受け取ってみる。

「えっと、『次の日曜、駅前にて貴き殿でんを待つ。その場にて互たがいの浅からぬ因いん縁ねんを清算し、墓ぼ碑ひに貴殿の名を刻きざみたく思う所しよ存ぞん也なり』。なによ、これ？」

　毛筆で書かれた古ふる臭くさい言い方の文章に夢姫は怪け訝げんな顔をする。静刃が飄ひよう々ひようとした顔で説明してきた。

「それをわかりやすく言い換かえると、『今度の日曜にデートするから駅前で待っていてください。そこでお互いの積もる話に花を咲さかせて、私の家の墓はかに私と一いつ緒しよに入ってください』という、熱ねつ烈れつなプロポーズの言葉になるのです」

「わかりにくいわよ！　結局は、紛まぎらわしい言い方をした月詠さんが悪いんじゃない！」

　静刃は悪びれもせずに答えた。

「まったく、この文章を読んで果たし状などとカン違ちがいするとは、なにを考えているのやら。ちゃんとラブレター用の封筒に入れてさしあげたのに」

「いや、悪いのは静刃だろ」

　総太郎のツッコミももはやなんの意味もない。緋月はいら立ちながら叫さけんだ。

「えぇい、月詠静刃。もう細かいことはどうでもいい！　ここまでぼくをコケにしてくれたからには、どうあっても勝負を受けてもらうぞ！」

　目を血走らせた緋月が刀を抜ぬき放った。涼すずしい金きん属ぞく音おんが響ひびき、白はく刃じんが陽光の下もと照らし出される。

「ま、待ってください、副会長。これは誤ご解かいなんです、だから、落ち着いて」

「そ、そうですって、先せん輩ぱい。それに、こんな場所でポン刀振ふり回したら、キ印の病院に連れて行かれますよ！」

　慌あわてて夢姫と総太郎が緋月を止めに入るが、完全に頭に血が上った緋月はもはや聞く耳を持たなかった。

「放はなせ、二人とも！　月詠静刃とはいつか決着をつける必要があったんだ。ここまでバカにされて引き下がれば、ぼくの矜きよう持じにかかわる！」

「やれやれ、残念なことです。小さなすれ違いがもはや修しゆう復ふく不ふ可か能のうなまでの断だん裂れつを生み出してしまったのですね」

　感かん慨がい深ぶかく言う静刃に、総太郎は突つっ込む。

「悪いのは静刃だろ！」

「私はただ、デートを成功させようと尽じん力りよくしましたのに」

「あなた、一いつ瞬しゆんでも努力をしようとしたことがあった？」

「心苦しく思っております。緋月暁が好きに動いてくれませんでした」

「動くわけ無いだろ！」

「こ、これはいったい、どういうことですの！」

　と、いまさらながら会長がやってきた。騒さわぐ四人の様子を見て、口元を手で隠かくしながら驚おどろいている。

「ふ、副会長！　なぜわたくしに見向きもせずに、その月詠さんと話していますの！」

「ん？　嶌か。あいにくだが、今取り込み中だ」

「わたくしとのデートは、どうなりましたの！」

「デート？　そんなものは……」

　マズイ、と総太郎は思った。このままでは、計画は大失敗間ま違ちがいなしだ。ここはなんとしてでもこの場をごまかし、軌き道どう修しゆう正せいしてデートにまで持ち込むべきだろう。

「そ、そーですよ、会長に副会長！　これからデートをするんじゃないですか！」

「ん？　今度は六尽君か。さっきから何度も同じことを言うが……」

「違いますよ、デートはデートでも、ダブルデートなんです！」

『え？』

　その場にいた誰だれもが首をかしげた。言ってしまった以上は後には引けない。総太郎は早口でまくし立てた。

「だ、だから、今日は、先輩たちのデートと一いつ緒しよに、俺たちもデートするダブルデートの約束をしたじゃないですか、なぁ、ユキ？」

「え？　え、えぇ、そうですよ、会長、副会長」

　と、夢姫もとっさに話をあわせた。

「そうでしたの？」

「さぁ？」

　会長と緋月は事じ態たいが飲み込めず、顔を見合わせた。

「お、俺たち、何日も前から今日のことを楽しみにしてたんですよ。それがなくなったりしたら、俺たちスッゲー悲しいです」

「そ、そうなんですよ、川崎さん……じゃなくて、会長、副会長。ほら、あたしたち、まだ恋こいとかに疎うといから、恋れん愛あい上級者たちの先輩に付き合ってもらえればこんなに心強いことは無いと思って」

　夢姫が上う手まい具合にフォローを入れてきた。

「困こまった後輩たちですわね。ま、まぁ、わたくしは構かまいませんけど」

　と、会長は思いのほかスンナリ折れた。なんだかんだ言っても、会長自身初めてのデートを自分だけでのり切る自信がないのかもしれない。だが、緋月は不満そうだった。

「そんなの、知ったことか。ぼくは月詠静刃と……」

「せ、先輩。静刃となら、デートの後好きなだけ戦っていいですから、今は話をあわせてくださいよ」

「お願いです、副会長。あたしの顔を立てると思って！」

　なんとか場を収おさめようと、総太郎たちは必死だった。元々緋月は面めん倒どう見みのいい性せい格かくである。後輩にここまで必死に頼たのみ込まれては、むげにもできない。

「……しかたないな。そういうことならば、了りよう承しようしよう」

　シブシブ、緋月も頷うなずく。総太郎と夢姫はホッと胸むねをなでおろした。

「ただし」

　緋月が最後に付け加えてきた。

「これが終わった後、月詠静刃とは本当に戦うからな、忘わすれないでくれよ」

「え、えぇ、それはもう、静刃なら、煮にるなり焼くなり好きにしてください」

　総太郎が諸もろ手てをふって答えれば、静刃も頷く。

「私はこう見えても、故こ郷きようの里では煮ても焼いても食えない女として有名でしたよ」

「でしょうね、納なつ得とくできるわ」

　夢姫があきれたようにぼやいた。静刃はそんな言葉など耳に入らなかったように、総太郎の腕うでを取った。

「それはそれとして、ではいきましょうか、総太郎様」

　それを見て夢姫のマユがつりあがる。

「待ちなさいよ！　それ、どーゆー意味よ！」

「どういうもこういうも、デートです。私と、総太郎様の」

「だから、そこでなんでソータの相手が月詠さんなのよ！」

　静刃は咳せき払ばらいをした後、もったいぶった口調で言った。

「恐おそれ多くも、総太郎様のように高こう貴きな男だん性せいにつりあいの取れる女性はおいそれと存そん在ざいしません。そこで止やむ無く、緊きん急きゆう避ひ難なん的手しゆ段だんとして僭せん越えつながら私がその役を務つとめようかと」

「待ちなさい、それは納得できないわよ、どー考えても！」

　なぜか夢姫はムキになって叫さけんでいる。

「な、なんだよ、ユキ。なにをこだわってるんだ？」

「とにかく、月詠さんとソータをくっつけておいたら、絶ぜつ対たいロクなことが起こらないんだから！　あたしも一緒にいくわよ、いいわね、ソータ！」

　と、総太郎に念を押おす夢姫。総太郎は頭をかいた。

「いや、参ったな、これは。もしかして、俺ってモテモテ？」

「ちょっと、カン違いするんじゃないわよ」

　夢姫は背せ伸のびして総太郎の襟えり首くびを摑つかみ、自分の視し線せんの高さまで引き寄よせた。小こ柄がらにもかかわらず、信じられないほどの怪かい力りきだった。

「言っとくけど、これからやるのはあくまで、会長のデートを成功させるための演えん技ぎなんだからね。本気でデートするわけじゃないわよ」

「わかってるよ、冗じよう談だんじゃないか。ムキになるなよな」

「フンッ」

　総太郎を突つき飛ばすようにして解かい放ほうする夢姫。興こう奮ふんのため赤くなった顔を、プイと真横に向ける。

「では総太郎様、参りましょうか」

「ん、あぁ、そうだな」

「待ちなさいよ、二人とも、あたしを置いてかないで！」

「では、副会長、わたくしたちも」

「……あぁ」

　こうして、奇き妙みような形のダブルデートが始まったわけである。




　最初、総太郎は内心ホクホク状じよう態たいであった。どんな形であれ、女の子とデートをするというのは思春期の男子にとっては嬉うれしいものだ。

　その相手が超ちようのつくくらい美人でスタイルもいい静刃ならば、文もん句くのつけようがない。オマケで夢姫もいる。まぁこっちはいつも見み慣なれた顔ではあるが、デートをするならするでやはり嬉しいものだ。

　と、最初のうちは総太郎も人生バラ色的な気分を味わっていたが、それも長くは続かなかった。

　調子に乗った総太郎が、会長たちのデートを成功させるため、もっと俺おれたちも恋こい人びとらしくしよう、とか言い出したのが失敗だった。

　そう言った途と端たん、夢姫も静刃も互たがいに対たい抗こう心しんを燃もやしだし、話がどんどん変な方向に転がりだした。例えば、ノドがかわいたと言えば二人競きそって飲み物を差し出して総太郎はおなか一いつ杯ぱいである。

　そしてそんな三人の様子を見ていた会長も、同じことをやろうとした。

「……副会長、ノドがかわきませんこと？」

「別に」

　会話が途と切ぎれた。だが会長はあきらめなかった。

「で、でも、今日は暑くありませんこと？」

「まぁ、確たしかに」

「汗あせもかいていますわ。水分を補ほ給きゆうしなくては、日につ射しや病びようや熱射病や熱ケイレンや熱失神や熱ねつ疲ひ労ろうが起きてしまいますわ」

　緋月は会長の言葉を聞くと、不意に足を速めて人ごみの中へ消えていった。

「あ、副会長！……そんな、どこへ……」

　あっけにとられる会長だったが、ほどなく緋月は戻もどってきた。そして手に持っていた缶かんジュースを会長に差し出した。

「なにか飲みたいなら、素す直なおにそう言うんだね。君はあいかわらず素直じゃないな」

「……ありがとう、ございますわ」

　缶ジュースを受け取りながら、会長は内心地じ団だん太だを踏ふんでいた。自分がしたかったのは、こういう展てん開かいではない！　これでは完全にあつかましい女だ！　しかも、缶ジュースでは口くち紅べにがはがれる！　ストローが欲ほしい！

「……で、これからどうします？」

　総太郎が会長たちに尋たずねてきた。成り行き上一いつ緒しよに来たが、いく当てはまったくない。当然だ。彼らは別に、デートをするつもりなどなかったのだから。

「さぁね。嶌、どうする？」

「え、えぇ。勿もち論ろん、今後の予定は完かん璧ぺきですわ。デートといえば当然、映えい画がが定番ですわ！」

　力説する会長。映画館かんは駅のすぐ隣となりにあるので目と鼻の先だ。緋月も頷うなずく。

「じゃ、それに行こうか」

「えぇ。ちょうど先週封ふう切ぎりされた、全米ナンバーワンの恋愛スペクタクル映画が上映されていますわ」

「全米ナンバーワンと言われても、何なん個こもあるからありがたみが薄うすいと思いませんか、総太郎様」

「なんで俺に話をふる！」

「月詠さん、せっかく会長が考えた計画なんだから、ケチつけないでよ！」

「私は客観的視し点てんに基もとづく事実を述のべたまでです」

　会長はその会話を、あえて聞こえないフリをした。

「さぁ、行きますわよ、皆さん」

　──映画館の前には長ちよう蛇だの列ができていた。

「現げん在ざい、『恋人たちに捧ささぐセレナーデ』は次回上映分までチケットは完売しております」

　と、映画館の職しよく員いんらしき人物がメガホンで叫さけんでいた。日曜だけあって、人が多い。夢姫が困こまったように会長を見た。

「なんか、ムリみたいですよ」

「心配ありませんわ。父の仕事の関係でいただいた、無料チケットがありますわ！　これで五人まで大だい丈じよう夫ぶなはず」

　と、会長がハンドバッグからチケットを取り出した。準じゆん備びがいいことだ。

「そこのかた。このチケットで入れますわね」

　と、会長が入り口の職員に尋ねたが、職員は首を振ふった。

「申し訳わけございませんが、お客様。それでは入れません」

「な、なぜですの！」

「そのチケットは、入場券との無料引き換かえという形になっておりますので、あちらの入場券販はん売ばい所じよで券と交こう換かんしてからいらしてください」

　総太郎たちはその販売所を見た。壁かべにある電光掲けい示じ板ばんには、次回上映分までチケット完売と表示が出ていた。夢姫が再ふたたび尋ねる。

「……ど、どうしましょうか、会長？」

　会長はチケットを強く握にぎり締しめ、俯うつむきながら何事かをつぶやいていた。

「お、おかしいですわ。わたくしの完かん璧ぺきな計画が、こんなところで躓つまずくなんて……」

「第二シネマの方で上映している映画は一五分後の上映にまだ空席がありますね」

「それですわ！」

　静刃のなにげないつぶやきに、会長が飛びついた。総太郎と夢姫がギョッと驚おどろいた顔になる。

「で、でも、会長。あっちのは……」

「もう、なんでも構かまいませんわ！　六尽君、チケットを人数分買ってきてくださいまし！」

　会長は財さい布ふから取り出したカードを総太郎に渡わたした。

「カ、カード？　映画館でカードって使えるんですか？」

「知りませんわ」

　なぜか偉えらそうに断だん言げんする会長。総太郎はため息をついた。

「カードなんて使ったことないからいいです。俺が現げん金きんで買ってきます！」

　そう言い残すと、総太郎は走ってチケット売り場に並ならんだ。幸い、軍ぐん資し金きんは父親からせしめてある。人が少なかったので、すぐに戻ってこれた。

「買ってきましたよ、会長。はい、チケット」

「……で、ソータ。なんで一枚まいだけ、小学生のチケットが混ざってるわけ？」

「いや、節約できるとこは節約しないとな」

　夢姫は憮ぶ然ぜんとした面おも持もちであったが、この話題を続けても不ふ愉ゆ快かいなだけなのでそれ以上はしゃべらないことにした。内心、帰ったら総太郎の嫌きらいなセロリを食べさせてやる、とか思いつつ。

　チケットを受け取った会長は胸むねをなでおろしながら言った。

「なんとかなりましたわね……ところで、この第二シネマの映画とは、なんですの？」

　夢姫が無言で頭上に飾かざられた看かん板ばんを指差した。そこにあったタイトルは──『原子戦隊カク・レンジャー　　漢おとこの浪漫ロマンは我わが胸で熱く廻まわっている！』




「ダメだっ!!　俺たちの技わざが、全すべて通じない！」

　戦隊のナンバーツー、ブラックがそう叫さけんだ。彼らの目の前には、映画版でいきなり登場した宇う宙ちゆう人じんが送り込こんできた侵しん略りやくロボットが迫せまっていた。

『無む駄だだ無駄だ、愚おろかな地球人！　悪のカク・エネルギーこそが最強。そのカク・エネルギーで動く最強のカク・兵器、惑わく星せい侵略用広こう域いき大陸地ち殻かく破は壊かいカク・ロボット、ドリルガーＶＷＸＹＺ、Ｖｅｒ一・五を倒たおすことは、貴き様さまらには不ふ可か能のうだ!!』

　と、宇宙人が言う。ちなみに、なぜバージョンが一・五なのかの説明はまったくなされていなかった。今後への伏ふく線せんなのかもしれない。

　そして宇宙人が送り込んだロボットなのだが──ドリルだった。問答無用でドリルなのだ。全長百メートルの巨きよ体たいは、ずんぐりとした体型だ。まず、頭がドリルそのものであった。さらには四本ある腕うでの先にも円えん錐すい形けいのドリル。四本の短い脚あしの爪つま先さきにもドリルがついている。さらにヒジとヒザにもそれぞれドリルがついていた。さらに寸ずん胴どうの胴体には高速回転するノコギリ刃ばまであった。まさに全身ドリルである。

「奴やつの全身のドリルが生み出す悪のカク・エネルギーが強力な回転ドリル力場を発生させ、周囲の空間を歪ゆがませてあらゆる攻こう撃げきを無む効こう化かしているんだ」

　と、分ぶん析せき役やくのブルーが説明する。科学的な説明をする気があるのかないのか、どっちかよくわからないセリフだ。

「ちっくしょう、このままフォッサマグナが破壊されれば、日本は海の藻も屑くずになっちまう！」

　嘆なげくグリーン。戦隊メンバー五人の誰だれもが絶ぜつ望ぼうに沈しずんだそのとき、叱しつ責せきの声が響ひびいた。

「あきらめるな、みんな！」

「お、おまえは……チェルノブイリ・レッド！」

　それはチームのリーダー、レッドの言葉だった。

「おまえたち、あきらめるのは早いぜ。俺たちには、最後の切り札が残っているはずだ！」

「ま、まさか、レッド、あの技を使う気か？」

「そうさ……スリーマイル・ブラック、エニウエトク・ブルー、ネバダ・イエロー、ビキニ・ピンク。みんなの力を、俺にくれ！」

　レッドを除のぞく四人が、ブレスレットから小さなカギを取り出した。そのカギを、それぞれがレッドの両手首と足首にあるカギ穴あなにさしこむ。

「よし、同時に回すぞ。合言葉は！」

『水銀１、コバルト２、カドミウム３！』

　全員が同時にカギを回した瞬しゆん間かん、レッドの全身が光りだした。

「よし、後は俺に任まかせ、みんなは早く逃にげろ」

「レッド……」

「最後に……おまえたちは、最高の仲間だったぜ」

　親指を立てたレッドは、自分の何倍もある敵てきロボットへ向かって走っていった。

『レッドォォォォォォォォォォッ!!』

　全員の叫さけび声が重なる。レッドは、最後、敵の足元で叫んだ。

「必殺、ファイナルアトミックメルトダウンクラッシャァァァァァァァァ!!」

　ナレーションが入った──説明しよう。ファイナルアトミックメルトダウンクラッシャーとは、カク・レンジャー五人のカク・エネルギーをレッドの体内に集中させて敵に突とつ撃げき、至し近きん距きよ離りで全エネルギーを解放して自分ごと敵も葬ほうむり去る、カク・レンジャー最強にして禁きん断だんの必殺技である。

『バ、バカな、我が回転ドリル力場を打ち破やぶるほどのカク・エネルギーを、地球人ごときが持っているなど……』

「これが、俺たちの力だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　レッドの絶ぜつ叫きようとともに、宇宙人は消え去った──戦いは、終わった。荒こう野やと化した大地に、四人が佇たたずむ。

「……レッド」

　レッドは、もういない。その身を犠ぎ牲せいにして、世界を救ったのである。

「戦いとは、空むなしい。特に今は、レッドがいなくなった分、その空くう虚きよさが増ましている」

　そして四人は、画面のほうに向き直った。

「みんな、レッドの犠牲を俺たちは忘わすれない。だが、この世に悪のカク・エネルギーがある限かぎり、レッドのような犠牲者はこれからも生まれ続けるだろう。良い子のみんな、この世から悪いカク・エネルギーで動く、カク・兵器を一いつ刻こくも早く廃はい絶ぜつしよう！」

　そして妙みようにノリのいい主題歌の音楽とともにスタッフロールが始まった……




　映えい画がを見終わった総太郎たちは、ゲンナリとした顔で映画館から出てきた。

「な、なんなのよ、あの映画は」

「イタイ、イタイよ。なんで映画の主題歌を歌うのがピンクなんだよ。あの内ない容ようなら、死んでいったレッドを起用すべきだろう！」

「あんたのつっこむポイントはそこか！」

　反はん射しや的に総太郎の頭をはたく夢姫。静刃が腕うで組ぐみをして言った。

「まったく、ヒドイ内容でした。最後の決め技わざが特とつ攻こうとは、日本特有の悪あしき風ふう潮ちよう、カミカゼを不当に美化しているように思えます。それに、あんなわけのわからない図ずう体たいばかり大きなロボットなど、私ならばビームの一撃で倒たおせます」

　どうも静刃の怒おこるポイントは少しずれているようだった。

「ね、会長たちはどう……って、えぇっ！」

　振ふり返った夢姫は驚おどろいた。会長が泣いていたのだ。目を真っ赤にして、ハンカチをビショビショにしながら嗚お咽えつを漏もらしていた。

「ウ、ウッ、レッドォォォォォ、なんで死んでしまいましたのぉぉぉぉ!!」

　周囲の視し線せんも気にせず、泣き喚わめく会長。映画を見終わった子こ供どもづれの家族がなにごとかと振り向く。

「自らの命を躊ちゆう躇ちよなく捧ささげるその尊とうとい犠牲愛、わたくしはこれから先、生しよう涯がい忘れませんわ。この映画はきっと、日本の特とく撮さつ史上に残る不ふ朽きゆうの名作ですわ！」

　涙なみだをぬぐった会長は、決然と言い放った。

「わたくしは、今決意しましたわ。これから先、わたくしはカク・兵器の廃絶に生涯従じゆう事じすることを誓ちかいますわ！」

「会長、特撮好きだったのか」

「というか、意外に熱ねつ血けつ派はだったのね」

　周囲の子供たちからなぜか拍はく手しゆが巻まき起こり、会長は満足そうに微ほほ笑えみながら子供たちに手を振った。なにかのイベントとカン違ちがいしているようである。

　そして同じ映画に付き合わされた緋月はと言うと。

「あ、頭が痛いたい……音は耳みみ障ざわりだし、子供のしゃべり声がうるさいし、色は原色で見にくいし……あんなのの、どこがいいっていうんだ」

　頭を抱かかえてそう言った。これがまっとうな反はん応のうである。

「わぁー、お兄ちゃん、そのカッコはなに？」

「なにかのイベント？」

　と、なぜか映画を見終わった子供たちが緋月の周囲に集まってきた。緋月の忍にん者じや装しよう束ぞくを見て、イベントかなにかとカン違いしているようだ。

「コラコラ、ぼくはただの客だよ」

「ワー、ニンジャだ、ニンジャだ！」

「なにかやってぇ！」

「ニンニンって言ってぇ！」

　と、集まった子供たちが緋月の袴はかまや手を引ひっ張ぱって口々にせがむ。これはなにかやらないことには解かい放ほうされないな、と緋月も観念した。

「しかたないな……なら、よく見ててごらん」

　緋月は使い終わった映画の半券を取り出した。それを宙に投げると同時、背せ中なかの刀を抜ぬいて目にも留とまらぬ速さでチケットを切り裂さいた。

　静かに刀を鞘さやに戻したときには、周囲には切られたチケットの破は片へんが散さん乱らんしていた。その中で一番大きな破片を拾い上げ、緋月は手の中でそれを開いて見せた。

「ほーら、機関車だよー」

　と、そのチケットは機関車の形に切り取られていた。切り絵である。窓まどの中の乗客まで再さい現げんされていて、かなり細かかった。緋月も器用である。

「ワー、すごいすごい！」

「カッコイー、どーやったの？」

「ははは、じゃ、これは君にあげよう」

　緋月が手近にいた子供に機関車を渡わたした。その子供は顔を輝かがやかせる。

「ありがとう、ニンジャのニーちゃん」

「なに、たいしたものじゃないよ」

「あいつばっかズルイ！　ぼくにもちょうだい！」

「あたしも！」

「おれも！」

　と、周囲の子供たちが一いつ斉せいにチケットを差し出してきた。マズイことをしたなぁ、と後こう悔かいしつつ、後に引けなくなった緋月は律りち儀ぎに子供たちの期待にこたえることになった。

「まったく、あの男はなにを無む駄だなことをしているのでしょう」

　緋月から少し離はなれた場所で静刃があきれたような声を出すが、会長はうっとりとその様子を眺ながめていた。

「さすが副会長ですわ。子供に好かれるとは、心が純じゆん粋すいな証しよう拠こですわ」

「その理由ならば、どこかの連続幼よう女じよ誘ゆう拐かい殺さつ人じん鬼きも心が純粋ですね」

　余よ計けいなチャチャを入れる静刃。総太郎と夢姫も、どちらかというと温あたたかい眼まな差ざしで緋月を見ていた。

「副会長って、器用だったのね。知らなかったわ」

「そうだな。あんまり知らなかったけど、いい人だよな」

　その総太郎の言葉を聞き、静刃はつかつかと子供たちの元へ歩み寄よっていった。

「みなさん、騙だまされてはいけません。そんな田舎いなか忍にん者じやなどより、私のほうが優すぐれた技わざができますよ！　忍者といえば、手しゆ裏り剣けんです！」

　と、ポケットから手裏剣を取り出す静刃。ポピュラーな四方手裏剣である。子供たちが静刃の周囲にも集まってきた。

「必殺、手裏剣乱みだれ打ち！」

　と、静刃が目にも留まらぬ速さで手裏剣を次々と壁かべへ投げつける。壁に刺ささった手裏剣は、遠めに見ると『日本征せい服ふく』という文字になっていた。

「子供たち。この国はやがて六尽総太郎様のものとなるのです。そのことを、今のうちにしっかり覚えておくのですよ」

『ハーイ』

　純粋な子供たちは、なにかのイベントと思ってあっさり信じこむ。静刃は満足そうに頷うなずいた。

「では、よい子のみんなにはもっと面おも白しろいことをしてあげましょう」

「なんだかんだで、静刃も子供好きだな」

　総太郎がのんきな声を漏もらす。夢姫はため息をついた。

「どーせあの人のことだから、子供のうちに洗せん脳のうしておこうとか考えてるんじゃないの？　ま、別に害はないみたいだからいいけど……」

「はい、そこを動かないでくださいね」

　静刃が壁かべ際ぎわに一人の子供を立たせると、そこを狙ねらって次々と手裏剣を投げだした。手裏剣は全すべて子供スレスレの位置に刺さる。壁に立った子供は無む傷きずのままで、感かん嘆たんの眼まな差ざしで静刃を見上げた。

「ウワー、すごいすごい！」

「これがウィリアムテルごっこという遊びですよ」

『なにをやっている!!』

　総太郎と夢姫が慌あわてて静刃のそばに駆かけ寄った。

「どうしました、そんなに慌てて？」

「月詠さん！　あなたはなんて、危あぶないことをしているのよ！」

　詰つめ寄る夢姫に、静刃は落ち着き払はらって答えた。
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「失しつ敬けいな。私が失敗するなどありえないことです。子供を傷つけることなど、万に一度くらいしかありえません」

「それが怖いのよ！　やめなさい！」

「これから天あめの若わか日ひ子こごっこをしようと思っているのですが……」

「そんな不ふ吉きつな名前の遊び、絶ぜつ対たいダメ！」

　ちなみに天若日子とは、古事記に出てくる神である。天界の任にん務むを無む視しして地上で暮くらし、任務の催さい促そくにきた仲間を矢で射い殺ころしたために他の神の怒いかりに触ふれ、自分の放った矢で射殺された神だ。静刃がどんな遊びをする気だったのかは、謎なぞである。

　と、そこで事じ件けんが起きた。遠とお巻まきに静刃たちを眺ながめていた子供の一人が悲鳴を上げたのだ。

「あ、風船が！」

　見れば、うっかり手を離はなしたのか、空へ飛んでいく赤い風船を悲しそうに眺める幼おさない女の子がいた。一目でどんな状じよう況きようかわかる光景であった。

「よし、ぼくに任せろ！」

　いち早く自体を認にん識しきした緋月がそう叫さけぶや、子供たちの間を縫ぬうようにして風のような速さで駆け出した。そのまま外に飛び出すと壁に足をかけ、垂すい直ちよくな壁へき面めんを蹴けって駆け上がった。そしてさらに壁を蹴って宙ちゆうに躍おどり出ると、空中に浮うかぶ風船のヒモを摑つかんでそのまま着地した。五メートル以上の高さにあった風船をとった緋月の行動に、周囲のものたちから歓かん声せいと拍はく手しゆが上がった。

「おぉー、スゴーイ」

「おにーさん、カッコイー」

「さすが副会長ですわ」

　緋月は少しかがんで少女と視し線せんを合わせながら言った。

「やれやれ、ほら、取ってきたよ、お嬢じようちゃん」

「う。うん、ありがとう……忍者のおにーさん」

　少女は嬉うれしそうな顔で頭を下げてきた。緋月もまんざらでもない顔で頭をかいた。

「ははは、なぁに、もう手を離したらダメ……」

　バン！

　破は裂れつした、風船が。なにが起きたのか、その場にいたものには一いつ瞬しゆんわからなかった。緋月の手には糸と、先ほどまで風船だったゴムの残ざん骸がいが落ちていた。少女は風船が割われたことに気づくと、顔をゆがめた。

　緋月は傍かたわらの地面を見た。そこには深々と手しゆ裏り剣けんが刺さっている。キッと、緋月は真横を睨にらんだ。

「申し訳わけありませんでした。私としたことが、ついうっかり手元が狂くるってしまって、手裏剣があらぬ方向に飛んだようですね」

　静刃が悪びれもせずに飄ひよう々ひようと謝しや罪ざいの言葉を述のべてきた。その態たい度どに、緋月が激げつ昂こうする。

「手元が狂っただと？　ウソをつけ！　君の腕うでで、そんなことはありえない！」

「買いかぶりすぎです。弘こう法ぼうも筆の誤あやまりといいます」

「月詠静刃！　君は……君は、なんてことをしてくれたんだ！」

「なにを怒おこっているのですか。たかが風船くらい、たいしたものではないでしょうに」

　静刃はどこに隠かくし持っていたのか、両手に色とりどりの風船を持って少女に近づいてきた。

「ほら、これを差し上げましょう。こっちのほうがさっきのものより大きいですよ。良かったですね」

　が、少女の悲しそうな表情は消えない。緋月が静刃に詰め寄よった。

「君にはわからないのか！　この子にとって、さっきの風船こそが自分だけのものだったんだ。つまりあの風船はこの子には特別なものだったんだぞ！　そんな代だい替たい品ひんで満足できるものか！」

「風船など、同じでしょうに。違ちがうというのなら、その違う点をおっしゃってください。私が寸すん分ぶんたがわぬものを用意してご覧らんに入れます」

「だから、そういう問題じゃない！」

「い、いいの、おにーさん。あたし、これでいいから」

　と、少女が怒る緋月を引きとめた。少女は静刃の風船を一つだけ受け取ると、笑え顔がおを浮かべた。

「あたし、これでもう、いいから。だからおにーさん、そっちのおねーさんとケンカしないでね？　お願い」

「……わかったよ、お嬢ちゃん」

「それじゃぁね、おにーさん」

　少女は緋月に向かって手を振ふりながら、家族と思おぼしき一行の元へ走っていった。その顔には笑顔が浮かんでいたが、少しだけぎこちないものに思えた。

「…………」

　緋月は無言のまま映えい画が館かんに背せを向けると、一人で歩き出した。慌あわてて会長が追う。

「あ、副会長！　お待ちになって！」

　総太郎と夢姫もそれに続いた。

「あー、待ってくださいって、会長、副会長」

「まったく、月詠さんと来たら……今は二人を追うわよ！」

「いったいなにがどうしたというのですか？」

　静刃は未いまだ不ふ可か解かいな表ひよう情じようを浮うかべながら、取りあえずその場を後にした。




　映画を見終わった五人は大通りを特に当ても無く歩いていた。だがその雰ふん囲い気きは、先ほどの一いつ件けんでどうにも気まずいものだった。

　その雰囲気を崩くずすように、会長が明るい口調で話題を振った。

「先ほどの映画、素す敵てきでしたわね。わたくしも久ひさ々びさに童心に帰って楽しめましたわ。隣となりの席の子こ供どもに主題歌の歌い方まで教えてもらえて、充じゆう実じつした時間でしたわ」

「会長、振り付けまでおぼえるのはやりすぎです」

　夢姫がつっこむ。だが、誰だれも笑わなかった。緋月がいかめしい顔で黙だまり込こんでいるので、雰囲気が変わらないのだ。

　会長がさらに口を開いた。

「でも、興こう奮ふんしたせいかだいぶ暑いですわね」

　久々に晴れた今日は気温も高めだ。会長が暑がるのも無理はない。夢姫が提てい案あんした。

「じゃぁ、喫きつ茶さ店てんで一休みでもしませんか？」

「そうですわね。副会長、いかが？」

「……好きにしなよ」

　投げやりな緋月。映画館以来、ずっとこの調子だ。

　入ったのは、オープンテラスの喫茶店だ。ちょうど日ひ陰かげとなった今の時間は風通しもよく、涼すずしかった。セルフサービス式の店であるため、自分でカウンターに注文に行かねばならない。総太郎と緋月に場所取りを任まかせ、女じよ性せい陣じんは注文をしてくることになった。

　そして会長や緋月の視し線せんから少し隠れるようにして夢姫が静刃を連れ出すと、小声で言った。

「ちょっと、月詠さん、さっきのはさすがにまずいわよ。副会長に謝あやまったほうがいいんじゃない？」

「……私が何な故ぜ謝らねばならないのですか。すぐに代わりの風船も用意したのに、まったくもって理解不ふ能のうです」

　肩かたをすくめる静刃。ため息をつきたいのは夢姫のほうだった。

「ねぇ、月詠さん。あなた、本当にわからないの？」

「なにがですか？」

「副会長が怒おこっている理由」

「あの男はしょっちゅう怒っているでしょう。キレキャラですね」

「それは月詠さんが怒らせることばかりしているからで……もういいわよ。なんか、不毛みたいだから」

　夢姫はさじを投げた。このことを静刃にわからせるのは難むずかしいようだ。少なくとも、今この場ですんなり納なつ得とくさせるのはムリだ。

「いったい春日川夢姫はなにが言いたいのですか？」

「よーするに、あたしはもっと、人の気持ちってものを理解しなさいと言いたいのよ」

「それくらい理解しています。緋月暁が不ふ機き嫌げんなのは、私によってせっかくの活かつ躍やくが台無しにされたためでしょう？　狭きよう量りような男です」

　夢姫はさらに重いため息をついた。やはりわかっていない──でもそのことを静刃に理解させるのは、夢姫の手には余あまる仕事であった。

　そして一方、緋月と二人きりにされた総太郎は、重苦しい雰囲気を打だ破はしようと口を開いた。

「…………」

「……あの、副会長？」

「なんだい？」

「えっと、その……楽しいですか？」

「ぼくが楽しんでいるように見えるかい？」

　まったく見えなかった。むしろ、怒っているようですらあった。

「まったく、散々だ。なんでぼくがこんなことに付き合うハメに……」

「で、でも、うらやましいなぁ。あんな美人の会長と付き合えるなんて」

「……本当にうらやましいのかい？　自分だって、二人も女連れじゃないか」

「え？　静刃とユキのことっすか？　いや、静刃はともかく、ユキはただの幼おさな馴な染じみっすから」

「……なら、君と月詠静刃はどういう関係なんだい？」

「え？」

　改めてそう聞かれると、すぐに答えられないことに総太郎は気づいた。ある日いきなり押おしかけてきて、そのまま総太郎の日にち常じように溶とけ込んだ静刃。立場上は六尽家の居い候そうろう。静刃自身の言葉で言うなら、総太郎の従じゆう者しや。でも実じつ際さいは、なんなのだろう。

「…………」

「答えられないのか、六尽君？」

「いや。ま、その……静刃とは、いわゆる相思相愛の関係ってやつですよ、はははは」

　と、気楽な口調で総太郎は答えた。ウソではない。総太郎は静刃のことが好きだし、向こうだって総太郎を嫌きらってはないはずだ。緋月はその答えを聞いて、鼻を鳴らした。

「相思相愛か……月詠のバケモノを相手に、よくそんなことが言えるね」

「え？　それって、どういう意味ですか？」

「ちょっと言い方が悪かったかな。でも、ぼくたち、忍しのびの世界では有名さ。同じ世界を生きていくのがイヤになるほどの強さを誇ほこる悪夢の集しゆう団だん、月詠忍にん軍ぐんのことはね」

「？」

「ぼくだって自分がまともな人間だとは思っていない。でも、あの月詠の連中は別べつ格かくだ。たぶん、彼女たちは人の感かん情じようを理り解かいできない──いや、違ちがうな。人の感情を、理解しないようにしているんだ。だからこそ、バケモノ並なみの能のう力りよくを発はつ揮きできるんだ」

「先せん輩ぱい。なにが言いたいんですか？」

　緋月の言葉になにかふくむものがあることを総太郎は感じ取った。だが緋月は肩かたをすくめると、謎なぞをかけるような口調で言った。

「君も注意しな。ぼくや月詠静刃は所しよ詮せん忍びの者、闇やみの世界の住人だ。一生日なたに出ることはできない──自分と同じ人間だとは、思わぬことだね」

　緋月の言葉がわからない。総太郎がさらに尋たずねようとしたその時。

「ソータ、待たせたわね」

　と、ちょうどいいタイミングで夢姫たちが戻もどってきた。そのために総太郎と緋月の会話は打ち切られてしまった。

　夢姫はオレンジ色の液えき体たいの入ったカップを総太郎に差し出した。

「ほら、ミックスジュース。あんた、子こ供どものときから好きでしょ」

「バカ、何年前の話だよ。俺おれは大人になったんだよ」

　とか言いつつ、総太郎は心持ち嬉うれしそうな顔でミックスジュースに口をつけた。三つ子の魂たましい百まで、子供の頃ころ好きだったものは成長しても好きなものである。

「総太郎様、そんなものより、こちらのフラッペをたべませんか？　暑いときには、こちらのほうが涼すずしいですよ」

　と、静刃は緑のシロップのかかったカキ氷を差し出してきた。和風な宇治金時である。渋しぶい選せん択たくだ。

「あ、あぁ、ありがとう」

　ジュースを飲み、フラッペにも手を出す総太郎。正直腹はらが冷えすぎな気がするが、断ことわったらどんな恐おそろしい事じ態たいになるか、想そう像ぞうもつかない。

「カキ氷はお好きですか、総太郎様？」

「まぁ、それなりに」

「では、今度私が特とく性せいのカキ氷をおつくりしましょう。つい先日、押おし入いれからカキ氷機を発見しました」

　静刃の言葉に夢姫が手を叩たたいた。

「あぁ、あの、あたしらが中学のときにソータが衝しよう動どう買がいしたやつ？　ペンギン型の通つう称しようペン太郎君」

　そんななにげない会話をしている三人のすぐ隣となりに座すわっている副会長には、会長が飲み物を差し出していた。

「副会長、コーヒーでよろしかった？」

「あぁ、ぼくに好き嫌きらいはない」

　と言いつつ、緋月はアイスコーヒーにガムシロップを大量に入れてから飲んだ。会長は少し首をかしげながら席に着き、自分のアイスティに口をつけた。

　その後ろで、静刃と夢姫の争いは激げき化かの一いつ途とをたどろうとしていた。

「どうですか、総太郎様。涼しくなりましたか？」

「あ、あぁ、大だい丈じよう夫ぶ。汗も引いてきた」

「えぇ、やはりせいぜいが一〇度以下でしかない液体より、氷点下の氷を口にしたほうが体は冷えますね」

　夢姫にあてつけるように言う静刃。夢姫はバンと、強くテーブルを叩いた。

「ソータッ！」

「な、なんだよ！」

「暑いでしょ、扇あおいであげるわ！」

　夢姫が自分のバッグから扇子せんすを取り出した。用意がいいことである。

「いや、もう涼しいから……」

「あ・つ・い・で・しょ？」

　鬼おにでも射い殺ころせそうな眼まな差ざしで問い詰つめてくる夢姫。総太郎は頷うなずくしかなかった。内心、腹が冷えてきたなぁ、と思いながら。

　夢姫がパタパタとそよ風を送ってくる。風が頰ほおをなでるのは心ここ地ちよいが、いかんせん冷えすぎなきらいがあった。

「どう、ソータ、もっと強くする？」

「い、いや、それくらいでいい」

　これ以上はきつい。が、総太郎は気づいた。静刃がいない。総太郎は根こん拠きよのない漠ばく然ぜんとした不安を感じた。

「お待たせしました、総太郎様」

　どこかへ言っていた静刃が戻ってきた。その手には大型の水すい筒とうが握にぎられている。総太郎はさらにイヤな予感がした。

「し、静刃、なにをする気だ？」

　静刃は手て袋ぶくろをつけた手で水筒の中身をふたに注いだ。すさまじい量の白はく煙えんがそこから立ち上った。

「そこの水天主大学の実験室から液体窒ちつ素そをもらってきました。これならマイナス二〇〇度です。バナナで釘くぎがうてますよ。これで涼りようをお楽しみください」

　いきなり静刃の暴ぼう走そうが始まった。しかも今回はのっけからギアがトップに入っている。総太郎に液体窒素の入った容よう器きを差し出してくる静刃。冷たい空気が落ちてくる感覚を、総太郎は感じた。

「だから、そんな危き険けんなものを顔に近づけるな、マジであぶないから！」

「あ、総太郎様、そんなに暴あばれては……」

　総太郎の振ふり回した腕うでが静刃の手に当たった。容器がひっくり返る。

「あ」

「いうえお」

　総太郎と静刃の声が重なった。ひっくり返った容器からこぼれた液体が、すぐ隣にいた緋月の腕にかかった。

「ぐぎゃぁぁぁぁぁぁぁ！」

　右腕を押おさえて叫さけび声をあげる緋月。総太郎たちは慌あわてた。

「ヤ、ヤベ、どうしよう！」

「と、とにかく暖あたためるのよ、ソータ、お湯！」

「よし、わかしてもらってこよう！」

「間に合わないわよ、そんなの！」

「なら、どーすんだよ！」

「副会長、しっかりなさって！」

　うずくまった緋月を、会長が介かい抱ほうしている。静刃は肩かたをすくめた。

「大おお騒さわぎですね」

「全すべて静刃のせいだろ！」

「窒素は蒸じよう発はつ熱ねつが少ないので、少量が皮ひ膚ふについたくらいなら一いつ瞬しゆんで蒸発します。問題ありませんよ」

「で、でも副会長、苦しそうよ」

「ん？　あぁ、袖そで口ぐちにかかったのですか。繊せん維いに染しみ込こんだ液えき体たい窒素が残っているから苦しいのですね」

　静刃は慌てずに、机つくえにあったアイスコーヒーを緋月の腕にかけた。

「窒素の沸ふつ点てんはマイナス一九六度。お湯でなくとも、水をかけただけで瞬時に蒸発していきます」

　ようやく落ち着いた緋月は、荒あらい息をしながら右腕を押さえている。

「ふ、副会長、もう大だい丈じよう夫ぶですの？」

　そう気き遣づかう会長の腕を振り解ほどき、緋月は立ち上がった。怒いかりに燃もえる眼差しを静刃に向けてくる。

「月詠静刃、よくもやってくれたな！」

「別に、何もする気はありませんでした。事じ故こです。だいたい、忍しのびのくせにこれくらいかわせないほうが問題あると思います」

　静刃はまったく罪ざい悪あく感を感じていないようである。

「確たしかに、油ゆ断だんしたぼくが悪かった……所しよ詮せん君とぼくは敵てき同士だ。どさくさにまぎれてぼくの右腕を使えなくしようとは、卑ひ劣れつな手しゆ段だんを使ってくる」

「そうなのか、静刃？」

「まさか。そんなことをしなくとも、この程てい度どの相手を倒たおすのはわけありません」

　静刃は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべてそう答えた。

「月詠静刃、茶番はここまでだ。もはや、君と一いつ緒しよにいるとぼくの殺意は止められない……勝負だ！」

　緋月がテーブルを蹴けり倒し、なんとか無事だった右腕で背せ中なかの刀を抜ぬき放った。周囲にいた人々が悲鳴を上げながらその場から逃にげていく。

「せっかちですね。お茶を楽しむ余よ裕ゆうくらいもったらどうですか」

「その余裕を壊こわしたのは君だろ！」

「お、お待ちなさい、副会長！」

　日本刀を構かまえた緋月の前に、会長が飛び出した。

「嶌か。どいてくれ。ぼくは今、忙いそがしい」

「忙しいって、そんな、落ち着いて。月詠さんも、悪意があったわけでは……」

「悪意に決まっている！　その女は悪意の塊かたまりだ！」

　憎にくしみのこもった眼まな差ざしで静刃を睨にらむ緋月。会長がそんな彼を、何とか説得しようとする。

「せ、せっかくのデートですわ。もっと、楽しいことを……」

「そんなもの知るか！　ぼくには今、それより大切なことがある！」

「そんな……それはまさか、月詠さんですの？」

「あぁ、そうさ」

　その言葉に、会長は口元に手を当てつつ目を大きく見開いて驚きよう愕がくした。ショックだったようだ。

「そうだ、デートなんてもはや、どうでもいい。ぼくはこの月詠静刃との闘たたかいに命を賭かけているんだ！」

「そんな……命を賭けて彼女を愛していると言いますの？」

「ぼくにはもう、彼女を倒すこと以外考えられない」

「彼女のことしか考えられないなんて……」

「今のぼくの目に映うつるのは仇きゆう敵てき月詠静刃の姿すがただけだ！」

「彼女のことしか見えていないのですわね……」

「あぁ、憎にくい、憎い、彼女のことを考えると、殺意と憎ぞう悪おで胸むねが張はり裂さけそうだ！」

「彼女を想おもって、胸が張り裂けそうなんて……あんまりですわ！」

　そんな二人の様子を見ていた総太郎と夢姫は顔を見合わせた。

「あれ、会話が嚙かみ合ってるようで全然嚙み合ってないな」

「あぁ、もう、最悪。せっかく今まで必死にごまかして丸く収おさめてきたのに、全部台無しだわ」

「丸かったか？　つーか、ごまかそうとしたのが悪化した原げん因いんじゃないか？」

「うるさいわね！　黙だまっててよ！」

　一方の会長と緋月の問答は、緋月が一方的に打ち切ろうとしていた。

「さぁ、どいていろ、嶌！　月詠静刃、お前は戦いの意思を生む源みなもとだ、生かしてはおけない！」

「で、でも、副会長、まだ……」

「邪じや魔まをするな！」

　業ごうを煮にやした緋月は、会長の肩かたを摑つかんで強ごう引いんに押しのけた。その拍ひよう子しに会長は傍かたわらにあったイスの上に倒れた。

「きゃっ！」

「月詠静刃！　お前は生きていてはいけない人間なんだ！」

　腰こしの太た刀ちに手をかける緋月。静刃は場ば違ちがいなくらい落ち着き払はらっていた。

「威い勢せいのいいことです。そんなに死に急ぎたいのですか、俗ぞく物ぶつ？」

「黙だまれ、その減へらず口、ここで……」

「ヌオォォォォォォォ、ついに見つけたぞ、月詠静刃ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　突とつ如じよ第三者の叫さけび声が響ひびいたかと思うと、静刃と緋月の間に大きな影かげが飛び込んできた。

　新たな乱らん入にゆう者しや、それは総太郎や夢姫、静刃には見覚えのある相手であった。雲をつくような巨きよ体たいに怪あやしい覆ふく面めん、邪じや神しんマスクであった。ただ何な故ぜか、今日の彼は体中に包帯を巻まいていた。

　邪神マスクは静刃をまっすぐ見つめると、大声でわめきだした。

「先日はよくもやってくれたな！　リベンジのため、舞まい戻もどってきたぞ！」

「おい、ユキ。あれって確たしか」

「うん、邪神組合の人ね」

　総太郎たちがひそひそと話し合う。が、静刃だけは眉まゆをひそめていた。

「……どなたですか。あいにく私にヘンタイの知り合いはいないのですが」

「忘わすれたとは言わせんぞ。先日、卑ひ怯きような手しゆ段だんでわたしを襲おそい、わたしのブレスレットを全すべて強ごう奪だつしていったことをな!!」

　この前静刃が両手両足にしていた大量の腕うで輪わは、そういういきさつで手にいれたものだったらしい。

「あぁ、また静刃がヤッてくれていたか……」

「月詠さん、やっぱり譲ゆずってもらったってのはウソだったのね」

　静刃がポンと手を打った。

「思い出しました。あの腕輪のヘンタイでしたか。スキだらけだったので、上から鉄てつ骨こつを落としてやったんでしたね」

「静刃、それ卑怯どころか、エグいよ」

「そうだ、その屈くつ辱じよく、今でも忘れんぞ！」

「そしてついでに鉄パイプでめった撲りにした後、ガソリンかけてマッチで火をつけて燃もえ残った塊かたまりは鎖くさりで縛しばって海に沈しずめたんでしたね」

「なんでそこまでされてあんた生きてるんだ！」

　総太郎のツッコミに、邪神マスクは太い腕うでを組んで答えた。

「このわたしの胸に燃える、熱きミュミュ様への想おもいがある限かぎり、わたしは不ふ滅めつだぁぁぁぁぁぁぁぁ！……まぁ、今日まで意い識しきが戻らなかったのだがな……前回は不意をつかれて不覚を取ったが、正面から戦えば貴き様さまごとき小こ娘むすめにわたしは負けん。勝負だ、そしてブレスレットは返してもらう！」

「まぁ、いいでしょう。私に勝てれば、あんなものはくれてやります」

　静刃が頷うなずくが、総太郎たちは知っている。静刃が切せつ断だんしてムリヤリ外した腕輪は、とっくに燃えないゴミの日に出している。静刃に返す気などさらさらないのだ。

「よし、いざ、尋じん常じように勝負……」

「ちょっと待て、あんたはいきなりなんだ！　月詠静刃と戦うのは、ぼくだぞ！」

　完全に邪神マスクのおかげで流れを中断させられた緋月が叫んだ。邪神マスクは怪け訝げんな顔で緋月の姿すがたを見た。

「誰だれだね、君は。今どき忍にん者じや装しよう束ぞくを着て、君は仮か装そうが趣しゆ味みなのかね」

「パンツ一丁の男に言われたくない！　とにかく、月詠静刃はぼくの獲え物ものだ！」

「フム。なんだかよくわからんが、月詠静刃をかばい立てするというならば、容よう赦しやはせんぞ」

「それはこっちのセリフだ！」

　と、いきなり緋月が太刀を抜ぬき放ち、邪神マスクに斬きりかかった。鋭するどいその攻こう撃げきを、だが邪神マスクは巨体に似に合あわぬすばやい動きで回かい避ひした。

　そのまま二人は激はげしい戦いを繰くり広げだした。あっけに取られる総太郎と夢姫。

「なんでこうなるわけ？」

「俺おれに聞くなよ」

「あぁ、二人の男だん性せいが私を奪うばい合って戦っています。これもそれも、全ては私の美しすぎる容よう姿しと完かん璧ぺきなプロポーションが原げん因いんですね。やはり美しいということは罪つみなのですね」

「月詠さん、お願いだから黙ってて。でないと、あなたに対して芽め生ばえてくる殺意が本気で抑おさえきれなくなるわ」

　夢姫は怒いかりを必死に自じ制せい心しんで抑えながらつぶやいた。

　ともかく、いきなり暴あばれだした日本刀を持った高校生とパンツ一丁の大男。周囲にいた者はその異い様ような光景に身の危き険けんを感じ、とっくに逃にげ出していた。残っているのは当事者の総太郎たちくらいだ。

「ちっ、なかなかやる！」

「君もなかなかやるな、わたしほどではないがなぁぁぁぁ!!」

　力押しの邪神マスクに対し、緋月は刀で多た彩さいな技わざを繰り出す。邪神マスクの全身はすでに無数の切り傷きずができているが、本人はそんな傷などないかのように緋月と戦い続けている。すさまじいスタミナであった。

　が、その戦いの最中に事じ故こが起こった。緋月の斬ざん撃げきが街灯を切断し、その街灯が逃げ遅おくれた会長の上へと倒たおれていったのである。

「え、え、え？　きゃぁぁぁっ」

　もはや事じ態たいについていけなくなっている会長は、突とつ然ぜん身に降ふりかかった危機に対たい応おうできなかった。だが。

　ゴンッ。「大だい丈じよう夫ぶかな、お嬢じようさん」

　と、会長に街灯がぶつかる寸すん前ぜん、その間に飛び込こんだ邪神マスクが街灯を片かた手てで摑つかみ、会長を救ったのだった。

「え？　あ、あ、ありがとうございますわ」

　取りあえず礼を言う会長。邪神マスクは街灯を片手で支ささえながら答えた。

「無関係な少女をまきこむのは、わたしの本意ではない。危険な目にあわせて、すまなかったな、お嬢さん」

「え？　あ、あぁ、どうも、ですわ」

　どう答えればいいかわからず、そうつぶやく会長。が、その時緋月が邪神マスクの背はい後ごに立った。

「よそ見とは、余よ裕ゆうじゃないか」

「ムゥ！　動けんか」

　街灯を支える邪神マスクが動けば、会長に街灯がぶつかってしまう。身動きのできない邪神マスクに鋭い一撃をお見み舞まいする緋月。

「くっ、しまっ……た」

　ばったりとその場に倒れる邪神マスク。だが彼は最後に力を振ふり絞しぼって、街灯が会長にぶつからないように隣となりへと投げ捨すてたのだった。

　緋月はちらりと邪神マスクの全身を見た後、会長に視し線せんを向けた。

「安心しろ。峰みね打うちで失神させただけだ」

「ふ、副会長？」

「失望したか、嶌。だが、君の見ているこれがぼくの本当の姿だ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みな口調で緋月は言った。

「動けない相手を攻撃して、卑ひ怯きようだと思うか？　でも、子こ供どものときから叩たたき込まれた、どんな手しゆ段だんを使ってでも勝てという教えは、もう一生変えることはできない。結局は、ぼくも月詠静刃と同じさ。人の気持ちのわからないバケモノだ。もはやぼくには、修しゆ羅らの道を進む以外の道がない」

「…………」

「変な夢ゆめは、これで捨すてるんだな、嶌」

　そう言い残し、緋月は静刃へ向かって足を進めた。その背せ中なかを、会長は放心したように見つめていた。

「待たせたな、月詠静刃。邪じや魔ま者ものはもういない。今度こそ、勝負だ！」

「ヤレヤレ、待ちくたびれましたよ。やるならやるでさっさとしてください。誰が何人でこようと私はかまわないのですから」

　面めん倒どうそうな様子の静刃。その態たい度どが緋月の神しん経けいをまたも逆さかなでした。

「くっ、君という女は……どこまで人をバカにすれば気が済すむんだ！」

　緋月が地面を蹴けり、太た刀ちを片手に静刃に襲おそい掛かかった。だが静刃は全く動じず、落ち着き払はらって手に持っていたものを緋月に投げつけた。

　その物体を、緋月はとっさに刀ではじいた。だがその衝しよう撃げきでその物体のフタがひらいた。その大型水すい筒とうは宙ちゆうを舞い、中に詰つまっていた液えき体たい窒ちつ素そが、緋月の全身にひっくり返った。

「な！」

　短い叫さけび。だが、液体窒素は容よう赦しやなく緋月を襲った。静刃の声が、それに重なる。

「月詠流忍にん術じゆつ奥おう義ぎ、忍者冷れい凍とうビィィィィィムッ!!」

「いや、ビーム関係ないだろ！」

　すかさず総太郎が突つっ込んだ。

「なんとなく、そう名づけてみました」

「しかも今考えたのかよ！」

「ぐぎゃぁぁぁぁぁぁぁ！」

　マイナス二〇〇度の液体を頭からかぶった緋月は地面を転がった。外に並ならんでいた机つくえやイスがその拍ひよう子しに緋月の上に倒たおれ、緋月は埋うまってしまった。

「ふ、副会長、大丈夫ですかー！」

　夢姫が呼よびかけるが、緋月の返事はなかった。静刃がつぶやく。

「ふっ、戦いとは常つねに空むなしいものです」

「そりゃそうだろ。そういう勝ち方をすれば」

　その時、遠くからサイレンの音が聞こえてきた。警けい察さつのパトカーだ。さすがにここまで騒さわぎを大きくすればこうなるのも当然である。

「や、やばいぞ、警察だ！　逃にげよう！」

「え？　ここをこのままにしておくの？」

「しかたないだろ、今さらどーすんだ！　とにかく逃げるぜ！」

「それしかないわね！」

　やむを得ず、総太郎たち三人は逃げ出した。会長はいつの間にか姿すがたを消していたし、緋月と邪神マスクは……まぁほうっておいても自力で何とかするだろう、と思うことにした。さすがに高校生のうちに警察沙ざ汰たを起こすのはマズイので、三人ともすさまじい速さで逃げていった。




　──総太郎はなんとか家に逃げ帰った後、荒あらい息をついていた。

「まったく、今日は散々だった」

「本当、月詠さんがからむといっつもこーなるのよね」

　二人は互たがいに重いため息をついた。ちなみにその元げん凶きようは、事後処しよ理りとか言ってどこへともなく去っていった。早い話逃げたな、と総太郎は思っていた。

「あー、ユキ、腹はら減へったぞ。メシ」

「わかったわよ。おじさんもおばさんもいないみたいね……手軽になにか作るわね」

「よろしく」

「あんたも手伝いなさい！　食器くらい並ならべられるでしょ！」

「チッ、わかったよ」

　しぶしぶながら、総太郎も食事の準じゆん備びをする。テーブルに食器を用意しているところへ、夢姫がなにげない口調で尋たずねてきた。

「ねぇ、ソータ」

「なんだよ」

「月詠さんのこと、どう思う？」

「どう、とか言われてもな……」

　総太郎は今日の静刃の様子を思い出した。結局今日のできごとを台無しにしてくれたのは静刃である。それはもう二〇〇％くらい。

「まぁ、しかたないんじゃないのか？　静刃は静刃だし」

「そうはいかないわよ。あたしたちと一いつ緒しよにいる以上、今日みたいなことにならないように、ちゃんといろんなことを教えておかないと……」

　総太郎は夢姫の頭に手を載のせた。

「な、なによ？」

「ま、なんだ、お前はまじめすぎるんだよ。そんな肩かた肘ひじ張はって考えないでさ、気楽にいけよ」

「あんたがそれだから、あたしが気を回さなきゃならないんでしょーが！」

　総太郎は自分の下でわめく幼おさな馴な染じみの頭を少し乱らん暴ぼうになでた。

「ちょっ！　やめなさいよ！　髪かみが乱みだれるじゃない！」

「ユキ……お前に一つだけ言っておくことがある」

「なによ」

「…………」

「…………」

「…………」

「……早く言いなさいよ！」

「つまりだ……静刃が静刃なように、お前はお前だ。だから気にするなよ。俺は静刃のいいところを知っているのと同じように、お前のいいとこだって知ってるぞ」

「…………」

「例えばチビで貧ひん乳にゆうで怪かい力りきなところとか……」

「大きなお世話よ！」

　夢姫は総太郎を回し蹴げりで床ゆかに沈しずめた。総太郎は倒たおれたままうめく。

「ほ、誉ほめてやったのに、なんでこうなる……」

「誉めてないわよ！　まったく」

　夢姫はため息をつき、夕食の支し度たくに戻もどった。まったく、とんだ時間の無む駄だだ。

　しかし先ほどまで陰いん鬱うつだった気分が、いつのまにか消えていることに夢姫は気づいた。野菜を切りながらちらりと後ろを向くと、総太郎は面めん倒どうくさそうな顔で食器の用意を再さい開かいしていた。
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　夢姫はフッと息を漏もらしてつぶやいた。

「まったく……バカなんだから」




　一方──傷しよう心しんの生徒会長嶌智香は、夜よ闇やみに包まれた街の中を当てもなく歩いていた。

「……はぁ」

　口から出てくるのは重いため息ばかり。それも当然だろう。なにしろ彼女は、失しつ恋れんしたばかりなのだ。それも、かなり手ひどい形で。

「……ふん、わたくしの魅み力りよくが理り解かいできない副会長など、こちらから願い下げですわ」

　プライドの高い会長はそうつぶやいて自身を納なつ得とくさせようとしたが、そう簡かん単たんに気は晴れてくれなかった。

「はぁ、まったく……あぅ！」

　人ひと気けのない道を歩いていた会長は、突とつ如じよバランスを崩くずしてつんのめった。ヒザと手のひらに衝しよう撃げきが走る。

　なにごとかと足元を見ると、道のタイルがめくれていた。そこに足を引ひっ掛かけてしまったらしい。

「なんですの、手て抜ぬき工事ですわ！　今度市長に文もん句くを言ってやりますわ！」

　立ち上がろうとして、上う手まく立てないことに気づいた。今の転倒で足首をひねってしまった。そのため、足首がひどく痛いたむ。

　しかもよく見ると、ミュールのヒールが折れていた。これではとてもまともに歩けない。

「……うっ」

　視し界かいが、歪ゆがんできた。どうしてだろう。なぜこんな、不幸が一度に押おし寄よせてくるのだろう。自分はなにか間ま違ちがったことをしたのか。家を出るときは弾んでいた気持ちが、今は底の見えない闇に落ち込こんでいく。

「ど、どうして、どうしてわたくしが、こんな……」

　人前では大人びた態たい度どを取る会長だが、実じつ際さいは感かん情じようの起き伏ふくが激はげしく、突とつ発ぱつ的事じ件けんに弱い性せい格かくなのである。会長は少し擦すりむいた手で目元を押さえた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　ケガはなかったかい？」

　力強い声が聞こえた。近くに誰だれもいないと思っていたのに、いつのまにか会長の目の前には背せの高い男だん性せいが立っていた。影かげになって顔がよく見えないが、かけられた声には相手を気き遣づかうやさしさが込められていた。

「取りあえず、立てるかな？」

　会長の目前に、手を差し伸のべる男性。突然身に降ふりかかった親切に、会長の視界がさらにゆがんだ。男性の姿すがたに、緋月の顔が重なる。

「うっ……副会長！　わたくし、あなたのことをあきらめきれませんわ！」

　会長は涙なみだとともにそう言うと、差し出された手を摑つかんで泣き崩くずれた。相手は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったようだったが、大きな手のひらを会長の頭に載せると、気遣わしげにその長い髪かみをなでた。

「さっきは、すまなかった。怖こわい思いをさせてしまったな。謝あやまる、すまない」

「いえ、副会長。もう、よろしくてよ。わたくしは、ただ、愛するあなたが戻もどってきてくれれば……」

　涙をぬぐって顔を上げる会長。会長の目前には、『邪』と書かれた覆ふく面めんに包まれた角ばった顔があった。

「愛する？　弱ったな、見知らぬお嬢じようさんを恋に陥おちいらせてしまうとは、わたしも罪つみ作つくりな男だな、はっはっはっは」

　豪ごう快かいに笑う男。会長はもう一度自分の状じよう況きようを省かえりみた。

　折れたミュールをはいて座すわり込んだ美少女が、パンツ一丁の覆面大男にすがりついているという状況──会長は、ゆっくりと口を開いた。

「……あなた、どこのどなたでしたっけ？」

「はっはっは……は？」

　二人はお互たがいの顔をまじまじと見つめあった──その疑ぎ問もんに答えるには、長い時間がかかりそうであった。





　第四章　最後はみごとに大だい団だん円えん（超ちようムリ）







　デート（？）があった翌よく日じつの月曜、総そう太た郎ろうたち三人は陰いん鬱うつな気持ちで登校していた。

「あーあ、なんか、登校するのが億おつ劫くうな感じだなぁ」

「あんたね、それはこっちのセリフよ！　結局昨日はなにがなんだかわけがわかんない感じになっちゃったし」

「なにがなんだかわけがわからないなら、わからないからどうとでもごまかせるのではないですか？」

　静しず刃はの余よ計けいな一言が夢ゆ姫きをさらにいらだたせた。夢姫はコメカミを震ふるわせながら言った。

「そうね、言い方が悪かったわ。なにがなんだかわけがわからないけど唯ゆい一いつ失敗したということだけははっきりしているわ。それも失敗も失敗、大失敗をしたってね！」

「失敗は成功の母ですよ」

「そういう問題じゃないの！　もう二度目はないのよ！……あぁ、あたし、会長にどんな顔して会いに行けばいいのよ」

「その幾き何か学がく的に不ふ可か解かいとしか形けい容ようのしようがないツかラおにせいぜい愛あい嬌きようを浮うかべて会うしかないでしょう」

「顔が整っていても、中に毒以外入ってない人よりはマシだと思うけどね」

「ヤーイ、ブサイク、チビ、貧ひん乳にゆう」

「あんたはドサクサになに言ってんのよ、ソータ！」

「本当のことだろ？」

　一言多い総太郎の懐ふところに飛び込んだ夢姫は、ファイヤーマンズキャリーで総太郎を投げ飛ばした。

「フゲっ！」

「本当に、このバカは、まったく！」

　憤ふん懣まんやるかたない様子の夢姫。もっとも、彼女の立場を考えれば無理からぬ反はん応のうだ。彼女はイヤでもこれから先、会長や副会長と生徒会関係で顔をあわせねばならない。気まずいことこの上ない。

　と、その時、道を歩いていた三人の傍かたわらに一台の車が止まった。黒いディグニティだ。

「あ、会長の車だわ」

「昨日のことのお礼でも言いに来たんですかね」

「お礼参りかもしれないわよ」

　と言っていると、運転席からタキシード姿すがたの男が降おりてきた。確たしか、昨日運転手の柴しば田たと名乗っていた。柴田はあわただしく総太郎たちに近ちか寄よってくると、頭を下げた。

「どうもご無ぶ沙さ汰たしております。唐とう突とつですが、お嬢じよう様さまをお見かけにならなかったでしょうか？」

「え？　会長が、どうかしたんですか？」

　柴田は顔をしかめながら答えた。

「それが……昨日からお戻もどりにならないのです。目下当家の使用人が総出で探さがしている次し第だいでして……」

「え？　会長が？」

　静刃がぽつりと言った。

「まさか、昨日の一いつ件けんを苦にして、どこかの崖がけから飛び降り……」

「縁えん起ぎでもないこと言わないでよ、月つく詠よみさん！」

　だがそういう夢姫自身、不安はぬぐえなかった。普ふ段だんは大人びた態たい度どをとる会長だが、その実内面は女の子らしく、意外ともろいということがここしばらくの事件を通じてわかった。昨日のあの出来事が、会長を深く傷きずつけたのは間ま違ちがいないだろう。

「ともかく、なにかご存ぞん知じのことがございましたら、当家へご連れん絡らくください。わたしはまた、探たん索さくに戻りますので」

　と、柴田はあわただしく車に戻ると急発進させていった。残った三人は、額ひたいをつき合わせて互たがいを見た。

「どうする？」

「無む視しできないわよ、さすがに」

「まぁともかく、俺おれたちにも少しは責せき任にんがあるわけだから、放課後にでも探してみようぜ」

「少しというより、全面的な責任があたしたちにあるんだけどね」

「まったく、手間を取らせてくれますね」

『あんたのせいだっ！』

　総太郎と夢姫の叫さけびが重なった。




　話は少し戻る。夜の街で再さい会かいを果たした会長と邪じや神しんマスク。会長がとても歩けない状じよう態たいなので、邪神マスクが会長を抱だきかかえて運んでいた。

「たびたび申し訳わけありませんわね。命の恩おん人じんに、また助けてもらうなんて」

「なに、わたしもお人よしな性せい格かくでね、はっはっは」

　邪神マスクが豪ごう快かいに笑う。この大男、イカれた外見のわりに性しよう根ねが優やさしいということは、会長もすでに気づいていた。だからつい気をゆるして、こうやってお姫ひめ様さま抱っこされているのだ。この後どうなるかも知らずに……

「わたしの家はほら、すぐそこだ。ケガの手当てくらいはしてあげられる。それが終わったら、家の人に連絡してあげよう」

　邪神マスクが指差したのは、二人が再会した場所から歩いて一分とかからない場所だった。商店街の外れにある、少し古びたビルである。家が近くだからと、邪神マスクが強ごう引いんに会長を抱かかえ上げてつれてきたのだった。

「どうも、なにからなにまですみませんわ」

　会長は昼間のゴタゴタでバッグをどこかに忘わすれてしまい、身動きが取れない状じよう況きようであった。携けい帯たい電話もないので、邪神マスクに頼たよらざるを得ない。

「困こまったときはお互い様さ、はははは、さぁ、ここだ」

　邪神マスクはビルの中に入り、ひときわ大きな扉とびらの前に立った。雑ざつ居きよビルのようだが、妙みように静かだ。周囲に人の気配がしない。

「ここで、本当によろしいんですの？」

　少し不安そうに尋たずねる会長。邪神マスクは覆ふく面めんの奥おくで微ほほ笑えんだ。

「あぁ、もちろんさ」

　言いながら、邪神マスクはその扉を開けた。そこでは……

「ミュミュ様モエモエェェェェェェェェェ!!」

『モエモエェェェェェェェェェェェ!!』

　雄おたけびを上げるヘンタイ集しゆう団だんがいた。部屋の中央では屋内だというのに火がたかれ、その周囲にＫＫＫみたいな格かつ好こうをした紫むらさきローブの集団が奇き声せいを発しながら踊おどり狂くるっている。部屋の防ぼう音おん効こう果かが高いらしく、外までその声は聞こえなかったのだ。

　あっけにとられる会長を入り口にあったイスに座すわらせ、邪神マスクは後ろ手で扉を閉しめながら叫んだ。

「みなのもの、今戻ったぞ！」

「おぉ、久く利り林ばやし支し援えん隊長！　お帰りなさい」

「バカモノ！　ここでは邪神マスクと呼よべといっているだろう！」

「申し訳ありません、邪神マスク様」

　どうやら邪神マスクは邪神組合の中でもそれなりの地位らしい。信者たちが一いつ斉さいに頭を下げてきた。

「同どう志し諸しよ君くん、君たちの胸むねに、リリカル・ミュミュ様への愛は燃もえているかぁぁぁぁ!!」

『ファイヤァァァァァァァァァッ!!』

　邪神マスクの号令に、一同が唱和する。邪神マスクはコンクリートの壁かべにかけられたパネルを指差した。そこには、すらりと背せの高いメイド姿すがたの女じよ性せいのパネルが飾かざられていた。年ねん齢れいは一八前後だろうか？　気になるところは、写真の女性の視し線せんが完全に明後日の方向を見ているということだ。盗とう撮さつ写真臭くさかった。さらに壁には様々なデザインのメイド服を着たマネキンがずらりと並ならんでいた。

「それでは、同志よ！　我わが隊の規き則そくを唱和せよ!!」

　邪神マスクの呼びかけに、信者たちはかかとをそろえて口々に言った。

「我われ々われ、邪神組合メイド隊は常つねにメイドを愛さねばならないぃぃぃぃぃ！」

「メイドはぁぁぁぁぁ、人類史上核かく兵へい器きにも匹ひつ敵てきする偉い大だいなる発明品であるぅぅぅぅ。世の男の支し配はい欲よくと保ほ護ご欲よくをかきたててやまない至高の萌もえポイントなのであぁぁぁる!!」

「邪神組合メイド隊信者はぁぁぁぁ、二四時間メイドのことを考えるべしぃぃぃ！　東に病気のメイドさんあらば行って看かん病びようすべしぃぃぃぃ！　手作りおかゆを直ちよく接せつ食べさせてあげると最高であぁぁぁぁるぅぅぅぅ！」

「西に疲つかれたメイドさんあらば、行ってマッサージしてあげるべしぃぃぃぃ！　こった箇か所しよを、丹たん念ねんに揉もみほぐすべしぃぃぃぃ！」

「南に死にそうなメイドさんあらば、行って助けるべしぃぃぃぃぃ！　人工呼こ吸きゆうと心しん臓ぞうマッサージは基き本ほんであぁぁぁぁぁるぅぅぅ！」

「北に争うメイドさんあらば、その間に入っていくべしぃぃぃぃ！　メイドさんの攻こう撃げきは全すべて甘あまんじて自らの肉体で受け止めぇぇぇぇ、その刺し激げきとメイドさんの激げき情じようを全身で体感すべしぃぃぃぃぃ！」

「よぉぉぉし、邪神組合メイド隊、ファイヤァァァァァァァァァァ!!」

『ファイヤァァァァァァァァァァァ!!』

「モエモエェェェェェェェェェェェ!!」

『モエモエェェェェェェェェェェェ!!』

　邪神マスクと信者たちは酸さん欠けつになるまで叫さけび続けた。邪神マスクが汗あせをぬぐいながら終しゆう了りようを宣せん言げんする。

「よし、これで邪神組合メイド隊、定例会議を終わる」

「お疲れ様ですっ！」

　今のどこをどう見たら会議だったのかはなはだ疑ぎ問もんだが、本人たちは気にしてないようであった。なにはともあれ、あいかわらずのカルトぶりであった。

「さて……お嬢じようさん、待たせたな」

「わ、わたくしを、どうするつもりですの！」

　会長はイスに座らされただけで自由を奪うばわれたわけではないが、もはや逃にげるという選せん択たく肢しが頭の中に浮うかんでこなかった。今のヘンタイぶりをみせつけられ、会長は恐きよう怖ふのあまりまともな身動きすらできなかった。小動物のように体を震ふるわせながら、ゆっくり近づく邪神組合の面々を見た──この連中は、間ま違ちがいなくヘンタイだ。このままでは、どのような目にあうか……

「安心したまえ。手て荒あらなまねはしない」

「み、身みの代しろ金きんなら、父に言えばすぐに出ますわよ！　三億までならキャッシュで家にありますわ！」

「身代金？　愚おろか者めぇぇぇ！　我々が低てい俗ぞくな金ごときで買ばい収しゆうされると思ったかぁぁぁぁぁぁ!!」

　信者の一人が発した一いつ喝かつに、会長は身を縮ちぢませた。

「な、なら、どうしますの？」

「光栄に思うがいい。少女よ、君は、偉大なる大邪神リリカル・ミュミュ様に仕つかえる巫み女こに選ばれたのだ。これは非ひ常じように、光栄なことなのだよ」

「ひ、ひ……」

　邪神マスクが指を鳴らすと、信者たちが会長を取り囲んだ。会長は怯おびえて体を丸めた。

　怪あやしい秘ひ密みつ結社に囚とらわれの身となった会長。果たしてその運命は？




　そして話は進んで──翌よく日じつの放課後。総太郎たちは学校付近をあてもなく歩き回っていた。時じ刻こくは五時。放課後になってずっと探さがしているが、手がかりなしだ。夢姫がため息をついた。

「マズイわね。学校でみんなに聞いたけど、誰だれも知らない。副会長は昨日のケガで入院中。そして会長のほうは未いまだに帰ってない……会長、どこへ行ったのかしら？」

「このあたり探しても、いないんじゃないか？」

「仮かりにそうだとしても、なにもしないよりはマシよ」

　と、夢姫は熱心に会長を探索していた。会長失しつ踪そうの知らせはまだ学校には届とどいておらず、通常の欠席扱あつかいであった。騒さわぎが大きくならないうちになんとか会長を発見したい。

「ムム、これは……重要な手がかりを発見しました！」

「本当？　月詠さん？」

　夢姫と総太郎は静刃の元へ駆かけつけた。静刃は道みち端ばたを指差しながら言った。

「間違いありません、嶌しま智とも香かは、ここにいたはずです！」

　静刃は道端に置かれたダンボールを指差した。フタの開いたそのダンボールの中身は、カラだ。そしてダンボールの正面には『メスです、可愛かわいがってください』と書かれた紙が張はってあった。

「…………」

「おそらく嶌智香は、ここにいたに違いありません」

「……ねぇ、月詠さん。あたしにはあなたがどうしてそういう推すい理りに至いたったのか、どうしても理り解かいできないんだけど、説明してもらえない？」

「ふっ、簡かん単たんなことです。春日川かすがい夢姫にもわかりやすいように説明して差し上げましょう」

　静刃は自信に満ちた口調で断だん言げんした。

「嶌智香は、メスです」

「……だから会長がこのダンボールに入っていたって言うの！　人間が入れるわけないじゃない！」

　ダンボールのサイズは、夢姫が一ひと抱かかえできるくらいだろうか？　子こ供どもならいざ知らず、高校生が入れるサイズではない。

「無む論ろん、それだけではありません。ちゃんと証しよう拠こがあります」

「なによ、一いち応おう聞くわ」

「長い毛が落ちていました。これだけ長い髪かみは、あの女に間違いありません！」

　ダンボールに引っかかっていた毛をつまむ静刃。たしかに会長のツインテールはかなり長い。学校でも髪の長さではトップクラスだろう。だが──夢姫はその毛を手のひらに転がした。

「……この髪、金色なんだけど」

　会長は黒髪。色が違う。手がかりは消えた──最初からそんなものはなかったが。

「む？　会長と、カラのダンボール……」

　総太郎は腕うで組ぐみをして想そう像ぞうをした──『可愛がってください』と書かれたダンボールの中に座すわった会長。ネコ耳とシッポのオプション付きだ。その会長がすがりつくような眼まな差ざしで総太郎を見上げてきた。

（みぃー、六む尽じん君、わたくしを拾ってくださいませ）

「あなたの骨ほねまで余あますことなく拾い集めましょぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　自らの妄もう想そうに向かって抱だきつく総太郎。が、相手は電柱であった。顔面を痛つう打だして、うずくまる総太郎。

「イテテテテ」

「なにバカやってんのよ。縁えん起ぎでもないこと言ってないで、あんたもまじめに探しなさい」

「わかってるよ、まったく」

　取りあえず、総太郎たちはあまりアテにならないようであった。




　一方そのころ、囚われの会長は……

「暑いですわね」

「はい、わたしが仰あおぎます！」

「だいぶ空腹ですわ」

「寿す司しの出前をとりました！」

「退たい屈くつですわ」

「ビデオはいかがでしょう！」

　邪じや神しん組合の基き地ちの中、一いち段だん高く設もうけられた豪ごう奢しやなイスに座った会長は、信者たちの手によってかなりの歓かん待たいを受けていた。

「わたくし、こんなことをしていていいのかしら？」

　と、会長は自分の体を見回した。彼女は今、メイド服を着ていた。スカートの長いエプロンドレスだ。邪神マスクたちがこれを着るよう言ってきたので、おとなしく従したがった途と端たんにこの厚こう遇ぐうである。正直、面めん食くらっていた。

「あぁ、やはりわたしの見立ては正しかった。少女よ、君にはメイド服が映はえると、最初に見たときから思っていた。実にみごと、完かん璧ぺきだ！　これぞ我われ々われの求めていた理想のメイド像の形の一つだろう」

　隣となりの邪神マスクが感かん涙るいを流していた。

「えぇ、見た感じちょっと高たか飛び車しやで嗜し虐ぎやく心しんをそそられるのに、実じつ際さいの心は純じゆん粋すい無む垢くな少女の初うい々ういしさが残っている！　このギャップがなんとも言えず……モエモエェェェェェェェェェ!!　さすが久利林隊長、みごとなまでのご慧けい眼がんです！」

「ここでは邪神マスクだといっているだろう！」

「申し訳わけありません、邪神マスク様！」

　……なんだか、すごく疲つかれる気分だ。

「……わたくし、もう帰りたいのですけど」

「そんな、待ってください、メイド様！　あなたに見み捨すてられては、わたしたちは生きていく希望がなくなります！」

「いま少しお待ちを！　なにかお望みのものがあるならば、すぐに持ってきますから！」

　大の男たちがメイド姿すがたの会長の足元にひれ伏ふし、必死に泣き叫さけんでいた。もはや、会長は人ひと質じちではなかった。しかし人に頼たのまれると弱い会長は、つい周囲の願いに押おし流されてしまった。

「しかたありませんわね……なら、もう少しだけ」

「おぉ、ありがとうございます、メイド様！」

　会長は頰ほお杖づえをつきながら、軽くため息をついた。なんだか、話が妙みような方向に流れているな、と。




　その頃ころ──総太郎たちはカキ氷を食べていた。

「うん、美う味まい。まだ夏には早いけど、たまにはこーゆーのも悪くないな」

「お褒ほめにあずかり光栄です、総太郎様」

　この前の日曜に約束したとおり、静刃はペンギン型のカキ氷機を使ってカキ氷を作ったのであった。夢姫は真っ赤な氷をいらだたしげに食べながら言った。

「あんたらは気楽でいいわよね、本当に！」

「お前だって食ってるじゃないか、ユキ」

「これはヤケ食いよ！」

　夢姫は水を飲むように器うつわのカキ氷を口にかきこむと、新たな氷をセットして乱らん暴ぼうにハンドルを回した。
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「お待ちなさい、春日川夢姫。私のペンギン型カキ氷機、名づけてペギゴオリ君を乱暴に使わないでもらいましょうか」

「そのネーミングはどうかと思うし、これの名前はペン太郎だし、根本的にこれは月詠さんのじゃなくてソータのじゃない」

「細かいことはどうでもいいのです。それにしてもこのペギゴオリ君、春日川夢姫に似ていませんか？　チビで貧ひん乳にゆうなところが」

　総太郎がすかさず合いの手を入れた。

「おぉ、確たしかに！」

「うっさいわね！　背せが高くて巨きよ乳にゆうのペンギンがいるわけないじゃない！　鳥類ペンギン目ペンギン科の生物は卵らん生せいだから、おっぱいはついてないわよ！」

　怒おこりつつも突つっ込こむところは突っ込む夢姫。律りち儀ぎである。

「まぁ、いーじゃないか、ユキ。怒りっぽいぞ。氷を食って頭を冷やせ」

「……フンッ」

　夢姫は新しく作ったかき氷に赤のイチゴシロップをかけた。柄えの長いスプーンで口の中にかきこむようにして食べる。

「うーん……頭にキーンと来たわ。たまに食べると美お味いしいわね、なかなか」

「無む論ろんです。氷が違ちがいますから。大きな器に水を入れ、その器をタオルや発はつ泡ぽうスチロールなどの断だん熱ねつ材ざいで覆おおい、冷れい凍とう庫こで丸一日以上時間をかけてゆっくり凍こおらせると結けつ晶しようの整った氷ができます。きめが細かくなるので味が違いますよ」

　どうでもいい知ち識しきを披ひ露ろうする静刃。

「フーン、よく知ってるわね」

「春日川夢姫、シロップを使いすぎです。それでは氷の味がわかりません」

「いいじゃない、好きに食べさせてよね」

　静刃がヤレヤレ、とあきれたように首を振ふった。

「わかっていませんね。春日川夢姫はシロップを飲みたいのですか？　カキ氷が食べたいのでしょう？　ならば、氷の味を味わってこそのカキ氷です。その味が一番よくわかるのは、砂さ糖とう水みずをかけたみぞれです！」

　力説する静刃。その割わりにはこの前宇う治じ金きん時ときとか注文していたが、気にしてはいけない。静刃はそういう少女なのだ。

「いや、カキ氷っていったらやっぱりイチゴでしょ。定番よ」

「邪じや道どうですね。カキ氷はあくまで氷の味と食感を楽しむもので、シロップは二の次です」

「なによ！　なら、ソータはどっちがいいと思う！」

　総太郎は真っ白なかき氷を食べながら答えた。

「俺おれは、カルピスの原げん液えきをそのままかけたやつが一番好きだな」

『邪道よ（です）』

　二人がなぜか息をぴったりあわせて言ってきた。

「なんだよ、お前らこういう時ばっかり息をあわせて！　人の好みに文もん句く言うなよな」

　なにはともかく、カキ氷でこれだけ盛もり上がれるとは羨うらやましい。平和な光景であった。




　で、会長のほうはどうなったかというと……

「メイド様に、敬けい礼れぇぇぇぇぇぇぇいっ!!」

　信者たちが整列し、台の上に立つメイド姿すがたの会長に向かって敬礼をしていた。

「本日はぁぁぁぁぁ、メイド様がここにいらっしゃって三日目記念祭りであるぅぅぅぅ、みなのものぉぉ、存ぞん分ぶんに楽しむのだぁぁぁぁぁぁ!!」

「おほほほほほ、いい気分ですわ。さぁ、みなさん、踊おどりなさい」

　会長が手を振ふると、信者たちが一糸乱みだれぬ動きで旗はたを振りながら踊りだした。

「メイド様万ばん歳ざい！」

「メイド様モエモエェェェェ」

「メイド様、あぁ、メイド様！」

「我われらが希望、我らが女め神がみ！　メイド様！」

　気持ち悪いくらいにそろった振り付けの踊りだった。しかし、誰もがうつろな目をしていて、ロボットが動いているようにも見える。

「おほほほほほ、さぁ、みなさん、わたくしを崇あがめなさい、敬うやまいなさい、讃たたえなさい。わたくしこそはメイド神。唯ゆい一いつ無二の至し高こう神しんですわよ、おほほほほ！」

　満足そうな会長の隣に立つ邪神マスクは、疲つかれた顔でつぶやいた。

「ウーム……なにかおかしい。これではただの、末期的独どく裁さい者しやを一匹ぴき生み出しただけではないか。わたしはどこで間違えたのだ？」

　たぶん、最初から最後まで正しい箇か所しよはどこにもなかっただろう。

　会長はワイングラスを傾かたむけてジュースを楽しんでいるが、カラになったグラスを横に差し出した。

「ちょっと、グラスが空ですわよ！」

「申し訳わけありません」

　と、信者の一人が会長の差し出したグラスにジュースを注いだ。ちなみに『グラピヨン』というスイスのグレープジュースである。まろやかな甘あまみに独特の香かおり、そしてコクのある渋しぶみが特とく徴ちようのジュースで、ノンアルコールワインとも呼よばれる代しろ物ものだ。

　が、それを注いでいた信者の手がすべり、会長の手からグラスが落ちた。薄うすいグラスはそれだけで粉こな々ごなに砕くだけ散ってしまった。その音に、その場が静まり返った。

「も、申し訳ありません、メイド様。わたくしは、なんということを……ヒッ」

　粗そ相そうをした信者を、体たい格かくのいい大おお柄がらな信者が両側から捕つかまえた。彼が今してしまった行こう為いは、例えるなら某ぼう国こくの総そう書しよ記きに向かってメガネデブの変な頭と叫さけぶようなものである。

　会長が冷たい眼まな差ざしと共に首を切るジェスチャーをすると、信者は強ごう引いんに奥おくの部屋へ引きずられるようにして連れて行かれた。

「お、おゆるしを、どうかお慈じ悲ひを、メイド様ぁぁぁぁぁぁ！」

「フフフフフーフーフーフー♪……」

　鼻歌を歌いながら連れて行かれる信者を面おも白しろそうに眺ながめる会長。信者の悲鳴が聞こえなくなると、会長は立ち上がった。

「ほら、場が白けましたわよ。静か過すぎますわ。歌と踊りを！」

「は、はい、ただいま！」

　会長の独裁体たい制せいはまだまだ続きそうであった。




　会長が消えて三日目。総太郎たちはあてもなく探たん索さくを続けていた。会長失しつ踪そうは学校ではまだ秘ひ密みつになっているが、だんだん怪あやしむ生徒も増ふえてきた。会長の家のほうでもついに警けい察さつに通つう報ほうしたが、会長の父親の社会的地位から極ごく秘ひで捜そう査さが続けられているらしい、という情じよう報ほうを静刃が言った。どこからそんな情報を仕入れたかは不明だ。

「まったく、会長、どこにいったのかしら？」

「そう言えば、昨日の夢ゆめに嶌智香が出てきましたよ」

　何気ない風に静刃がつぶやいた。

「嶌智香が怪しい宗しゆう教きよう団だん体たいの教きよう祖そになるという夢でした」

「縁えん起ぎでもない話しないでよね、月詠さん！」

「あながち、夢でもないかもしれませんよ」

　どこまでわかっているのか、静刃は意味深な笑えみを浮うかべた。

「なんにせよ、身の程ほどをわきまえない女ほど醜みにくいものはありませんね」

「どういうことだ、静刃？」

「いえいえ、お気になさらずに」

　結局その日も探索に進しん展てんはなかった。




　会長はその日も機き嫌げんよくベッドに入った。邪じや神しん組合の基き地ちに来て以来、あれだけ豪ごう勢せいに歓かん待たいされれば機嫌が悪いはずがない。

「今日も楽しかったですわ。明日は、満まん漢かん全席でも食べたいですわね。踊りの振ふり付けも新バージョンが欲ほしいところですわ」

　などと言いながら目をつぶる。会長は、満足していた。望めばなんでも手に入り、周りの人間はみな彼女の言いなりだ。これ以上、なにを望む必要があろうか。

　だが……なにか大切なことを忘わすれているような気がしなくもなかった。それは最初からひっかかっていることだった。だが会長は腕うでにあるブレスレットのドクロを見ると、なぜかそんなことは気にならなくなってしまうのだった。

　そのときも同じだった。会長は気のせいだろうと納なつ得とくして、それ以上深くは考えなかった。そのまま夢の国へ会長が旅立ちかけたそのとき──

「嶌、嶌、目を覚ませ」

　夜中に自分を呼よぶ声がする。いったい誰だれだ、自分の安あん眠みんを妨さまたげるとは、命知らずにもほどがある。

「うるさいですわね。いったい、どなた……」

「気づいたか、嶌？」

　会長の眠ねむるベッドの傍かたわらに、緋ひ月づきが立っていた。紺こん色いろの装しよう束ぞくを着た緋月は、忍にん者じやのようである。実じつ際さい彼は忍者だが。

「まったく、退たい院いんして学校にいったら、嶌は行方ゆくえ不明ときた。おちおち入院もしていられないよ。慌あわてて町中をしらみつぶしに調べて、ようやく見つけたよ」

　苦労した、と緋月はこぼした。会長は顔を輝かがやかせた。自分を助けるためにわざわざ緋月がやってきた、それはすばらしい出来事だった。そしてこれこそが自分に足りないものだったのだと、会長は確かく信しんした。

「さぁ、早く逃にげるぞ。ここの連中が目を覚まさないうちに」

　と、緋月が会長の手を引いた。だが会長は、立ち上がろうとはしなかった。

「どうした、嶌？　早くいくぞ？」

「……帰る？　どこへ？」

「なにを言っているんだ。君の家に決まってるじゃないか」

「家？　副会長こそなにを言っていますの。わたくしの家は、ここですわ」

　会長は穏おだやかな口調で言った。

「ここは最高の場所ですわ。誰もがわたくしを崇あがめ、わたくしを敬うやまう……でもなにかが足りないと思っていましたわ。それは、あなたですわ。あなたがここにいれば、ここは理り想そう郷きようとなりますの」

「嶌、どうしたんだ、いったい？」

　会長の異い様ような雰ふん囲い気きに、緋月は緊きん張ちようした。なにか様子がおかしい。

「副会長。これからわたくしと一いつ緒しよに、ここで暮くらしましょう。そして、理想郷を築きずきましょう」

　緋月は、気づいた。会長の腕にあるドクロのブレスレット。そのドクロの目が怪しい輝きを放っていた。緋月は舌した打うちをした。

「洗せん脳のうされたか、嶌。目を覚ませ」

「わたくしは、冷静ですわよ」

　その時、部屋の扉とびらが外からノックされた。

「メイド様、なにかありましたか？　話し声がするのですが、なにごとでしょうか？」

「チッ、気づかれたか」

　舌打ちをした緋月は、開け放たれた窓まどに近ちか寄よった。

「お待ちなさいな、副会長！　どうして逃げますの！」

「嶌、権けん力りよくは麻ま薬やくだ。たやすく人を狂くるわせる。君はそこまで愚おろかではないはずだ。さぁ、逃げるんだ！」

　会長の手を摑つかむ緋月。だが会長は、その手を振り払はらった。

「副会長こそ、どうして逃げますの？　わたくしと一緒なのが、イヤですの？」

　緋月は嘆たん願がんするような口調で言った。その目には焦あせりの色が出ている。

「嶌、目を覚ましてくれ、頼たのむから」

「……目を覚ますのは、あなたですわよ、副会長」

　会長が冷え冷えとした声で言った。

「この期ごに及およんでまだわたくしの魅み力りよくがわかりませんの？　どうやら、月詠さんにすっかり骨ほね抜ぬきにされたようですわね」

「なんでそこで月詠静刃の名が出てくるんだ！」

「そんなに月詠さんがよろしいの？　わたくしよりも！」

　会長が、つめよる。その会長のしつこい態たい度どに、緋月はとうとう苛いら立だちと共に吐はき捨すてた。

「いいかげんにしろ、嶌。そんなくだらないことで対たい抗こう心しんを燃もやしてどうするんだ！」

「くだらなくありませんわ。わたくしにとっては、重要ですわ！」

「なら、はっきり言ってやる。今みたいに濁にごった目をした君と比くらべるならば、月詠静刃のほうが百倍は魅力的だな」

「!!」

　その時、扉が強ごう引いんに開け放たれて信者が押おしかけてきた。信者たちは賊ぞくの侵しん入にゆうにいち早く気づいた。

「む、曲くせ者ものめ！」

「チッ」

　舌打ちをした緋月は、会長を連れていくことをあきらめ、窓から飛び出してあっという間に夜よ闇やみへ紛まぎれていった。

「逃がしたか。メイド様、ご無事ですか！」

「……どうしてですのどうしてわたくしから逃げますのなにが不満と言いますのなにが問題なのですのどうしてどうしてなぜなぜ……」

　会長はツメを嚙かみながらぶつぶつとつぶやいていた、信者はそんな会長の様子に戸と惑まどって声をかけられなかった。

「なぜなぜなぜなぜなぜわたくしが月詠静刃なんかに負けますの劣おとりますのなぜなぜなぜなぜなぜなぜ……」

　会長はがぶりと、指先を食い破やぶる勢いきおいで自らの指をかんだ。口の端はしから赤い血が漏もれる。そして会長の言葉に合わせるように、その手首にはまったドクロのブレスレットが怪あやしい輝きを強めていった。

「こ、これはいったい！」

「むぅ、これはまさしく、ミュミュ様の力！」

　邪じや神しんマスクが叫さけんだ。会長の全身を光が包んでいくのを眺ながめつつ、腕うで組ぐみをした邪神マスクが言った。

「やはりわたしの見立ては正しかった。メイド様はその心を完全に大邪神リリカル・ミュミュ様と同調させることに成功した。これによりメイド様は完全なミュミュ様の巫み女この力を得て、我われ々われを導みちびいてくださるだろう」

　おぉ、と信者たちが歓かん声せいを上げる。邪神マスクが平へい伏ふくした。

「みなのもの、跪ひざまずけ！　我らの新たな主の誕たん生じようだ！」

『ハハァァァァァァァァ!!』

　全員が頭を下げる中、会長の変化は終わろうとしていた。全身を包む光が会長の体の中へ吸すい込こまれるようにして消えていった。その輝かがやきは、会長の髪かみを変へん貌ぼうさせていった。

　変化の終わった会長は、ゆっくりと周囲を見回した。体が軽い。まるで生まれ変わったかのような気分だった。そしてその目には、先ほどまでと違ちがった輝きがあった。例えるならそれは──悪意だった。

　先頭で平伏する邪神マスクが尋たずねた。

「我らが主、メイド様！　我々に新たな道をお示しめしください」

「えぇそうですわね……全ての元げん凶きようは、月詠さん、月詠静刃ですわ！　我々の敵は、月詠静刃ですわ！」

　怒いかりと憎にくしみに縁ふち取どられた眼まな差ざしを持ち上げる会長。会長は叫さけんだ。

「全員集合ですわよ！　明日の朝一番で、出しゆつ撃げきですわ。総そう員いん、戦せん闘とう準じゆん備び！」

「はっ、了りよう解かいしました」

「待っていなさい、月詠静刃。わたくしが今、あなたに引いん導どうを渡わたして差し上げますわよ、おーほっほっほっほ！」

　会長の高笑いが、夜の赤あか霧ぎり市しにこだました。




　暗闇に隠かくれた緋月は荒あらく息を吐はいていた。邪神組合の追っ手はしつこかったが、なんとか撒まいた。しかし、もう手て遅おくれだ。風に乗って聞こえてくる会長の声は、もはや理り性せいを失っていた。

「なんてことだ。嶌が、邪神組合の犠ぎ牲せいになるとは……だが、まだ間に合うはずだ。嶌が人間の心を完全に失ってしまう前に、なんとか救すくい出さないと……」

　だが、それは難むずかしい。先日の件けんのダメージがまだ緋月の体には残っていた。今も少し走っただけで息が切れた。緋月一人では会長を救えるかどうか、怪しかった。

「くっ、しかたがないか……彼女に、頼たよるしかないか」

　緋月は夜空を見上げた。彼が頼る相手は、冷たい眼差しで彼を見下ろしながら『なんで私がそんなことをするのですか、緋月暁さとる』と言っているようだった。しかし、もう頼れる相手はいない。

　だがその相手が救いの女め神がみになるか、疫やく病びよう神がみになるかはまだわからなかった──そして後者になる可か能のう性せいが高い気がするのも事実だった。

「やっぱやめようかな、月詠静刃に頼るのは」

　少し弱気になってしまう緋月であった。




　──翌よく日じつ、早めに登校して教室にいた総太郎は、外の様子が騒さわがしいことに気づいた。

「おい、なにかあったのか？」

　と、慌あわただしい様子で走ってきた級友を捕つかまえて尋ねてみる。

「あぁ、ここのところ休んでいた会長がさ、見つかったんだよ！」

「え？　マジか」

「まさか、失しつ恋れんを痛いた手でに飛び降おり焼身首くび吊つり入水服毒ガス自殺をした死体が発見されたのですか！」

「縁えん起ぎでもないこと言わないでよ、月詠さん！　しかも、多すぎてどれで死んだのかよくわかんないわよ！」

「絶ぜつ対たいに死ねるよう、確かく実じつを期しての行動です」

「だいたい首を吊りながら飛び降り自殺なんてどうやんのよ！」

「たぶん、ビルの屋上で首を吊って、自重で縄なわが切れたら落下するようにしていたのでしょう」

「そんな方法はどうでもいいのよ！　で、会長がどうしたの？」

　促うながされて、級友が続ける。

「いや、それがさ、大変なことになってんだよ。会長が、なんていうか……グレた、って言えばいいのかな」

「なるほど。レディースになったのですね」

「いや、そうじゃないわよ」

　と、級友の女子が口を挟はさんできた。

「会長ね、髪かみ染そめてたの。金きん髪ぱつに。もう、学校中のウワサよ」

「あの会長が？」

　夢姫には信じられなかった。確たしかに会長は失恋したかもしれないが、芯しんはしっかり通った人だからそんな行動に出るとは思えなかった。

「しかもね、ロールしてるのよ、髪が」

「え？」

「それは本当くわぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「な、なによ、ソータ、いきなり」

　総太郎は嬉うれしそうに顔を歪ゆがめながら言った。

「なにだって？　お前今の話を聞いていたのか？　金髪だぞ、しかもそれがロールしてんだぞ。金髪縦たてロールの生徒会長といえば、男の夢ゆめ、憧あこがれだ！」

「そ、そうなの？」

「そうだ、代だい表ひよう格かくは高校生のクセに夫人呼よばわりされてるテニスマニアとか」

「……その話の会長は男じゃなかったっけ？」

「個こ人じん的には実じつ写しや版ばんにジャージ姿すがたで現あらわれた時はいたく幻滅したが……えぇい、細かいことはともかく、女の生徒会長ならば、日本人として遺い伝でん的にありえないような金髪！　そんでもってチョココロネみたいな形をした縦ロール！　これが基き本ほんというか、王道！　英語で言うと、キングオブロード！」

「いや、それすごくウソくさいんだけど、最後の英えい訳やく含ふくめて」

「とにかく、こいつは一目見ずにはおれまい。会長は、どこだ？」

　その質しつ問もんに最初の級友が答えた。

「ついさっき、校門のところに来たって話だぜ」

「よし、さっそく会長のところへレッツラゴー！」

　言うや、総太郎は教室を飛び出していった。すさまじい速さだ。一いつ瞬しゆんで廊ろう下かの向こうへ消えていった。

「あっ、まったく、こういうときだけは素す早ばやいんだから。月詠さん、どうす……」

「早く行かないと、置いていきますよ、春日川夢姫」

　静刃はすでに廊下を走り出すところだった。夢姫も追いながら一いち応おう突つっ込む。

「むっちゃいく気ね、あなた」

「あの女がそんなアタマワルイ髪型しているのなら気になります」

「散々な言いようね。まぁいいわ。会長が無事かどうか、確かく認にんしないと」

　と言うわけで三人は外に来たという会長の下もとへ駆かけつけた。

　級友が言っていた通り、久ひさ々びさに姿を現した会長のウワサはすでに学校中に広まっており、校門前には人だかりができていた。おかげで会長の姿がよく見えない。

「ちぇっ、よく見えないな」

「人が多いわね」

　背せ伸のびをして見ようとする総太郎。その時、人だかりの中央から会長の声が響ひびいた。

「みなさん、道をおあけなさい」

　その言葉が響いたとたん、人だかりが二つに分かれた。まるでモーゼのようである。総太郎たち三人と、会長。その二つを結ぶ間の生徒たちが左右へ道をあけたのであった。

「あ、会長。無事で……って、えぇぇぇっ！」

　ようやく見えるようになった会長の姿に、総太郎と夢姫は驚おどろきの叫さけびをあげた。

　ウワサの通り、会長は金髪になっていた。この前までは艶やかな黒髪だったはずだというのに、今日はその髪が金色に輝かがやいていた。鮮あざやかな金糸のような輝きである。

　さらにツインテールのテールが、今は螺ら旋せんを描えがくようなロールとなっていたのである。見た目、その髪型は確かにチョココロネにも見えた。だが、総太郎の予想を上回っている点が一つあった。

　会長のロールは、真横に伸びていたのである。地面と水平方向に、左右から金髪が飛び出ていた。例えるなら、頭の両横にコイルがついているような感じであった。それは縦ロールというより、横ロールだった。しかも左右に突き出た金髪は、かなり長い。会長の肩かた幅はばの倍くらいの長さまで、螺旋を描きながら飛び出ていたのである。会長が動くたびに、その振しん動どうで横ロールが揺ゆれていた。

「お久しぶりですわね、月詠さん」

　と、会長は他の人間など眼がん中ちゆうにないように、まっすぐ静刃を睨にらんできた。その目は友好的なものとは言いがたかった。

「えぇ、久しぶりですね、嶌智香。今日はまた、変わったお友達がご一いつ緒しよのようですね」

　会長の背はい後ごには、邪じや神しんマスクをはじめとする邪神組合の信者が一〇人以上並ならんでいた。そして会長はなぜか、メイド服を着ていたりする。

「会長、今までどこに行ってたんですか！　みんな、心配してたんですよ！」

　夢姫の声など耳に入らないように、会長は無む視しした。まっすぐ静刃を見み据すえ、指を突きつける。

「月詠静刃……あなたに、決けつ闘とうを申し込みますわ！」

「決闘？　唐とう突とつですね。なんでまた」

「理由は決まっていますわ。それは、愛ゆえにですわ」

「愛、ですか……マダガスカルのサルですね」






[image: ]






「それはアイアイでしょ、月詠さん」

　夢姫がすかさずつっこむ。

「では、ドイツ語で一ですね」

「それはアイン。まじめにやんなさいよ！」

　いつもと変わらぬ静刃の調子に、会長が不ふ快かいげにマユを寄よせた。

「あいかわらずですわね。ですが、その余よ裕ゆうぶった態たい度ども今日までですわよ！」

「まぁ、売られた勝負は買いましょう……では」

　と、静刃が目にも留とまらぬ速さで懐ふところから手しゆ裏り剣けんを取り出し、それを会長めがけて投げつけた。いきなり容よう赦しやのない攻こう撃げきである。

　だが会長は慌あわてず騒さわがず、静かに手を振ふった。

「なんの、バリヤーですわっ！」

　すかさず邪神組合の信者たちが会長の前に立ち、静刃の投げた手裏剣を受け止めた。何人かの体に手裏剣がモロ刺ささったが、彼らは短くうめいただけだった。

「げ？　正気か、あの連中？」

　見物していた生徒たちからどよめきが上がった。とてもマトモな人間のとる行動ではない。会長は手を口に当てて高笑いをした。

「おほほほ、無む駄だですわ。これこそ邪神組合名物、邪神バリヤーですわよ。このわたくしの僕しもべたちがいる限かぎり、わたくしに攻撃は届とどきませんわ」

「そうですか、ならば……月詠流忍にん術じゆつ、火か遁とんの術!!」

　静刃が手を振ると、静刃の足元から炎ほのおが伸のびた。地面を走っていく火は会長めがけて一直線に進んでいく。それを見て、総太郎が驚きよう愕がくの声を漏もらした。

「静刃、そんなマトモに忍者っぽい技わざが使えたのか！」

「なんだか、少し引っかかる言い方ですね」

　珍めずらしく不ふ愉ゆ快かいそうに静刃が言う。夢姫が小声で付け加えた。

「というか、炎がいきなり地面を走る時点でマトモとは言いがたいけどね」

　一方の静刃の放った炎はそのまま会長をかばうようにして立つ信者に命中した。信者のローブが勢いきおいよく燃もえ上がる。

「アチャチャチャ！」

「同どう志し、しっかりしろ！」

　燃えた仲間の消火作業に入る信者たち。会長がすかさず叱しつ責せきした。

「持ち場から動いてはダメですわ！」

「え？　し、しかし……」

「あなたがたはそこでわたくしの壁かべになっていなさい！　そのスキに、わたくしが月詠静刃を倒たおせば全すべて丸く収おさまりますわ！」

　燃えている信者は地面を転がって熱さに苦しんでいる。会長はそんな信者を一いつ顧こだにせず、両手を広げた。

「おほほほ、さぁ、今こそわたくしの真なる力を見せるとき！　大邪神リリカル・ミュミュの巫み女こに選ばれたわたくしが身につけた新たなる力、見せて差し上げますわ!!」

　会長はこぶしを前方に突つき出しながら、叫さけんだ。

「必殺、邪神ドリルッ!!」

　瞬しゆん間かん、会長の横ロールが、伸びた。それどころか高速回転を開始した金きん髪ぱつは、静刃めがけて一直線に伸びていった。その様は、あたかも回転する円えん錐すい形けいのドリルであった。

「なんですって！」

　さすがにこの攻撃は予想外だったか、静刃が珍しく驚愕しつつ、後ろに跳ちよう躍やくしてその攻撃をかわした。狙ねらいの外れたドリルはそのまま地面に刺さり、巨きよ大だいな穴あなをうがった。

「す、すげぇぇぇぇぇ!!　っていうか、どういう仕組みだよ？」

「あたしに聞かないでよ！　奇き人じん変人ショーじゃないんだから、もう！」

「すっげぇ、会長カッコイー！」

「いけいけ！　そのままゴーゴー!!」

　原理は不明だが、威い力りよくは申し分ない会長のドリル攻撃。ギャラリーからは歓かん声せいが上がった。どうやら、見た目がかっこよければ細かいことは気にしないらしい。

「おほほほほ、いかがかしら？　これがわたくしの手に入れた新たなる力ですわ！　そう、ドリルこそは、力の象しよう徴ちよう！　ドリルこそは最強の証あかしなのですわ！」

「すげぇ、マジすげぇよ、会長」

　総太郎は感動の眼まな差ざしで会長を見ていた。

「ドリルとメイド。男の夢ゆめを二つも持ち合わせるなんて、すばらしい！　感動だ！　これだけでメシが三杯ばいは食える」

「ヘンタイにしかわからないツボみたいね」

「その通りであぁぁぁる！」

　会長の周囲にいた信者たちが口々に叫んだ。

「ドリルこそは我われらの力の象徴なり。それを手に入れたメイド様は、まさしく最強無む敵てきの存そん在ざいなのだぁぁぁぁぁぁ！」

「ドリルこそ男のロマン！　男は黙だまってドリルだぁぁぁぁぁ！」

「メイドのドリルはぁぁぁぁぁああ、世界一ぃぃぃぃぃいい!!」

「……笑わせてくれますね」

　そんな信者たちを見て、静刃が鼻で笑った。

「その程てい度どのドリルでいい気になってもらっては困こまりますね。ドリルなど、所しよ詮せんは非ひ科か学がく的です。模も型けい人気にあやかってアニメにも出ていないのに強ごう引いんに商品化したような機体は、他の三機と一いつ緒しよに黒歴史に封ふう印いんされるのがオチです」

「黙れ黙れ、ドリルには科学を超こえたロマンが込こめられているのだ！　その円錐形の螺ら旋せんに込められた先人たちの知ち恵えは、常つねに熱く回っているのだ!!」

　と、信者が反はん論ろんする。どうやら、相当なドリル好きなようだ。他の信者たちも口々に叫んだ。

「そのとおりだ！　だから映えい画が化かにあたってデザインをリファインした無む駄だに科学的な円えん筒とう形けいのドリルなど断だんじて認みとめない！」

「そう！　装そう着ちやくしただけでその振しん動どうで転てん倒とうするような設せつ定ていなど無用！　ドリルは科学を超ちよう越えつした存在なのだぁぁぁぁぁぁ!!」

「ドリル最高ぉぉぉぉ、メイドモエモエェェェ」

　口々に絶ぜつ叫きようする信者たち。あいかわらずのカルトぶりである。静刃は落ち着き払はらって言った。

「ふっ、吠ほえていなさい。そんな邪じや魔まなロール髪がみなど、私が取り除のぞいて……」

「必殺、邪じや神しんドリィィィィルッ!!」

　会長がすかさず髪を伸ばして攻こう撃げきしてきた。完全に油断していた静刃は、その攻撃をかわす暇ひまもない。回転する金きん髪ぱつが吸すい込まれるように静刃の胴どう体たいに伸びていき──静刃の長身を、軽々と弾はじき飛ばした。

「し、静刃っ！」

「ウ、ウソでしょ？」

　総太郎と夢姫がうめく。信じられなかった。理り不ふ尽じんなくらいに強い静刃が、こうもあっさりと相手の攻撃を受けるとは、悪あく夢むでも見ているような気分だった。

「うっ」

　宙ちゆうを舞まった静刃は地面に叩たたきつけられ、その衝しよう撃げきで短く息を漏もらした。静刃はうつぶせに倒たおれたまま顔を上げ、右みぎ腕うでを斜ななめに伸ばしつつ言った。

「だから、ドリルは取れと言ったのです」

「いや、そんなこといつ言ったのよ！」

「ガク」

　静刃は力ちから尽つきてその場に倒れた。だが、ガク、とか自分で言っているあたりまだ余よ裕ゆうがありそうだった。

「お、おーっほっほっほ、勝ちましたわ！　月詠静刃、恐おそれるに足らずですわね、おほほ」

「こらぁ、お前たち、なんの騒さわぎだ、これは！」

　と、一人の男だん性せい教きよう諭ゆが姿すがたを現あらわした。騒ぎを聞きつけてやってきたようである。その姿を見て、見物していた生徒たちが左右に分かれた。その間をヅカヅカとやってくる教諭。

　やってきたのは、水すい天てん主しゆ高校の生徒指し導どうを担たん当とうしている野の中なか教諭である。厳きびしい指導とねちっこい性せい格かくから生徒からは嫌きらわれている教きよう師しである。細いメガネを光らせながら野中教諭は神しん経けい質しつそうにあたりを見回した。そしてメイド服を着た会長に目を留とめ、メガネを押おし上げながら怒ど鳴なった。

「む？　お前は……三年の嶌か？　その髪はなんだ！　それに、そのカッコウも！」

「あら、野中先生ではなくて。ご機き嫌げんいかが？」

　会長はつめよる野中教諭に嫣えん然ぜんと微ほほ笑えみかけた。

「貴き様さま、なにを考えている！　染せん髪ぱつは校こう則そくで禁きんじられているだろう！」

「おほほほ、そんなこと、別に今さら……」

「月詠流、火か遁とんの術じゆつ!!」

「うぎゃぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　背はい後ごから迫せまってきた炎ほのおが野中教諭に引火した。全身を赤い炎に包まれながら絶ぜつ叫きようし、野中教諭は走り去っていった。

「ちっ、私としたことが、少し狙ねらいがずれましたか」

　と、舌した打うちが聞こえる。ヒロインの復ふつ活かつに、見物していた生徒たちが歓かん声せいを上げた。

「あら、無事でしたの？」

　会長の視し線せんの先では、今まで倒れていた静刃が立っていた。今の攻撃も彼女のものだ。静刃はダメージを感じさせない様子で平然としている。

「残念でしたね。あの程てい度どの攻撃で私を倒せるとは、思わぬことですね」

　実じつ際さい静刃にダメージは皆かい無むなようであった。総太郎はつぶやいた。

「きっと『ドリルは取れ』のネタがやりたかったからわざと攻撃を喰くらったんだな」

「たぶんそうね」

　体を張はった芸であった。ちなみに燃もえ盛さかる野中教諭は、中庭の池に飛び込んでなんとか一命を取り留めた。黒い煙けむりを口から吐はきながら池にプカプカと浮うかぶ様は、あまり無事とは言えなかったが。

「小こ賢ざかしいですわ。ならば、倒れるまで何度でも攻撃すればいいだけのこと！」

　叫さけび、会長の横ロールが鎌かま首くびをもたげた。高速回転しながら蛇へびのように伸のびると、左右から静刃に飛び掛かかっていく。再ふたたびその攻撃も命中するかに見えたそのとき、ドリルと静刃の間に新たな人ひと影かげが割わり込んできた。

「それくらいにしろ、嶌」

　その人影が、会長のドリルを受け止めた。耳みみ障ざわりな金きん属ぞく音おんがあたりに響ひびく。会長は、思わず叫んだ。

「あなたは、副会長！」

　現れたのは、緋月であった。短い忍にん者じや刀とうを両手に構かまえてドリル金髪を受け止めた緋月は、そのまま力ずくでドリルをはじいた。

「まったく、こんなに早く動くとは思わなかった。おかげで居い場ば所しよを探さがすのにまた手間取ったよ」

「緋月暁ですか。いったい、どういう風の吹ふき回しです？」

　緋月と静刃の仲は悪い。それはこの前の日曜の件けんで決定的になった。にもかかわらず静刃をかばうとは、緋月の行動原理がわからなかった。

「……カン違ちがいするなよ。別に君を助けたわけじゃない」

　緋月は視し線せんを会長に固定したまま、淡たん々たんと告げた。

「ただ、力におぼれた嶌を、止めにきただけだ。だから、今は休戦しよう」

「……別に、好きにしなさい。私に手助けは無用です。邪じや魔まだったら、あなたごと嶌智香を倒たおすだけですよ」

　静刃は緋月の乱らん入にゆうになにを感じたのか、無む表ひよう情じようにそう言った。彼女の顔の奥おくにある感情は、残念ながら読み取れなかった。

　自分に向かって刃やいばを向ける緋月を見て、会長が叫んだ。

「副会長。どうして月詠静刃をかばいますの！」

「かばうわけじゃない。ただ、静観してられなかっただけさ」

「ゆ、ゆ、ゆるせませんわ！　この期ごに及およんで、まだそんな女に！　わたくしの力を、見せて差し上げますわ！」

　会長はドレスのスカートを強く握にぎり締しめつつ、横ロールを動かした。甲かん高だかい音と共に高速回転するドリルが、緋月と静刃に狙いを定めてくる。

　静刃はこのような状じよう態たいでも、なお平然としたまま腕うで組ぐみをして立っている。緋月は油ゆ断だんなく日本刀を構えて背はい後ごの静刃に尋たずねた。

「……で、どうする気だ？　なにか手はあるのかい？」

「まぁ、作戦がないわけではありませんがね」

「ほぅ？」

「あなたが一人つっこんで連中を全員片かた付づけてください。それで全すべて終わりです」

「……それのどこが作戦なんだ！」

　世間ではそれを、無む謀ぼうな特とつ攻こうという。

「スキありですわ!!」

　会長のドリルが迫せまる。二人はそれを跳ちよう躍やくしてかわすが、ドリルは地面を砕くだき、その破は片へんが周囲に飛び散った。その破片から身を守りつつ、緋月が怒ど鳴なる。

「ちっ、しかたない。ならば、ぼくがつっこむ！　後こう衛えいは任まかせた！」

「どうぞご自由に」

　緋月が空中で身をひねりながら着地し、すぐさま地面を蹴けって会長の下へと駆かけていった。すかさずドリルが動き、緋月を迎げい撃げきしようとする。だがそうはさせじと、静刃が叫んだ。

「月詠流忍にん術じゆつ、火か遁とんの術!!」

　静刃の忍術が発動し、炎ほのおが伸のびる。その炎はみごとに命中し、燃もえあがった。ただし、緋月が。

「あちゃちゃちゃちゃちゃ!!」

　全身を炎に包まれた緋月は、もはや攻こう撃げきどころではなかった。手の刀を取りこぼして、熱さにのたうちながら突っ込んでいく。

「マ、マズイ、敵てきがくるぞ！　メイド様を守れぇぇぇぇ!!」

「よし、無敵の邪神バリヤァァァァァ!!」

　と、信者たちがスクラムを組み、燃えながら突っ込んでくる緋月から会長を守るべく身み構がまえた。

「あちゃちゃちゃちゃちゃちゃ!!」

　燃え盛る緋月の勢いきおいは衰おとろえず、むしろますます加速して信者たちに向かってくる。赤い炎の奥の瞳ひとみは、まっすぐ信者たちの奥に隠かくれた会長を見み据すえていた。

「ヤ、ヤバイ。あいつ、目がマジだ！」

「あちぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!」

　全速力で駆ける緋月が、信者たちと正面衝しよう突とつした。並なみ外はずれた身体能のう力りよくを持つ緋月の体当たりに、信者たちのほうが弾はじかれ、スクラムが崩くずれた。それどころか、身に着けていた紫むらさき色いろのローブに火が燃え移うつり、信者たちの体も一気に燃え上がった。

『アチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャチャ[image: ]』

　十数人の男たちが炎に包まれてそこいら中を駆け回る──はっきり言って、地じ獄ごく絵図だった。そして数分とたたず、全員が消し炭ずみみたいに真っ黒になってそこら中に倒れる結果となった。まさしく死し屍し累るい々るいといった有様だ。ただ、ご都合主しゆ義ぎ的に全員生きている。

「な、なんていうか……すさまじい結果だな」

「あたし、もう言葉が出ないわ」

　総太郎と夢姫が言葉を漏もらす。見物していた生徒たちも、凄せい惨さんな光景に少し引いていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、あの人たち？」

「誰だれか、救急車呼よべよ」

「でも、いいのかな？」

　生徒たちはまだ事態が飲み込めていないので、静観するつもりのようだった。彼らにしてみれば、目の前でおきている出来事は現げん実じつ離ばなれしたファンタジーにしか思えないのだ。

　そこで倒れた緋月が口から煙けむりを吐はきながら静刃のほうを睨にらんだ。

「な、なんで……」

「あなたが突っ込むと言ったから、援えん護ごして差し上げました。感かん謝しやしてください」

「ど、どこが、援護だ！」

「まったく。全員倒せといったのに、嶌智香が残っているではありませんか。つくづく使えない男ですね」

　散々な静刃の物言いに、地面に倒れたまま緋月はうめいた。

「ふ、ははははは、やはり、月詠静刃、君こそは、我わが宿しゆく敵てき……ガク」

　力ちから尽つきたようにうつむく緋月──緋月アーンド邪じや神しん組合信者軍ぐん団だん、そろってリタイアである。これで後は静刃と会長の一いつ騎き打うちだけとなった。

「よ、よくもやってくれましたわね！　でも、いい気にならないことですわね。信者たちをいくら倒したところで、わたくしは痛いたくも痒かゆくもありませんわ！」

「私も痛くないし、痒くもありませんよ」

　静刃の軽口は、会長の怒いかりの炎に油を注いだだけだった。

「お黙だまり！　こうなったら、一騎打ちですわ！　あなたを倒し、わたくしは副会長を手に入れますわ！」

　その緋月は会長の目の前で燃え尽きて倒れているのだが、会長には見えていないようだった。頭に血が上って、細かいことが考えられなくなっているらしい。

　会長の周囲で耳みみ障ざわりな回転音を立てる二本の横ロールを見つめ、静刃はようやく腕うで組ぐみをしていた腕を下ろした。

「では、私も少しは本気を出すとしますか。あなたに見せて差し上げましょう。そんな紛まがい物ではない、本物のドリルの威い力りよくというものを！」

「静刃もドリルが使えるのか！」

　総太郎の驚おどろきに応こたえ、静刃が頷うなずいた。

「月詠流忍にん術じゆつの辞じ書しよに、不ふ可か能のうという言葉は無さそうであります」

「だからどうした！」

　本当に静刃がなにが言いたかったのか、よくわからない。

「行きますよ。奥おう義ぎ、忍者ドリルッ!!」

　静刃が言いながら、自分の制せい服ふくのスカートのすそをつまんで上下に振ふった。ガチャリ、と音を立てて巨きよ大だいな物体が中から転がり落ちてきた──が、それは数振りの鞘さやに納おさまった日本刀であった。夢姫が思わず尋たずねた。

「月詠さん、それがドリルなの？」

「……ちょっと、つまっているようですね」

　つまっているって、トイレかよ、と総太郎と夢姫は心の中で突つっ込んだ。静刃はさらにスカートを振って、中から武ぶ器きを取り出した──今度は、鎖くさりに繫つながれた鉄球が転がり落ちてきた。

「おかしいですね。ドリルが出てきません」

「っていうか、それをどこにしまっていたんだ、静刃」

　その鉄球は夢姫がうずくまったくらいの大きさがある。どう考えても、静刃の短いスカートに入っていられるサイズではなかった。

「総太郎様。女じよ性せいには男性にない秘ひ密みつのポケットがあるのですよ」

「いや、それにしたって限げん度どがあるだろう！」

「月詠さん、下品よ」

「おかしいですね、ドリルは確たしか、このあたりに入れておいたはずなのですが……」

　静刃がスカートを振りまくった。その度に次々と武器が転がり落ちてきた──巨大な半月刀、槍やり、斧おの、鎌かま、薙刀なぎなたなどはまだいいほうだった。どう見ても拳けん銃じゆうにしか見えない物体が転がり出てきた後は、もうメチャクチャだった。短たん機き関かん銃じゆうに突とつ撃げき銃じゆう、散さん弾だん銃じゆう、果てはガトリングガンに迫はく撃げき砲ほう、バズーカ砲まで出てきて、静刃のそばには武器の小山が築きずかれてしまった。総太郎に夢姫、会長、生徒たちもその光景を見ていて、もはやあいた口がふさがらなくなっていた。

「おかしいですね。どこにもドリルが見当たりません」

「っていうか、あれだけの量の武器をどこに持っていたのよ。物理的にどう考えても入らないでしょ」

「二二世紀のネコ型ロボットの袋ふくろみたいなスカートだよな……というより、静刃さ。はっきり言って、どれでもいいからその武器を使えば、勝てるんじゃないか？」

「いえ、それではダメなのです、総太郎様！」

　静刃はこぶしを握にぎり締しめて力説した。

「相手がドリルを使ってきた以上、こちらもドリルで応えるのが礼れい儀ぎです！」

「あぁ、そうなのか」

　静刃には静刃なりのこだわりがあるようであった。なおもスカートを振っていた静刃だったが、そこでハタと思い出したか、ポンと手を打った。

「思い出しました！　ドリルは、今車しや検けん中ちゆうでした！」

「車検ってなによ、車検って！」

「我わが月詠流忍術では、それぞれの武器を数年に一度検けん査さに出すことが義ぎ務む付づけられているのです」

　律りち儀ぎなのかバカなのか、よくわからない制度だ。

「となると、忍者ドリルが使えませんね……しかたありませんね、代用品で我が慢まんしましょう。威力は数すう段だん落ちますが、いたしかたありません」

　そう言って静刃が取り出したのは、ペンギン型のカキ氷機であった。会長が怪け訝げんな顔をした。

「なんですの、それは？」

「私が愛用しているカキ氷機、名前は『春日川夢姫Ⅱ世』です」

　そのネーミングに、名前の由来になった人物が叫さけんだ。

「『ペギゴオリ』じゃなかったの！　『ペギゴオリ』じゃ！」

　しかしその夢姫の叫びを二人は聞いてなかった。会長が鼻で笑う。

「笑わせてくれますわね。そんなもので、なにができると言いますの！」

「ふっ、甘あまく見ないで欲ほしいですね。この『春日川チビ太』はドリルの一種なのです」

　夢姫は額ひたいに青あお筋すじを浮うかべながらつぶやいた。

「月詠さん、あたしにケンカ売ってる？」

　そのカキ氷機は、頭のハンドルを回すと内部の刃はが回転する仕組みとなっていた。確たしかに広こう義ぎ的にはドリルになるのかもしれなかった。

「おーほっほっほっほ、ならばそのドリルごと、あなたの夢む想そうを砕くだいて差し上げますわ！」

　会長の横ロールが再ふたたび静刃めがけて伸のびてきた。だが静刃はその場から動こうともせず、地面に片かたヒザをついて、カキ氷機のハンドルに手をかけた。

「では行きますよ。その力を見せなさい『春日川夢姫貧ひん乳にゆうチビブサイク号』！」

「だから、『ペギゴオリ』じゃないの、『ペギゴオリ』じゃ！」

「落ち着けって、ユキ！」

　静刃に詰つめ寄よろうとする夢姫を、総太郎は羽は交がい締じめにして必死に押おしとどめた。そんな夢姫の反はん応のうをよそに、静刃はハンドルをしっかり握ると、すさまじい速さでハンドルを回転させ始めた。それこそ、目にも留とまらぬ速さであった。

「月詠流忍にん術じゆつ奥おう義ぎ、忍者ドリィィィィィルッ！」

　高速回転する静刃の手元が稲いな光びかりを発し始めた。さらに、その回転が風を巻まき起こし、それはそのまま竜たつ巻まきを生み出していった。

「くらいなさい、私のドリルの力、そして春日川夢姫の貧乳の力を！」

「ムキーッ!!」

「ま、負けませんわよ！　邪じや神しんドリィィルッ!!」

　会長のドリルロールが、迫せまる。そのドリルの先せん端たんが静刃の生み出した竜巻とぶつかった瞬しゆん間かん──会長のロールは千々に分断されていった。

「な！　そ、そんな！」

「忍者ドリィィィィィィィィィルッ！」

　静刃の生み出した竜巻はなおも成長し、会長の全身を包み込んだ。そして会長の体を巻まき上げると、木の葉のように軽々と吹ふき飛ばし、壁かべに叩きつけた。その衝しよう撃げきに息を詰まらせ、うずくまる会長。

「グ、ゲ、ゲホ！」

「勝負あり、私の勝ちですね」

「ま、まだですわよ！　まだ、終わってませんわ！」

　苦しい息の下もと、会長はよろめきながら立ち上がった。今の竜巻で会長のメイド服はところどころが破やぶれ、皮ひ膚ふからは血がにじみ出ている。かなりのダメージのはずだが、闘とう志しは衰おとろえていないようだった。

「もうあきらめなさい。もはやあなたに戦う力は残っていません」

「な、なにを言っていますの！　まだ……」

　会長が自分の髪かみをなでた途と端たん、真横に伸びていた横ロールが根元から折れ、地面の上に落ちた。その髪は枯かれ果てたように茶色く変色し、縮ちぢれていた。

「そんな！　わたくしの髪が！」

「邪神の力は、長持ちしないのが特とく徴ちようです。それくらいで止やめておきなさい。今は髪だけで済すみましたが、このまま力を使い続ければ、あなたの肉体もその髪と同じ運命をたどりますよ」

「大きなお世話ですわ！　まだ、わたくしはあきらめませんわよ！」

　会長が往おう生じよう際ぎわ悪くわめくが、もはや邪神の力を失った会長には攻こう撃げきの手しゆ段だんがない。会長は自らの腕うでにある腕輪を叩たたいた。

「わたくしに、力を！　さらなる力を！」

　だが腕輪は黒光りするだけで、なにも答えてはくれなかった。

「くっ、どうしてですの！　どうしてここまできたというのに、なにもできませんの！」

「愚おろかな女ですね。もはやあなたは力を失ったのですよ」

　静刃は哀あわれみと蔑さげすみの混まざった視し線せんを会長に投げかけた。と、その時、何かが崩くずれるような重い音が周囲に響ひびいた。

「な、なに、この音？」

「あ、時と計けい塔とうが！」

　夢姫が、校門のそばにある時計塔を指差した。その時計塔の根元に会長は叩きつけられたわけだが、その部分から入ったヒビが老ろう朽きゆう化かした時計塔に広がり、ゆっくりと会長の方へと傾かたむきだしたのだった。

「さすがは私の忍者ドリル。代用品の『春日川夢姫Ⅱ世』でも、これくらいの建けん造ぞう物ぶつを破は壊かいする威い力りよくはあります」

「感心してる場合じゃないでしょ！　逃にげないと危あぶないわよ！」

　時計塔は校こう舎しやよりも高く、大きな建造物である。そんなものが倒たおれては、大だい惨さん事じだ。見物していた生徒たちは慌あわてて逃げ出したが、ダメージの多い会長は逃げ遅おくれてしまった。立ち上がる力が残っておらず、地面を這はうようにして逃げるのだが、それでは致ち命めい的に遅かった。

「きゃぁぁ、誰かっ！」

「会長ぉぉぉぉぉ!!」

　地面に座すわりこんだ会長の頭上に、時計塔が倒れてようとしていた。誰もが手遅れだと思ったその瞬間、傾きかけた時計塔の動きが止まった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　ケガはなかったかい？」

「え？」

　会長はデジャビューを覚えた。それは以前もあったことだった。前回は間ま違ちがえた。でも今回は間違えなかった。相手の顔も、声も、はっきりとわかっている。

「あ、あなたたち！」

「無事ですか、メイド様！」

　倒れようとしている時計塔。その倒とう壊かいをギリギリで受け止め、支ささえているのは誰あろう、今まで倒れていた邪じや神しん組合の信者たちであった。全員が顔を赤くし、腕に血管を浮うき上がらせながら必死に巨きよ大だいな時計塔の転倒を食い止めていた。そのおかげで会長は命拾いをしているのである。

「ど、どうしてこんなことを？」

「お嬢じようさん。話は後にして、早く逃げてくれないか？　さすがに、重い」

　邪神マスクが全身の筋きん肉にくを膨ふくらませ、歯を食いしばって塔を支えていた。いくら彼が人ひと並なみはずれた怪かい力りきの持ち主でも、この巨大な塔を支えるのは楽ではないだろう。それは他の信者たちも同様で、支えていられる時間もあまり長くはなさそうだった。

「どうしてですの、みなさん、どうして私を助けてくださいますの！」

　会長には、理り解かいできなかった。目の前の男たちがなぜ身を挺ていしてまで自分を救ってくれるのかが。

「わたくしは、あなたたちをアゴでこき使った女ですわよ。しかも、せっかく手に入れた邪神の力も失い、今はただの高校生に過すぎませんわ。なのに、どうして助けてくださいますの！」

　会長の質しつ問もんに、信者たちは互たがいの顔を見合わせた。代表して、邪神マスクが答える。

「答えは簡かん単たんだ。それはお嬢さん、君がメイド服の似に合あう、可愛かわいい女の子だからだ」

「あ、あぁ……」

　会長の目から、涙なみだがこぼれた。なぜこんなものが出るのか、それは会長自身にもわからなかった。だが、それはとめどなく流れてきた。それは会長がここ数日失ってしまっていたもののこもった、熱い涙だった。

「可愛いメイド様が失われるのは、人類にとって大きな損そん失しつ。我われ々われはメイド様を守るためならば、命も惜おしみません！」

「さぁ、メイド様は、早くお逃げください」

「メイド様、あなたはわたしの知る限かぎり、最高のメイドでした」

「メイドモエモエェェェェェェッ!!」

　この期ごに及およんでもマイペースな信者たちに、会長は泣きながら叫んだ。

「バカですわ……あなたたちは、三国一の大バカ者ですわぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　会長と信者たちのあいだで、視し線せんの交こう錯さくが行われた。それは一いつ瞬しゆんの出来事だったが、それだけで互いの想おもいを知るのには十分だった。

「そこですかさず、忍にん者じやドリィィィィィィィルッ!!」

　静刃の声が響ひびいた。再ふたたび巻まき起こった竜たつ巻まきが会長たちを包むと。今度は時計塔ごと会長と信者たちを巻き上げ、空高く持ち上げていった。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

『メイドモエモエェェェェェェェェェ!!』

　そんな叫びを残し、ヘンタイ集しゆう団だんはお空のお星様になったとさ、めでたしめでたし。

「って、めでたくないわよ！」

　夢姫がすかさず突つっ込こむ。静刃はヤレヤレと額ひたいの汗あせをぬぐった。

「手ごわい敵てきでした。ですが、最後に勝つのはやはり私ですね」

「いや、せっかく最後収おさまりかけていたのに、静刃が全部吹ふっ飛ばして台無しにしてくれたんじゃん！」

「倒たおれた相手にはトドメをさせ、という言葉があります。与あたえられたチャンスは最さい大だい限げんに生かすべきなのですよ」

「まったくもう、あいかわらずよね、本当に、あなたって人は」

　夢姫はため息をつきながらふと前を見た。時計塔は完全に根元から折れ、今の竜巻で地面に叩たたきつけられて粉こな々ごなになっていた。

「……どうする？」

「…………」

「…………」

　総太郎も静刃も答えない。いや、答えられなかった。

「……さて、私はかなり働いたので、もう疲つかれました。今日は帰るとしましょうかね」

「お、じゃぁ静刃。俺おれが送っていこう」

「あ、あたしも付き合うわ」

　三人が珍めずらしく一いつ致ちする意見を見せた。

「奇き遇ぐうですね、春日川夢姫。あなたは残ってもいいのですよ」

「いえいえ、あなたを放ほうってはおけないもの、って、待ちなさいよ、月詠さん。あなた足速いわよ」

「あなたもそうですね」

「おーい、二人とも、俺をおいていくなー！」

　三人はスタコラサッサと、風のような速さで校門から飛び出していった。どこか遠くからサイレンの音が聞こえてきたようだが、気のせいだろう、そうに違ちがいない、うん。

「あ、逃にげたぞ、あいつら！」

「おい、この後始末、どうする気だよ！」

「誰だれが先生に説明するんだ！」

　逃げ遅おくれた生徒たちは互いに顔を見合わせた。

「……目もく撃げき者しやは？」

「俺たちだけ。あとは野中くらい」

「他の先生はまだみたいね」

「……おっと、俺、今日祖お父じさんの法事だった」

「あたし、従い兄と弟この結けつ婚こん式しきが」

「おれ、息子の葬そう式しきが」

　生徒たちはクモの子を散らすように逃げていった。息がそろったことだ。

　ちなみに、たまたま職しよく員いん会議で外に出れなかった教きよう師し陣じんは、騒さわがしい外の様子を見に行った野中教きよう諭ゆが戻もどってこないのを心配して外に出た瞬間、アゴが地面に落ちたという。なぜか倒とう壊かいした塔とうのそばに黒コゲびしょ濡ぬれで失神する野中教諭がいたのだが、その手には巨きよ大だいなハンマーが握にぎらされていた──おそらく事じ態たいをごまかそうとした誰かの工作だろう。

　そのせいで野中教諭は激はげしく詰きつ問もんされるが、ショックで記き憶おくを失った野中教諭は答えられなかったというのはまた別の話だ。




　──学校から数百メートル離はなれた空き地。その片かた隅すみの壁かべにもたれるようにして立つ男子生徒──緋月暁は、全身の痛いたみにうめいた。

「イテテテ、まったく、こんなに飛ばすとは、月詠静刃、あいかわらず手かげんを知らない女だ……」

　炎ほのおで燃もやされ、竜巻に巻まき込まれて吹き飛ばされた緋月。しかも彼は以前のケガも完かん治ちしていないのだ。さすがにボロボロだ。また入院することになりそうだった。

「でも、まぁ……あれを見る限かぎり、今回の件けんは丸く収まったのかな？」

　緋月は少し離れた場所にいる集しゆう団だんに視し線せんを向けた。ボロボロのローブ姿すがたの集団。そのど真ん中には、筋きん肉にくの塊かたまりみたいな大男に抱だきついてワンワン大泣きする会長の姿があった。

「……なんとか戻れたみたいだね、嶌……よかった……今度こそ、幸せに、正しい道を進みな」

　そこでついに力ちから尽つき、緋月はその場に座すわり込んだ。妙みように腹ふく部ぶが痛む。肋ろつ骨こつが折れているようだ。少しヤバいな、と彼は他ひ人と事のように感じていた。

「あぁ……でも、あのまま塔が倒れてたら確かく実じつに押おしつぶされて全員助からなかっただろうし、竜巻で巻き上げられてむしろ助かったのかもな……月詠静刃には、感かん謝しやすべきか、一いち応おうは」

　緋月は少しだけ嬉うれしそうにつぶやいた。しかしその意い識しきも、もうあまり長い間保たもってはいられそうもなかった。

「あぁ……眠ねむい、少し、休む……」

　緋月はゆっくり目を閉とじた……夢ゆめの中で、緋月は遠くから近づいてきたサイレンが自分の傍かたわらで止まり、救急隊員が自分を担たん架かに載のせるのを感じた。

　助かった、と漠ばく然ぜんと感じると同時に、誰が救急車を要よう請せいしたのかが少し気になった。しかし、それももはやどうでもいいことだった。緋月は完全に意識を失った。





　エピローグ　しまらない終しゆう焉えん（結局こうなる）







　翌よく日じつ──時と計けい塔とうの事じ故こがあったにもかかわらず、通つう常じよう通りの授じゆ業ぎようが行われた。そして何事もないまま授業が終わり、放課後総そう太た郎ろうたちが廊ろう下かを歩いていると、会長とばったり出会った。

「あ、会長」

「……元気そうですわね、みなさん」

　力を失った会長の髪かみは元の黒くろ髪かみになっていた。ただし、髪はかなり短くなっている。それを強ごう引いんに左右で束ねていた。会長はツインテールにこだわりというか、意地があるようだった。そしてその黒髪も実は染そめたものである。額ひたいにカットバンが張はってあるが、昨日あれだけの事故に巻き込まれたわりに、他のケガはないようであった。

「会長その……いろいろごめんなさい」

　夢ゆ姫きが頭を下げた。いろんなことがありすぎてなにを言えばいいのかわからなかったので、取りあえず謝あやまったのだった。

「……悪かったのは、こちらですわ。わたくしのワガママで振ふり回してしまって、申し訳わけなく思いますわ」

「え？」

　会長の素す直なおな謝しや罪ざいの言葉に、夢姫たちのほうが驚おどろいた。

「この埋うめ合わせは、いずれ……やはり、恋れん愛あいを人やものに頼たよったのが間ま違ちがいでしたわね。なにごとも自分の力で勝ち取ることに意味があるのですわ。ですから、副会長のことは、これから自力でなんとかしてみせますわ」

　会長は静しず刃はに近づくと、そっぽを向きながら手を差し出した。その手にはドクロの腕うで輪わが握にぎられていた。その腕輪をつっけんどんに静刃に押し付ける会長。

「確たしかに渡わたしましたわよ。では、失礼しますわ」

　少し顔を赤らめる会長には、捨すてられない矜きよう持じと可愛かわいい素直さが見受けられた。会長はそのままきびすを返し、去っていく。その足取りには、迷まよいがなかった。

「会長……少し、変わったのかしら？」

「そうだな。なんか……前よりも美人になったな」

「鼻の下伸のびてるわよ、ソータ」

　ムッとした声を出す夢姫。こちらは全然変わってないようである。
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「しかし、こんなものはもう用よう済ずみです」

　静刃がつまらなそうに腕輪を指で弄もてあそびながら言った。夢姫が首をかしげる。

「どういうことよ？　それ手に入れるために、あれだけ苦労したんでしょ？」

　静刃が無言で夢姫に腕輪を差し出した。見れば腕輪には全体に無数の亀き裂れつが走り、落としたら衝しよう撃げきで砕くだけ散ってしまいそうな有様だった。

「あの嶌しま智とも香かが乱らん暴ぼうな使い方をするから、せっかくの貴き重ちような咒じゆ具ぐが台無しです。まったく……くたびれもうけですね」

　静刃は夢姫の手から腕輪を取ると、宙ちゆうに投げた。そして目にも留とまらぬ速さで刀を抜ぬき、一いつ閃せんさせる──甲かん高だかい金きん属ぞく音おんが響ひびき、腕輪は無数の破は片へんと化した。それが今回の事じ件けんの元げん凶きようの、成れの果てであった。

　と、今度は緋月がやってきた。ヤケドがひどかった彼は全身に包帯を巻まいて、ミイラのような状じよう態たいであった。しかも今は松まつ葉ば杖づえをついている。本当は入院を勧すすめられたらしいが、本人が強引に飛び出してきたらしい。

「あ、副会長……」

　夢姫が声をかけようとしたが、緋月がスゴイ眼まな差ざしで睨にらんできたのでやめにした。やはり怒おこっているようであった。

　緋月は無言のまま総太郎たちの真横を通り過すぎていったが、静刃とすれ違いざまにボソリとつぶやいた。

「次こそは決着をつけるぞ、月つく詠よみ静刃」

「お好きなように、いつでもどうぞ」

　険けわしい眼差しで緋月は静刃を睨んだが、静刃は飄ひよう々ひようとしたものだった。緋月は少しだけ毒気の抜ぬかれた顔になると、後は無言のまま去っていった。

「……結局、今回の事件ってさ、なんだったわけ？」

　夢姫がつぶやいた。なんだか、散々振ふり回されたわりに、結局なにも得るものがなかったように思える。

「そうですね。はっきり言えるのは……まだなにも終わってないということです」

　静刃が言った。

「邪じや神しん組合も今回の件を見る限かぎり、他の残ざん党とうがまだまだいそうですね。連中との戦いも、そう簡かん単たんには決着がつきそうにありません」

「結局、またこうやって振り回されていくことになるのね」

　夢姫がため息を漏もらしたが、そこには達観した想おもいが混まじっていた。

「ま、いーじゃないかユキ」

　総太郎が夢姫の肩かたを叩たたいた。

「退たい屈くつしないで済むぜ」

「あんたは気楽でいいわね」

「そう言うなって。次はなんか効きき目のあるアイテムを見つけて、お前が巨きよ乳にゆうになれるように祈ってやるからさ」

「大きな、お世話よっ！」

　夢姫はデリカシーのない幼おさな馴な染じみをパイルドライバーで床ゆかに叩きつけた。




　最後に少しだけ付け加えておこう。

　水すい天てん主しゆ高校のそばにあるメイド喫きつ茶さに新しい店員が雇やとわれたそうである。奇き妙みようなことに、男だん性せいばかりが一〇人以上も。メイド喫茶としては異い例れい中ちゆうの異例である。その新メンバーなのだが、店員の女の子に妙に馴なれ馴れしいと従じゆう業ぎよう員いんからの苦く情じようも出たが、経けい営えい者しやからの直ちよく接せつ指し示じで雇われたためにどうしようもないようである。

　ただし、仕事には熱心で誰もがテキパキと働くので、実じつ際さいはそれほど問題ではないようである。特に一ひと際きわ大おお柄がらな男はどんな仕事もそつなくこなし、やがてフロアマネージャーに任にん命めいされるようにまでなった、というウワサを総太郎は耳にした。しかしそれを確たしかめることは……実は簡単だった。

「あれ？　どこかで会いませんでしたっけ？」

「さ、さぁ、さっぱり」

　会長の紹しよう介かいで会員になれた総太郎が帰りに夢姫や静刃と一いつ緒しよに入ったメイド喫茶の入り口で、大男と鉢はち合あわせになり、互たがいに妙な表ひよう情じようを浮うかべることとなったのである。


（了）







　あとがき







　ありがとうございます。ありがとうございます。世界の全てに感かん謝しや、感かん激げきひとしおです。

　いきなりなにをトチ狂ったことを言い出すんだ、と思う方もいらっしゃるでしょうから、これくらいにしておきます。皆様、お久ひさしぶりです。八街やちまた歩あゆむです。

　冒ぼう頭とうでお礼れいを述のべるというのは八街の定番みたいな行動ですが、デビュー以来三回目ともなるとそろそろ飽きてこられたりもするので、今回は短めにしておきました──そんなことを続けることに意味があるのかという疑問はさておき。

　さて……やってしまいました。もはや作者である八街にも予よ測そく不ふ可か能のうです。

　なにをやってしまったかと言うと、乱破です。この「乱らつ破ぱＧＯＧＯＧＯ！」、まさか二巻かん目めが出せるとは思ってもいませんでした。でもそれが出せたということは、ひとえに読者の皆様の応おう援えんのおかげ。これを手にとって読んでくださっているかたがたには頭が上がりません。

　ですが──乱破ですよ。これを読んでくれている方のほとんどが一巻も読んでいると思いますが（もしまだだったらごめんなさい、そして読んでください）、あのネタで続きが出せるとはいまだに信じられません。なにせ、登とう場じよう人じん物ぶつのほとんどが真しん性せいのヘンタイばかりです。おかげで一巻を出して以来、周囲の人間からは『やっちまった人』などという称号で呼よばれるようになってしまいました。いやはや、まったく、世の中には八街以外にも頭のイカれた……ゲフンゲフン、ではなくて、イカした人が多いですね（ちょっと苦しい言い訳）。

　あまり自じ虐ぎやく的てきな内容を続けるのもあれなので、少し作品の内ない容ように触ふれようと思います。

　すでにこの話を読んでくださった方はおわかりでしょうが、今回の話のメインは会かい長ちようです。別に八街が会長フェチとか、そういう危あぶない属ぞく性せいを持っているわけではありません。ただ、出版された乱破一巻を読んでふと思ったことが──『会長のイラストがどこにもない』ということでした。まぁ一巻では会長の出番が少なかったからしかたないのですが、せっかくの女性要よう員いん、姿すがたが見たい──そんなくだらない理由で今回の話を書きました。

　しかし完成した原げん稿こうを読み返してみたら──会長までいつのまにかヘンタイになってる（笑）！　まぁ、一巻登場時から十分ヘンタイだったといえばそれまでですが……

　それと忘れてはならないのが副会長こと、緋ひ月づきです。前回に引き続き登場の彼ですが、相変わらずの三枚目っぷり。運うん動どう神しん経けい抜ばつ群ぐんで頭も悪くないし、性格や人ひと柄がらもいい彼の唯ゆい一いつの欠点は、運がないということ。静しず刃はと関わった時点で彼の不幸は決定しています。この作品における彼の不幸度合いは、おそらく野中教きよう諭ゆに次ぐものでしょう。

　でも緋月というキャラクターは、個人的に気に入っています。不幸にめげずに前向きな彼は素す敵てきです。最初は敵だったはずが仲良くなって、たまに助けたり助けられたりという一昔前のマンガのライバルキャラっぽいところが好きです。ただ、そう言うキャラって最終回あたりで、敵のボスの攻こう撃げきから主人公をかばって死んだりする役目が多いんですよねぇ……

　と、いうわけで、宣せん言げんします。緋月は最終巻で静刃をかばって死にます。

　もちろん冗じよう談だんですよ、半分くらい（笑）。




　話は変わりますが、最近パソコンを替かえました。私立大学の文系に通う八街は典てん型けい的てきメカ音おん痴ちですが、果か敢かんにも自作に挑ちよう戦せん。苦労しつつも無ぶ事じ完かん成せい。この原稿もそのパソコンで書いています。まぁ、自作はこれで三機目なんですがね（笑）。

　八街のパソコンの用途というと、原稿を書く、ネットを見る、ゲームをする、くらいしかないので、今回はゲームに特化させたマシーンを組んでみました。奮発して組んでみたところ、フルタワーなので場所はとりますが快かい適てきなゲームライフがおくれています。唯一の問題は、マシンスペックを活かしきるゲームが少ないこと（笑）。




　では最後に謝しや意いを。イラストのてくてく様。いつも華か麗れいなイラストをありがとうございます。現時点では八街も見ていませんが、楽しみにしています。担当のＨ様。未み熟じゆくな八街の手た綱づなを引いてくださって、ありがとうございます。ときに暴ぼう走そうしていく八街の世話は大変でしょうが、どうか見み捨すてないでください。その他のこの本の出版に携たずさわるかたがたもありがとうございます。八街の所しよ属ぞくサークル棒ぼう術じゆつ会かいの皆様、前巻発売時は感かん涙るいものの応援ありがとうございました。八街の親友であり、師し匠しようであり弟で子しであるコーチ様、いつも的てき確かくなアドバイスをありがとうございます。

　そしてもちろん、この本を読んでくださった読者の皆様も、ありがとうございます。皆様の応援があっての八街です。そしてファンレターをください。なぜか手紙の数が減へっています。このままでは八街は天下の恥はじさらしです（前巻のあとがき参さん照しよう）。手紙には必ず返信しますので、どうか八街に愛の手を（笑）！

　それでは皆様、また会えるときまで、さようなら。


二〇〇五年　三月某日











乱らつ破ぱGOGOGO![image: ]




いま、忍びにゆきます








八やち街また　歩あゆむ












平成26年2月6日　発行





発行者　佐藤 忍

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp/





(C)2005 Ayumu Yachimata, Tekuteku





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『乱破GOGOGO!02　いま、忍びにゆきます』平成17年5月25日初版発行









[image: ]




item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg
ELEGOGOGO! 62

W&, BUICWEET

\E &






item/image/p111.jpg





item/image/p159.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p025.jpg





item/image/p189.jpg





item/image/gaiji-002.png
02





item/image/gaiji-001.png
11!





item/image/logo-fan.png





item/image/p229.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ　とあるデートの光景（本当に？）



		第一章　キャッチセールスにご用心（手遅れ）



		第二章　秘められた恋（大暴露）



		第三章　史上最大のデート作戦（最低最悪）



		第四章　最後はみごとに大団円（超ムリ）



		エピローグ　しまらない終焉（結局こうなる）



		あとがき



		奥付











item/image/p261.jpg





item/image/p135.jpg
/4 e
. . A7,
(, e
A
>l

2






item/image/p055.jpg





item/image/k002.jpg
&

N
%

<
Fh
s
\ &
4
D
Ml






item/image/k001.jpg
‘ o , _\ N4 /\‘vi





item/image/k003.jpg
18 B2 QU ORIKS F RS

new

&
BSOS FRII G






item/image/p209.jpg





